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6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例

ライズタイムの設定

①津波評価におけるライズタイムに関する知見
■津波評価におけるライズタイムに関する知見について整理した。

③Mw8~9クラスの地震の津波インバー
ジョンに基づくライズタイムの検討

⇒ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw８~ 
9クラスの地震の津波インバージョン事例を
踏まえても概ね保守的な設定となっている
が、検討波源モデルのライズタイムを120sと
することにより、これらの地震の初期水位を
上回る設定となることを確認した。

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

⇒ 津波評価に影響の大きい初期水位に着目した検
討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のス
ケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量
等のパラメータの保守的な設定を、更に上回る設
定となっていることを確認した。

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの
推定事例
⇒近年のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライ

ズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小
断層のライズタイムは150～300sであることを確認した。

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

⇒ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個
数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結
果、東北沖地震のライズタイムとしては150～200s程度が最も適
切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョン
では津波観測波形を再現できないことを確認した。

⇒ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイ
ムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長
等の物理特性は失われるとともに、東北沖地震の観測記録の津波
高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府の
ライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

まとめ（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
■ 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の推定事例のほか、Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討及び内閣府のパラメータの設定を踏まえて、

ライズタイムを設定した。

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討され
た内閣府の最大クラスモデルは、すべり量とライズタイム
の組合せを非常に大きく設定することにより、その他のパ
ラメータの津波影響を代表していることを確認した。

（補足説明資料5-5,5-6章）
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最終すべり量
最終すべり量 最終すべり量

各時間のすべり量 各時間のすべり量 各時間のすべり量

■ 東北沖地震・津波について、津波波形を用いた津波インバージョンによりすべり量とライズタイムがそれぞれ推定された事例は以下のとおり。
■ 東北沖地震では、得られた多くの津波痕跡、津波波形記録、地殻変動記録等のデータを用いて、マルチタイムウィンドウの津波波形インバージョン解析が実施されて

いる。
■ 推定された波源モデルは、使用したデータや手法によりそれぞれ異なっているが、共通の特徴として、数分を超える長いライズタイムとゆっくりとしたすべり速度が推定

されている。

Mw9.0 Mw9.1 Mw9.0

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（東北沖地震の津波インバージョンから推定されたライズタイム）

再現モデル名 内閣府(2012b) 杉野ほか(2013) Satake et al.(2013)

再現モデル図

推定された
ライズタイム

(すべり速度)

300s
( 約0.1 m/s )

300s
( 約0.2 m/s )

150s
( 約0.3 m/s )
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内閣府(2012b)による東北沖地震の津波インバージョン（使用データ及びインバージョン結果）

■内閣府(2012b)は、東北沖地震の津波観測波形、GPS記録、および津波痕跡を使用して、マルチタイムウィンドウ津波波形インバージョン解析を実施している。

■推定されたライズタイムは、すべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小断層のライズタイムは約300sとなっている。

（内閣府(2012b)）

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（東北沖地震の津波インバージョン結果：内閣府(2012b)）
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再現モデル 面積 地震モーメント1) Mw1) 平均すべり量 ライズタイム すべり速度

内閣府(2012b) 119,974km2 4.2×1022Nm 9.0 8.6m 300s 0.1 m/s

1D 2D 4D

1) 剛性率を南海トラフと同じ4.1×1010 N/m2と仮定

ラ
イ

ズ
タ

イ
ム

(s
)

ライズタイムの
検討上の上限値

※すべり速度は、大きくすべった領域（2D以上の領域）の
各小断層 （ ）のすべり量とライズタイムに基づくすべり速度の
平均値
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■杉野ほか(2013)は、東北沖地震の津波観測波形、津波痕跡高を使用して、マルチタイムウィンドウ津波波形インバージョン解析を実施している。

■推定されたライズタイムは、すべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小断層のライズタイムは約300sとなっている。

杉野ほか(2013)による東北沖地震の津波インバージョン（使用データ及びインバージョン結果）

（杉野ほか(2013)）

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（東北沖地震の津波インバージョン結果：杉野ほか(2013)）
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再現モデル 面積 地震モーメント1) Mw1) 平均すべり量 ライズタイム すべり速度

杉野ほか(2013) 112,000km2 5.9×1022Nm 9.1 11.4 m 300 s 0.2 m/s

ライズタイムの
検討上の上限値

※すべり速度は、大きくすべった領域（2D以上の領域）の
各小断層 （ ）のすべり量とライズタイムに基づくすべり速度の
平均値

ジョイントインバージョン解析のターゲット観測地点
（上:津波波形の観測地点

下:地殻変動量の観測地点）

断層すべり量分布

1)剛性率を杉野ほか(2013)に基づき4.6×1010 N/m2と仮定
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Satake et al.(2013)による東北沖地震の津波インバージョン（使用データ及びインバージョン結果）

（Satake et al.(2013)）

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（東北沖地震の津波インバージョン結果：Satake et al.(2013)）
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■Satake et al.(2013)は、東北沖地震の津波観測波形およびGPS記録を用いて、マルチタイムウィンドウインバージョン解析を実施している。

■推定されたライズタイムは、すべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小断層のライズタイムは約150sとなっている。

■なお、Satake et al.(2013)では、全体の3割の小断層でライズタイムが検討上の上限値150sに達しており、ライズタイムが小さく算定されている可能性がある。

再現モデル 面積 地震モーメント1) Mw1) 平均すべり量 ライズタイム すべり速度

Satake et al.(2013) 110,000km2 4.2×1022Nm 9.0 9.5m 150s
※

0.3 m/s
※

1)剛性率をSatake et al.(2013)に基づき4.0×1010 N/m2と仮定

ライズタイムの
検討上の上限値

※ ライズタイムが小さく算定されている可能性がある。

※すべり速度は、大きくすべった領域（2D以上の領域）の
各小断層 （ ）のすべり量とライズタイムに基づくすべり速度の
平均値2011年東北沖地震の震央と各観測点 断層すべり量分布

各小断層のすべりの時空間分布
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再現モデル名 Hirata et al.(2006) Fujii and Satake(2007)

再現モデル図

推定された
ライズタイム

(すべり速度)

150s

( 0.2m/s )

180s

( 0.1m/s )

■スマトラ島沖地震・津波について、津波波形を用いた津波インバージョンによりすべり量とライズタイムがそれぞれ推定された事例は以下のとおり。
■スマトラ島沖地震では、津波観測波形および衛星観測による海面高度測量データを用いた津波インバージョン解析が実施され、波源モデルが推定されている。
ライズタイムは、波源域の全域で一定値としてパラメータスタディにより推定されている。

■推定された波源モデルは、使用したデータや手法によりそれぞれ異なっているが、共通の特徴として、数分を超える長いライズタイムが推定されている。

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（スマトラ島沖地震の津波インバージョンから推定されたライズタイム）
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■ Hirata et al.(2006)は、2004年スマトラ島沖地震の衛星観測による海面高度測量データを使用して、津波インバージョン解析を実施。ライズタイムはパラメータ
スタディにより推定されている。

■ その結果、ライズタイムを150s、破壊伝播速度を0.7km/sとした場合に、最も観測結果と解析結果が一致するとされている。

（Hirata et al.(2006)）

Hirata et al.(2006)による2004年スマトラ島沖地震の津波インバージョン（使用データ及びインバージョン結果）

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（スマトラ島沖地震の津波インバージョン結果：Hirata et al.(2006)）

再現モデル 面積 地震モーメント1) Mw1) 平均すべり量 ライズタイム すべり速度

Hirata et al.(2006) 210,000km2 9.9×1022Nm 9.3 13.4m 150s 0.2 m/s
※

1)剛性率をHirata et al.(2006)に基づき3.5×1010 N/m2 と仮定

※すべり速度は、大きくすべった領域
（2D以上の領域）の
各小断層 のすべり量とライズタイムに
基づくすべり速度の平均値
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(Fujii and Satake(2007)を基に作成）

■Fujii and Satake(2007)は、2004年スマトラ島沖地震の津波観測波形および衛星観測による海面高度測量データを使用して、津波インバージョン解析を
実施。ライズタイムはパラメータスタディにより推定されている。

■その結果、ライズタイムを3min(=180s)、破壊伝播速度を1.0km/sとした場合に、最も観測結果と解析結果が一致するとされている。

ライズタイム３min（=180s）、破壊伝播速度1km/s
とした場合に最も観測結果と一致。

Fujii and Satake(2007)による2004年スマトラ島沖地震の津波インバージョン（使用データ及びインバージョン結果）

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（スマトラ島沖地震の津波インバージョン結果：Fujii and Satake (2007)）

再現モデル 面積 地震モーメント1) Mw1) 平均すべり量 ライズタイム すべり速度

Fujii and Satake(2007) 220,000km2 6.0×1022Nm 9.1 5.5m 180s 0.1 m/s
※

1)剛性率をFujii and Satake (2007)に基づき5.0×1010 N/m2 と仮定

※すべり速度は、大きくすべった領域
（2D以上の領域）の
各小断層 のすべり量とライズタイムに
基づくすべり速度の平均値
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■ 近年の国内外の巨大地震の発生事例に基づき、国内外の巨大地震（Mw9クラスの地震）の津波インバージョンから推定されているライズタイムを分析した。
■ その結果、国内外のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小断層の

ライズタイムは150～300sであることを確認した。
■ なお、内閣府の最大クラスモデルのライズタイムは国内外の巨大地震（Mw9クラスの地震）の津波インバージョンにより推定されたライズタイムに比べて非常に短い

値であることを確認した。

巨大地震（Mw9クラスの地震）の津波インバージョンにより推定されたライズタイム

Hirata et al.(2006) Fujii and Satake(2007)

ライズタイム：150s

（すべり速度：0.2m/s)

ライズタイム：180s

（すべり速度：0.1m/s)

内閣府(2012b)

ライズタイム：300s

（すべり速度：0.1m/s)

杉野ほか(2013)

ライズタイム：300s

（すべり速度：0.2m/s)

Satake et al.(2013)

ライズタイム：150s

（すべり速度：0.3m/s)

2011年東北沖地震 2004年スマトラ島沖地震

6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（まとめ）

地震名 文献名 ライズタイム（すべり速度）

2011年東北沖地震 (Mw9.0) 内閣府(2012b) 300s（ 0.1m/s )

杉野ほか(2013) 300s（ 0.2m/s )

Satake et al.(2013) 150s（ 0.3m/s )

2004年スマトラ島沖地震 (Mw9.1) Hirata et al.(2006) 150s（ 0.2m/s )

Fujii and Satake(2007) 180s（ 0.1m/s )

内閣府の最大クラスモデル(Mw9.1) 内閣府(2012) 60s（0.6m/s※）
※超大すべり域のすべり量をライズタイム

で割ることで算出
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6-5 ライズタイムの設定

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例
（参考：破壊伝播速度とライズタイムに関するスケーリング則）

■ Kanamori and Anderson(1975)のスケーリング則に基づくと、ライズタイムTは、D/v（D：平均すべり量、v：破壊伝播速度）に比例する関係となるが、
破壊伝播速度vは規模依存するパラメータではないことから、ライズタイムTは平均すべり量Dに比例する関係が得られる。

■ なお、南海トラフの掘削調査試料の分析から、南海トラフの分岐断層およびプレート境界面浅部のライズタイムが非常に大きいとされる結果が得られていることを考え
ると、南海トラフの分岐断層およびプレート境界面浅部において、内閣府が想定する非常に短いライズタイムを持つ巨大地震が発生する可能性は低いと考えられる。

破壊伝播速度とライズタイムに関するスケーリング則

・応力降下量σ、剛性率μ、v/βを、地震によらず一定とすると、食い違い理
論に基づき以下の関係が成り立つ。

W∝ L D∝ L T∝ L/v …(1)

・すなわち、
T ∝ D/v …(2)

・また、スケーリング則としては、vは規模依存するパラメータではないことから、
以下となる。

T∝D …(3)
ここで、σ：応力降下量、μ：剛性率（=ρβ２)、 v：破壊伝播速度、β：S波速度

W：断層幅、L：断層長さ、D：平均すべり量、T：ライズタイム

（Kanamori and Anderson(1975)による）

項目
検討波源モデル

(a)
パラメータスタディ
モデル(b)

(a)/(b)

破壊伝播速度
v(km/s)

2.0 2.5 4/5

ライズタイム
T(s)

150 120 5/4

v×T(km) 300 300 1

検討波源モデルとパラメータスタディモデルの破壊伝播速度とライズタイム

最適パラメータに
よる計算値

ビ
ト

リ
ナ

イ
ト

反
射

率
(%

)

（上盤側） （下盤側）

測定値

最適パラメータ
すべり速度V
＝0.91cm/s

ライズタイムT
＝6,250s

すべり層

・RSS (residual sum of squares)：残差平方和

（上盤側） （下盤側）

すべり境界からの距離(cm)

ビ
ト

リ
ナ

イ
ト

反
射

率
(%

)

最適パラメータ
すべり速度V
＝0.65cm/s

ライズタイムT
＝2,350s

0-1-2-3 1 2

すべり層

D

C

プレート境界面浅部

分岐断層

南海トラフの掘削調査試料の分析に基づくライズタイムの算定結果

（Hamada et al.(2015) を基に作成）

・なお、 T∝D/vの関係について、平均すべり量が同じ検討波源モデルとパラ
メータスタディモデルとで比較した結果は以下のとおり。

第717回資料1-2
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6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

ライズタイムの設定

①津波評価におけるライズタイムに関する知見
■津波評価におけるライズタイムに関する知見について整理した。

③Mw8~9クラスの地震の津波インバー
ジョンに基づくライズタイムの検討

⇒ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw８~ 
9クラスの地震の津波インバージョン事例を
踏まえても概ね保守的な設定となっている
が、検討波源モデルのライズタイムを120sと
することにより、これらの地震の初期水位を
上回る設定となることを確認した。

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

⇒ 津波評価に影響の大きい初期水位に着目した検
討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のス
ケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量
等のパラメータの保守的な設定を、更に上回る設
定となっていることを確認した。

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの
推定事例
⇒近年のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライ

ズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小
断層のライズタイムは150～300sであることを確認した。

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

⇒ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個
数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結
果、東北沖地震のライズタイムとしては150～200s程度が最も適
切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョン
では津波観測波形を再現できないことを確認した。

⇒ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイ
ムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長
等の物理特性は失われるとともに、東北沖地震の観測記録の津波
高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府の
ライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

まとめ（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
■ 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の推定事例のほか、Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討及び内閣府のパラメータの設定を踏まえて、

ライズタイムを設定した。

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討され
た内閣府の最大クラスモデルは、すべり量とライズタイム
の組合せを非常に大きく設定することにより、その他のパ
ラメータの津波影響を代表していることを確認した。

（補足説明資料5-5,5-6章）

第1020回資料2-2
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再現モデル名 内閣府(2012b) 杉野ほか(2013) Satake et al.(2013)

再現モデル図

タイムウィンドウ
の幅・個数

60s×5個 60s×5個 30s×5個

■ 東北沖地震・津波では、津波のタイムウィンドウインバージョンによりすべり量とライズタイムをそれぞれ推定した事例が複数報告されており、これらの津波インバージョン
事例に基づくと、東北沖地震のライズタイムは150～300sとされる。

■ 一方、これらの津波インバージョンでは、タイムウィンドウの幅は30s～60s、個数は5個と設定されており、ライズタイムの推定値(150～300s)に対して比較的粗い。
また、ライズタイムを最大60sまでとしたタイムウィンドウインバージョンは行われていないことから、ライズタイムを60sとした場合の観測波形の再現性は確認されていない。

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（東北沖地震の津波インバージョン：検討方針）

最終すべり量
最終すべり量 最終すべり量

各時間のすべり量 各時間のすべり量 各時間のすべり量

Mw9.0 Mw9.1 Mw9.0

■ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個数を細かく設定してライズタイムに着目した津波インバージョンを実施し、東北沖地震の
ライズタイムに関して詳細に検討するとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波観測波形の再現性について検討した。

第662回資料1-1
p.61再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 489

津波インバージョンの検討フロー

タイムウィンドウの幅・個数の設定

波源モデルのすべり量分布の推定

線形インバージョン解析

グリーン関数の算定

再現対象とする観測データの設定 波源モデルの断層形状の設定

津波伝播解析

観測データとの比較

■津波インバージョンは、観測津波波形に加えて観測地殻変動量も再現対象に加えたジョイントインバージョンとし、Satake et al.(2013)の方法を参照して実施した。
■津波インバージョンの検討フローと検討ケースは以下のとおり。

検討ケースについては、ライズタイムとして60s～300sを考慮できるよう、タイムウィンドウの幅を10sとしその個数を6個～30個の間で変化させた9ケースを検討した。
■再現対象とする東北沖地震の観測データには、GPS波浪計による津波観測波形および電子基準点による陸域地殻変動を用いた。

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（東北沖地震の津波インバージョン：津波インバージョンの方法）

再現対象とする観測データ

データ名
使用

地点数

サンプ
リング
間隔

対象
時間

１地点
の

データ数
GPS波浪計による
津波観測波形

6 5s
0～

50min
601

電子基準点による
陸域地殻変動

192) ー ー 1
再現対象とするGPS波浪計地点における

東北沖地震時の津波観測波形

ケース名
タイムウィンドウ 断層モデルの

小断層の数
推定する

すべり量の数幅 個数 計1)

T60 10s 6 60s 55 330

T90 10s 9 90s 55 495
T120 10s 12 120s 55 660
T150 10s 15 150s 55 825
T180 10s 18 180s 55 990
T210 10s 21 210s 55 1,155
T240 10s 24 240s 55 1,320
T270 10s 27 270s 55 1,485
T300 10s 30 300s 55 1,650

検討ケース（タイムウィンドウの設定）

2) 東北地方沿岸部において解析領域内となる海岸付近の電子基準点
を対象とした。1) タイムウィンドウの幅×個数。検討上考慮することのできるライズタイムの最大値となる。

再現対象とした観測地点と波源モデルの断層形状

・断層形状はSatake et al.(2013)と同じ。
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電子基準点による
東北沖地震時の

地殻変動量(上下動)
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GPS波浪計地点における津波波形の比較

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（津波インバージョン結果:タイムウィンドウ60sのケース）

■ GPS波浪計地点における観測波形との比較について、タイムウィンドウ60sのケースでは短周期波が目立つとともに、岩手県の観測波のピーク水位が再現できていない。
■ また、東北沖地震の痕跡高との比較について、タイムウィンドウ60sのケースでは岩手県沿岸域の痕跡高を再現できていない。

推定された波源モデル
と再現対象とした観測地点の位置

岩手北部沖（久慈沖）

岩手中部沖（宮古沖）

岩手南部沖（釜石沖）

宮城北部沖（広田湾沖）

宮城中部沖（金華山沖）

福島県沖（小名浜沖）

B01
B02
B03

B04

B05

B06

B10

B07~09

B11

B12
B13

B14
B15

B16

B18B17
B19

津波インバージョン結果

：観測波形
：計算波形（線形）
：計算波形（非線形）

：痕跡高
：計算水位

：観測値
：計算値

(m)

(km)

観測地点名

電子基準点による
東北沖地震時の

地殻変動量(上下動)東北沖地震の痕跡高との比較3)

ケース
名

推定された波源モデル 観測結果との比較

Mw
最大

すべり量
(m)

超大すべり
域のすべり量

(m)1)

平均
すべり量

(m)

ライズ
タイム
(s)2)

GPS波浪計地点
観測波形との
残差平方和(m2)

痕跡高
との比較3)

K κ

T60 9.00 54.0 29.7 9.0 60 1,582 0.955 1.511

津波インバージョン結果

1)すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量
2)小断層がすべっているタイムウィンドウの個数を積算して算出
3)痕跡高は津波痕跡データベースの痕跡Aランクのみ採用、沿岸から200m以内の痕跡のみ採用。

200m以内の隣接地点の痕跡は平均化。計算結果は沿岸格子から抽出
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GPS波浪計地点における津波波形の比較

東北沖地震の痕跡高との比較3)

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（津波インバージョン結果:タイムウィンドウ180sのケース）

■ GPS波浪計地点における観測波形との比較について、タイムウィンドウ180sのケースでの再現性は良好であり、岩手県の観測波のピーク水位も再現できている。
■ また、東北沖地震の痕跡高との比較についても、タイムウィンドウ180sのケースでは岩手県沿岸域の痕跡高の再現性が向上している。

地殻変動量の比較

ケース
名

推定された波源モデル 観測結果との比較

Mw
最大

すべり量
(m)

超大すべり
域のすべり量

(m)1)

平均
すべり量

(m)

ライズ
タイム
(s)2)

GPS波浪計地点
観測波形との
残差平方和(m2)

痕跡高
との比較3)

K κ

T180 9.04 69.2 32.1 10.3 170 332 0.944 1.413

津波インバージョン結果

：観測波形
：計算波形（線形）
：計算波形（非線形）

：痕跡高
：計算水位

：観測値
：計算値

(m)

(km)

推定された波源モデル
と再現対象とした観測地点の位置

観測地点名

宮城中部沖（金華山沖）

1)すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量
2)小断層がすべっているタイムウィンドウの個数を積算して算出
3)痕跡高は津波痕跡データベースの痕跡Aランクのみ採用、沿岸から200m以内の痕跡のみ採用。

200m以内の隣接地点の痕跡は平均化。計算結果は沿岸格子から抽出

電子基準点による
東北沖地震時の

地殻変動量(上下動)
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6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（津波インバージョン結果:各ケースの再現性の関係）

■ タイムウィンドウの個数を変化させた複数ケースの津波インバージョンを実施した結果、GPS波浪計地点の観測波形と計算波形との残差平方和および東北地方の
痕跡高の再現性（相田のK・κ）は、タイムウィンドウが60sのケースから150sのケースになるにつれて低くなり、タイムウィンドウが180s～300sのケースで一定値に
漸近することを確認した。また、タイムウィンドウの個数を増やしたケースでも、ライズタイムは200s程度で頭打ちすることを確認した。

ケース名

タイムウィンドウ 推定された波源モデル 観測結果との比較

幅 個数 計 Mw
最大

すべり量
(m)

超大すべり域
のすべり量1)

(m)

平均
すべり量

(m)

ライズタイム
(s)2)

GPS波浪計による
津波観測波形との
残差平方和(m2)

痕跡高との比較3)

K κ

T60 10s 6 60s 9.00 54.0 29.7 9.0 60 1,582 0.955 1.511
T90 10s 9 90s 9.02 57.3 34.1 9.7 80 1,033 0.891 1.455
T120 10s 12 120s 9.03 55.1 32.0 10.0 100 587 0.890 1.431
T150 10s 15 150s 9.03 60.8 29.8 10.2 130 391 0.921 1.423
T180 10s 18 180s 9.04 69.2 32.1 10.3 170 332 0.944 1.413
T210 10s 21 210s 9.05 70.0 38.1 10.6 200 312 0.938 1.410
T240 10s 24 240s 9.05 67.1 35.0 10.7 220 305 0.923 1.417
T270 10s 27 270s 9.05 62.7 34.9 10.7 230 306 0.917 1.428
T300 10s 30 300s 9.05 66.6 38.1 10.9 230 290 0.903 1.427

津波インバージョン結果一覧

■ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結果、東北沖地震のライズ
タイムとしては150s～200s程度が最も適切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョンでは津波観測波形を再現できないことを確認した。

1)すべり量の大きい小断層から順
に面積を積算したとき断層面積
の5%となる小断層のすべり量

2)小断層がすべっているタイムウィ
ンドウの個数を積算して算出

3)痕跡高は津波痕跡データベー
スの痕跡Aランクのみ採用、沿
岸から200m以内の痕跡のみ
採用。200m以内の隣接地点
の痕跡は平均化。計算結果は
沿岸格子から抽出
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6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（参考：津波インバージョンの計算条件(グリーン関数の計算・津波伝播解析)）

解析領域・格子分割

格子分割サイズ

■津波インバージョンは、Satake et al.(2013)を参照し、Lawson and Hanson(1974)に基づくタイムウィンドウを用いた線形ジョイントインバージョン手法とした。
■津波インバージョンにおけるグリーン関数の計算・津波伝播解析の計算条件は以下のとおり。

項目 計算条件

共通項目

計算領域 ・北海道根室～房総半島の領域

格子分割サイズ ・沖合1,600m→800m→400m→200m→100m→50m

境界条件
沖側 ・吸収境界（Cerjan et al.(1985)）

陸側 ・完全反射

潮位条件 ・T.P.± 0.0m

計算時間間隔 ・0.2s

計算時間 ・3時間

グリーン関数
の計算

基礎方程式 ・線形長波理論の連続式及び運動方程式

海底の地盤変動量

・Mansinha and Smylie(1971)の方法（水平変位による鉛直寄与分
を考慮）

・グリーン関数の計算に用いる各小断層の海底地盤変動量は、タイム
ウィンドウ幅(=10s)のすべり量を1mとして計算時間間隔(=0.2s)
ごとに徐々に与える

津波伝播
解析

基礎方程式 ・非線形長波理論（浅水理論）の連続式及び運動方程式

海底の地盤変動量

・Mansinha and Smylie(1971)の方法（水平変位による鉛直寄与分
を考慮）

・海底地盤変動量は、タイムウィンドウごとに推定されたすべり量に基づき、
5sごとに徐々に与える

海底摩擦損失係数 ・マニングの粗度係数0.025m-1/3s

水平渦動粘性係数 ・10m2/s
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すべり量設定値 津波インバージョン結果 すべり量設定値 津波インバージョン結果

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（参考：津波インバージョン手法の解像度の確認）

■ ライズタイムに着目した津波インバージョン手法の解像度を確認するために、合成データを用いた解像度テストを実施した。
■ 解像度テストは、 Satake et al.(2013)を参照して実施することとし、チェッカーボード型のすべり量分布を仮定して作成した観測記録の合成データを用いて、タイ

ムウィンドウ60sのケースと同じ条件で津波インバージョンを実施した。
■その結果、津波インバージョン結果のすべり量分布は仮定したすべり量分布をほぼ再現することを確認し、津波インバージョン手法の解像度が十分あることを確認した。

解像度テストの検討条件
・仮定するすべり量分布：
チェッカーボード型のすべり量分布（相補的な2ケース）とし、
60s間のすべり量を12m（=タイムウィンドウ幅とする10s間
のすべり量2m×タイムウィンドウの個数6個）と設定した。

・合成データを作成する観測地点：
ライズタイムに着目した津波インバージョンと同じ地点とした。

・その他の計算条件：
ライズタイムに着目した津波インバージョンと同じ条件とした。 (a)ケース① (b)ケース②

解像度テストの結果（小断層のすべり量分布の時間変化）

仮定したすべり量分布および合成データを作成した観測地点

すべり量
・ケース①

：12m

： 0m

・ケース②
： 0m

：12m

●

：GPS波浪計地点
：電子基準点

●

：破壊開始点

・
・

1234

0

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

・添字は左図における
各小断層の位置を表す。
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■ 近年の国内外の巨大地震・津波のライズタイムに関する推定事例および東北沖地震のライズタイムに着目した津波インバージョンから、Mw9クラスの巨大地震の
ライズタイムは150～300s程度であることを確認した。
一方、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」では、最大クラスの津波の波源モデルのライズタイムを60sと設定している。

■ そこで、Mw9クラスの巨大地震・津波のうち津波観測記録が豊富に存在する東北沖地震・津波の再現モデルを用いて、Mw9クラスの巨大地震・津波の事例の範囲
を超えてライズタイムを60sと短く設定した場合に、ライズタイムが津波の発生・伝播に与える影響について分析した。

■ 分析の手順は以下のとおり。

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（東北沖地震の再現モデルのライズタイムの影響検討：検討概要）

再現ケースの検討

 上記３つの再現モデルに対し、東北沖地震津波の観測データを
再現するライズタイムを適用したケースを「再現ケース」として設定し、
津波伝播解析を実施。

ライズタイム60sケースの設定

 上記3つの再現モデルに対し、ライズタイム60sを適用したケースを
「ライズタイム60sケース」として設定し、津波伝播解析を実施。
（各モデルのすべり量は変更しない）

ライズタイムが津波の発生・伝播に与える影響の分析

 「再現ケース」と「ライズタイム60sケース」の解析結果について、以下項目の分析を実施。

初期水位分布

GPS波浪計地点の沖合水位の時刻歴波形

波源～沖合の縦断面水位分布

【検討対象とする東北沖地震津波の再現モデル】

内閣府(2012b)、杉野ほか(2013)、Satake et al.(2013)

東北沖の最大上昇水位分布
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内閣府(2012b) 杉野ほか(2013) Satake et al.(2013)

すべり量分布

鉛直
地盤変動量

分布

ライズタイム 300s 300s 150s

■ 東北沖地震津波をインバージョン解析により再現した、内閣府(2012b)、杉野ほか(2013)、Satake et al.(2013)による３つの再現モデルを検討対象とした。
■ 3つの再現モデルのライズタイムは、150～300sの間で推定されており、再現ケースのライズタイムにはこれらの数値をそのまま設定した。

また、「ライズタイム60sケース」では、ライズタイムを60sと設定した。

鉛直地盤変動量(m)

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（検討対象とする東北沖地震津波の再現モデル）

すべり量(m)
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内閣府(2012b) 杉野ほか(2013) Satake et al.(2013)

再現ケース

ライズタイム 300s 300s 150s

ライズタイム
60s
ケース

ライズタイム 60s

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（ライズタイムが津波の発生・伝播に与える影響の分析：初期水位分布への影響）

■ ３つの再現モデルについて、再現ケースとライズタイム60sケースとの初期水位分布を比較した。
■ その結果、ライズタイム60sケースでは顕著に初期水位が大きくなっていることを確認した。

水位

（地震発生240s後※） （地震発生120s後※） （地震発生240s後※）

（地震発生60s後※） （地震発生60s後※） （地震発生100s後※）
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内閣府(2012b) 杉野ほか(2013) Satake et al.(2013)

最
大
上
昇
水
位
の
比
の
分
布
図

大すべり域前面となる宮城県沿岸の痕跡高との比較

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（ライズタイムが津波の発生・伝播に与える影響の分析：最大上昇水位分布への影響）

■３つの再現モデルについて、再現ケースとライズタイム60sケースとの最大上昇水位の比較を行った。
■ その結果、ライズタイム60sケースでは、大きくすべった領域が前面に位置する宮城県沖の津波の水位が大きくなっているとともに、その津波高は東北沖地震の津波痕

跡高を大幅に上回っていることを確認した。

・ 相田の指標K（幾何平均）とκ（幾何標準偏差）
・ 土木学会(2016)による再現性の目安：

0.95＜K＜1.05、 κ＜1.45

再現モデル 地点数
再現ケース

ライズタイム
60sケース

K κ K κ

内閣府(2012b) 245 0.939 1.314 0.766 1.323

杉野ほか(2013) 245 0.948 1.315 0.600 1.398

Satake et al.(2013) 245 0.864 1.396 0.777 1.414

（ライズタイム60sケースの最大上昇水位）／（再現ケースの最大上昇水位）の分布

・ 痕跡高は津波痕跡データベースの痕跡Aランクの
み採用、沿岸から200m以内の痕跡のみ採用。
200m以内の隣接地点の痕跡は平均化。計算
結果は沿岸格子から抽出

水位の比
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6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（ライズタイムが津波の発生・伝播に与える影響の分析：縦断面水位分布への影響）

波源付近からGPS波浪計地点までの縦断面水位分布のスナップショット

再現ケース

海溝軸

←陸側

←宮城県中部沖
（金華山沖）
GPS波浪計地点

ライズタイム60sケース

海溝軸

←陸側
←GPS波浪計地点

■ 大きくすべった領域が前面に位置する「宮城県中部沖」のGPS波浪計地点を対象に、再現ケースとライズタイム60sケースの波源付近からGPS波浪計地点付近まで
の縦断面水位分布のスナップショットによる比較を行った。

■ その結果、ライズタイム60sケースでは、波源付近で再現ケースと比べて短波長の津波が発生し、それが沿岸域に近づくにつれ著しく増幅していることを確認した。

東北沖地震で大きくすべった
領域（平均すべり量の4倍
以上の領域）の概略位置

内閣府(2012b)

杉野ほか(2013)

Satake et al.(2013)

海溝軸

宮城県中部沖（金華山沖）
のGPS波浪計地点

波源付近から宮城中部沖の
GPS波浪計地点付近までの縦断面（ ）

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)

Satake et al.(2013)
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内閣府(2012b) 30分後
杉野ほか(2013) 30分後
Satake et al.(2013) 30分後

内閣府(2012b) 20分後
杉野ほか(2013) 20分後
Satake et al.(2013) 20分後

内閣府(2012b) 10分後
杉野ほか(2013) 10分後
Satake et al.(2013) 10分後

内閣府(2012b) 5分後
杉野ほか(2013) 5分後
Satake et al.(2013) 5分後

内閣府(2012b) 4分後
杉野ほか(2013) 2分後
Satake et al.(2013) 4分後

内閣府(2012b)5分後
杉野ほか(2013)5分後
Satake et al.(2013)5分後

内閣府(2012b) 20分後
杉野ほか(2013) 20分後
Satake et al.(2013) 20分後

内閣府(2012b) 10分後
杉野ほか(2013) 10分後
Satake et al.(2013) 10分後

内閣府(2012b) 30分後
杉野ほか(2013) 30分後
Satake et al.(2013) 30分後

内閣府(2012b) 1分後
杉野ほか(2013) 1分後
Satake et al.(2013) 100秒後
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6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（ライズタイムが津波の発生・伝播に与える影響の分析：GPS波浪計地点の沖合水位の時刻歴波形）

東北沖地震で大きく
すべった領域（平均
すべり量の4倍以上の
領域）の概略位置

内閣府(2012b)

杉野ほか(2013)

Satake et al.(2013)

GPS波浪計地点

岩手県中部沖（宮古沖）

岩手県南部沖（釜石沖）

宮城県北部沖（広田湾沖）

宮城県中部沖（金華山沖）

福島県沖（小名浜沖）

■ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長等の物理特性は失われるとと
もに、東北沖地震の観測記録の津波高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府のライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

再現ケース ライズタイム60sケース

GPS波浪計地点における沖合水位の時刻歴波形

杉野ほか(2013) 最大12.5m

杉野ほか(2013)最大21.8m

■ 再現ケースおよびライズタイム60sケースによるGPS波浪計地点の水位の時刻歴波形について、観測記録と比較した。
■ その結果、再現ケースでは津波の水位および周期が観測記録と良く一致しており、実現象を再現していることを確認した。
■ 一方、ライズタイム60sケースでは、観測記録と比べて短周期の波が顕著になっているとともに、大きくすべった領域が前面に位置する宮城県沖において最大水位が

観測波形の約1.5倍～3倍となっていることを確認した。

内閣府(2012) 最大8.6m

Satake et al.(2013)最大9.5m
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■内閣府(2012b)、杉野ほか(2013)、Satake et al.(2013)の３つの再現モデルの断層パラメータを示す。

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（参考：東北沖地震津波の再現モデルの断層パラメータ）

項目 内閣府(2012b) 杉野ほか(2013) Satake et al.(2013)

モーメントマグニチュードMw 9.0 9.1 9.0

断層面積S (km2) 119,974 112,000 110,000

平均応力降下量⊿σ (MPa) 2.47 3.86 2.79

剛性率μ (N/m2) 4.1×1010 4.6×1010 4.0×1010

平均すべり量 (m) 8.6 11.4 9.5

最大すべり量 (m) 49.6 77.9 69.1

地震モーメントM0 (Nm) 4.2×1022 5.9×1022 4.2×1022

すべり角λ (°)
太平洋プレートの運動
方向に基づいて設定

81 81

ライズタイムT（ｓ)※１ 300 300 150

破壊伝播速度 (km/s) 2.0※2 1.5 2.0※3

※１ 東北沖地震で大きくすべった領域のライズタイム。
※２ 杉野ほか(2014)による推定値。
※３ Satake et al.(2013)は、破壊伝播速度1.5、2.0、2.5km/sについて検討し、2.0km/sと設定。

第615回資料1-1
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6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（参考：計算条件）

項目 計算条件 （津波の数値シミュレーション）

基礎方程式 ・非線形長波理論（浅水理論）の連続式及び運動方程式

計算領域 ・北海道根室～房総半島の領域

格子分割サイズ
・沖合1,600m→800m→400m→200m→100m→沿岸域と陸域50m
注）Satake et al.(2013)モデルでは陸域は計算領域に含めず

境界条件
沖側 ・吸収境界（Cerjan et al.(1985)）

陸側
・内閣府(2012b)モデルおよび杉野ほか(2013)モデル：遡上計算
Satake et al.(2013)モデル：完全反射

潮位条件 ・T.P.± 0.0m

海底の地盤変動量

・Mansinha and Smylie(1971)の方法
注）Satake et al.(2013)モデルでは水平変位による鉛直寄与分を考慮

・海底地盤変動量は、タイムウィンドウごとに推定されたすべり量に基づき、一定の時間間
隔（5s以下）ごとに徐々に与える。

海底摩擦損失係数 ・マニングの粗度係数0.025m-1/3s

水平渦動粘性係数 ・10m2/s

計算時間間隔 ・0.2s

計算時間 ・3時間

解析領域・格子分割

格子分割サイズ
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ライズタイム60sケース

再現ケースおよびライズタイム60sケースの断層すべりの時刻歴の例

■解析領域・格子分割および計算条件を示す。
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モデル 地点数 K κ 陸側境界条件

内閣府(2012b) 1099 0.985 1.319 遡上計算

杉野ほか(2013) 1099 0.974 1.350 遡上計算

Satake et al.(2013) 1099 0.948 1.430 完全反射

6-5 ライズタイムの設定

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析
（参考：再現ケースによる東北沖地震の再現性確認）

■ 内閣府(2012b)、杉野ほか(2013)、Satake et al.(2013)のそれぞれの再現ケースについて、津波伝播解析結果の津波高と東北沖地震の津波痕跡を比較し、
東北沖地震津波の再現性を確認している。

沿岸部における津波高

・ 相田の指標K（幾何平均）とκ（幾何標準偏差）
・ 土木学会(2016)による再現性の目安：

0.95＜K＜1.05、 κ＜1.45

・ 痕跡高は津波痕跡データベースの痕跡Aランクの
み採用、沿岸から200m以内の痕跡のみ採用。
200m以内の隣接地点の痕跡は平均化。計算
結果は沿岸格子から抽出

・ 陸側境界条件は各文献に基づき設定

第615回資料1-1
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討

ライズタイムの設定

①津波評価におけるライズタイムに関する知見
■津波評価におけるライズタイムに関する知見について整理した。

③Mw8~9クラスの地震の津波インバー
ジョンに基づくライズタイムの検討

⇒ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw８~ 
9クラスの地震の津波インバージョン事例を
踏まえても概ね保守的な設定となっている
が、検討波源モデルのライズタイムを120sと
することにより、これらの地震の初期水位を
上回る設定となることを確認した。

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

⇒ 津波評価に影響の大きい初期水位に着目した検
討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のス
ケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量
等のパラメータの保守的な設定を、更に上回る設
定となっていることを確認した。

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの
推定事例
⇒近年のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライ

ズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小
断層のライズタイムは150～300sであることを確認した。

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

⇒ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個
数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結
果、東北沖地震のライズタイムとしては150～200s程度が最も適
切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョン
では津波観測波形を再現できないことを確認した。

⇒ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイ
ムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長
等の物理特性は失われるとともに、東北沖地震の観測記録の津波
高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府の
ライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

まとめ（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
■ 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の推定事例のほか、Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討及び内閣府のパラメータの設定を踏まえて、

ライズタイムを設定した。

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討され
た内閣府の最大クラスモデルは、すべり量とライズタイム
の組合せを非常に大きく設定することにより、その他のパ
ラメータの津波影響を代表していることを確認した。

（補足説明資料5-5,5-6章）

第1020回資料2-2
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（検討概要）

イベント名 Mw 破壊領域

Mw9クラスの
巨大地震

1952年カムチャツカ地震 9.0 ABC

1960年チリ地震 9.5 ABC

1964年アラスカ地震 9.2 ABC

近年の
Mw8クラスの
巨大地震

2001年ペルー地震 8.4 B

2003年十勝沖地震 8.3 B

2005年スマトラ島沖地震 8.6 BC

2006年千島列島沖地震 8.3 (A)B

2007年ソロモン諸島沖地震 8.1 (A)B

2007年ペルー地震 8.0 BC

2007年スマトラ島沖地震 8.4 B(C)

2010年チリ地震 8.8 BC

2013年ソロモン諸島沖地震 8.0 (A)B

2014年チリ地震 8.2 B

2015年チリ地震 8.3 AB

南海トラフ
の地震

1944年東南海地震 8.1 (A)B

1946年南海地震 8.3 (A)B

（領域Ａ）

（領域Ｂ）
（領域Ｃ）

(Lay et al.(2012)に基づき作成)

プレート間地震の破壊領域の概念図

津波インバージョンの収集対象とするMw8~9クラスのプレート間地震

・Mwは、USGSウェブサイトに基づく。
・破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。 破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。
Lay et al.(2012)に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)
の方法に基づき判断した。

■ 近年のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムに関する推定事例および東北沖地震のライズタイムに関する分析から、Mw9クラスの巨大地震のライズタイムは
150～300s程度であることを確認した。

■ ここでは、近年のMw9クラスの巨大地震・津波の事例が少ないことを踏まえて、1960年チリ地震等Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン事例を収集し、ライズ
タイムについて検討する。

■ 検討フローは以下のとおり。

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン事例の収集
・2004年スマトラ島沖地震、2011年東北沖地震以外の津波インバージョン事例として、
以下のプレート間地震を対象として津波インバージョン事例を収集した。

○収集対象とするプレート間地震
・Mw9クラスの巨大地震
・近年のMw8クラスの巨大地震(1990年以降）
・南海トラフの地震

※国内外の主な科学技術系論文データベース等を対象。
（JDREAM Ⅲ、ScienceDirect、SpringerLink、AGU Publications、BSSA online）

初期水位に対するすべり量とライズタイムの関係を踏まえた検討
・収集した津波インバージョン事例について、スケーリング則に基づき検討波源モデルの
地震規模(Mw9.1)に基準化した上で、Kajiura(1970)による初期水位に対する
すべり量とライズタイムの関係を踏まえて分析し、Mw9クラスの巨大地震のライズタイムを
検討した。

イベント名 Mw 破壊領域

Mw9クラスの
巨大地震

2004年スマトラ島沖地震 9.1 ABC

2011年東北沖地震 9.1 ABC

近年のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムに関する推定事例

第662回資料1-1
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地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名
使用している

津波観測データ

津波インバージョン結果

備考4)断層面積
A(km２)

最大すべり量
Dmax(m)

平均すべり量
Dav(m)

超大すべり域相当
の領域のすべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

2004年スマトラ島沖地震 9.1 ABC
Hirata et al.(2006) 衛星海面高度計 210,000 29.1 13.4 29.1 150 ・Ⅰ-(２)

Fujii and Satake (2007) 衛星海面高度計、検潮記録 220,000 24.6 5.5 24.6 180 ・Ⅰ-(２)

2011年東北沖地震 9.1 ABC

内閣府(2012b)
痕跡高、検潮記録、地殻変動、
海底圧力計、GPS波浪計、海底波浪計

119,974 49.6 8.6 33.8 300
・Ⅰ-(１)

杉野ほか(2013)
痕跡高、地殻変動
海底圧力計、GPS波浪計、海底波浪計

112,000 77.9 11.4 49.2 300
・Ⅰ-(１)

Satake et al. (2013）
検潮記録、海底圧力計
GPS波浪計、海底波浪計

110,000 69.1 9.5 31.7 150
・Ⅰ-(１)

6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン事例：Mw9クラスの地震）

■ Mw9クラスの巨大地震について、2004年スマトラ島沖地震、2011年東北沖地震以外のイベントの津波インバージョン事例の収集結果は以下のとおり。

地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名
使用している

津波観測データ

津波インバージョン結果

備考4)断層面積
A(km２)

最大すべり量
Dmax(m)

平均すべり量
Dav(m)

超大すべり域相当
の領域のすべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

1952年カムチャツカ地震 9.0 ABC Johnson and Satake (1999) 検潮記録 120,000 11.4 3.2 11.4 0 ・Ⅱ

1960年チリ地震 9.5 ABC
Fujii and Satake (2012) 検潮記録、地殻変動 135,000 30.1 11 27.4 60 ・Ⅱ

Sanchez(2006) 検潮記録 200,000 26.4 16.0 26.4 0 ・Ⅱ

1964年アラスカ地震 9.2 ABC
Johnson and Satake(1996) 検潮記録、地殻変動 184,000 22.1 8.6 22.1 0 ・Ⅱ

Ichinose et al.(2007) 検潮記録、地殻変動 225,000 17.4 4.0 11.9 24 ・Ⅱ

その他のMw9クラスの地震の津波インバージョン事例

（参考）国内外の巨大地震の津波インバージョンによるライズタイムの推定事例

1) USGSウェブサイトに基づく。
2) 破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。 破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。 Lay et al.(2012)に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)の方法に基づき判断した。
3) すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量。（内閣府(2012)の超大すべり域の分析に準じて算定。）
4) 備考の番号については、以下のとおり。

種別 内容
Ⅰ-(１)

すべり量とライズタイムの両方を推定するために重要となる
数分程度以下の周期成分を観測可能な津波観測データ
が用いられている。

かつ

ライズタイムを変数としたインバージョンもしくはタイムウィンドウインバージョン等により、すべり量とライズタイムが直接推定されている。

Ⅰ-(２) パラメータスタディにより、適切なライズタイムが検討されている。

Ⅰ-(３)
ライズタイムを0もしくは一定値と仮定して津波インバージョンが実施されている。
（ライズタイムに関する記載がないものは、ライズタイムを0と仮定していると判断した。）

Ⅱ すべり量とライズタイムの両方を推定するために重要となる数分程度以下の周期成分を観測可能な津波観測データが用いられていない。

・各津波インバージョン結果の波源モデルを6-5の後段に示す。

第662回資料1-1
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン事例一覧：Mw8クラスの地震（1990年以降））

■ 近年のMw8クラスのプレート間地震の津波インバージョン事例の収集結果は以下のとおり。

地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名
使用している

津波観測データ

津波インバージョン結果

備考4)断層面積
A(km２)

最大すべり量
Dmax(m)

平均すべり量
Dav(m)

超大すべり域相当
の領域のすべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

2001年ペルー地震 8.4 B Adriano et al.(2016) 検潮記録 30,000 10.9 2.7 10.9 0 ・Ⅱ

2003年十勝沖地震 8.3 B

Tanioka et al.(2004) 検潮記録、海底圧力計 22,400 4.3 0.7 4.3 30 ・Ⅰ-(３)

谷岡ほか（2004） 検潮記録、海底圧力計 19,200 3.3 0.9 3.1 0 ・Ⅰ-(３)

Romano et al.(2010) 検潮記録、地殻変動、海底圧力計 31,500 5.5 1.1 5.5 0 ・Ⅰ-(３)

2005年スマトラ島沖地震 8.6 BC Yatimantoro(2013) 検潮記録、地殻変動 45,000 12.4 4.4 12.4 0 ・Ⅱ

2006年千島列島沖地震 8.3 (A)B
Fujii and Satake(2008a) 検潮記録、海底圧力計 20,000 7.4 3.1 7.4 60 ・Ⅰ-(３)

Baba et al.(2009) 海底圧力計 56,000 11.8 2.7 8.0 30 ・Ⅰ-(１)

2007年ペルー地震 8.0 BC
Hebert et al.(2009) 海底圧力計 30,000 5.5 1.0 5.5 0 ・Ⅰ-(３)

Jimenez et al.(2014) 検潮記録、海底圧力計 16,200 7.0 3.1 7.0 0 ・Ⅰ-(３)

2007年スマトラ島沖地震 8.4 B(C)

Fujii and Satake(2008b) 検潮記録、海底圧力計 25,000 9.3 2.7 9.3 60 ・Ⅰ-(３)

Lorito et al.(2008) 検潮記録、海底圧力計 70,000 12.0 1.1 10.0 0 ・Ⅰ-(３)

Gusman et al.(2010) 検潮記録、地殻変動、海底圧力計 100,000 5.4 1.2 4.4 0 ・Ⅰ-(３)

2010年チリ地震 8.8 BC

Fujii and Satake(2012) 検潮記録、地殻変動、海底圧力計 90,000 22.2 3.8 13.4 30 ・Ⅰ-(３)

Yue et al.(2014) 検潮記録、地殻変動、海底圧力計 144,000 17.2 4.1 12.7 30 ・Ⅰ-(３)

Yoshimoto et al.(2016) 検潮記録、地殻変動、海底圧力計 96,250 16.1 4.7 14.0 0 ・Ⅰ-(３)

2013年ソロモン諸島沖地震 8.0 (A)B Romano et al.(2015) 検潮記録、海底圧力計 18,000 10.5 2.2 7.5 0 ・Ⅰ-(３)

2014年チリ地震 8.2 B Gusman et al.(2015) 検潮記録、地殻変動、海底圧力計 28,000 7.0 1.1 6.0 30 ・Ⅰ-(１)

2015年チリ地震 8.3 AB

Melgar et al.(2016) 検潮記録、地殻変動 64,000 10.0 2.2 8.0 20 ・Ⅱ

Romano et al.(2016) 検討記録、地殻変動、海底圧力計 64,000 10.9 1.6 7.0 0 ・Ⅰ-(３)

Fuentes et al.(2016) 痕跡高 39,480 5.4 3.0 5.4 0 ・Ⅱ

・2007年ソロモン諸島沖地震(Mw8.1)、津波インバージョンの事例なし。
1) USGSウェブサイトに基づく。
2) 破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。 破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。 Lay et al.(2012)に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)の方法に基づき判断した。
3) すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量。（内閣府(2012)の超大すべり域の分析に準じて算定。）
4) 備考の番号については、以下のとおり。

種別 内容
Ⅰ-(１)

すべり量とライズタイムの両方を推定するために重要となる
数分程度以下の周期成分を観測可能な津波観測データ
が用いられている。

かつ

ライズタイムを変数としたインバージョンもしくはタイムウィンドウインバージョン等により、すべり量とライズタイムが直接推定されている。

Ⅰ-(２) パラメータスタディにより、適切なライズタイムが検討されている。

Ⅰ-(３)
ライズタイムを0もしくは一定値と仮定して津波インバージョンが実施されている。
（ライズタイムに関する記載がないものは、ライズタイムを0と仮定していると判断した。）

Ⅱ すべり量とライズタイムの両方を推定するために重要となる数分程度以下の周期成分を観測可能な津波観測データが用いられていない。

・各津波インバージョン結果の波源モデルを6-5の後段に示す。
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン事例一覧：南海トラフの地震）

■ 南海トラフの地震の津波インバージョン結果は以下のとおり。

地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名
使用している

津波観測データ

津波インバージョン結果

備考4)断層面積
A(km２)

最大すべり量
Dmax(m)

平均すべり量
Dav(m)

超大すべり域相当
の領域のすべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

1944年東南海地震 8.1 (A)B

Tanioka and Satake (2001a) 検潮記録 46,575 3.3 0.9 2.7 0 ・Ⅱ

Baba et al. (2006) 検潮記録 44,100 4.6 1.0 3.2 60 ・Ⅱ

Satake (1993) 検潮記録、地殻変動 48,600 1.6 0.8 1.6 0 ・Ⅱ

Kato and Ando (1997) 検潮記録、地殻変動 43,200 4.5 1.1 4.5 110 ・Ⅱ

1946年南海地震 8.3 (A)B

Tanioka and Satake (2001b) 検潮記録 58,725 6.2 1.9 5.9 180 ・Ⅱ

Baba et al. (2002) 検潮記録、地殻変動 58,725 6.1 1.7 5.6 60 ・Ⅱ

Satake (1993) 検潮記録、地殻変動 59,400 2.4 1.3 2.4 0 ・Ⅱ

Kato and Ando (1997) 検潮記録、地殻変動 64,800 3.3 1.1 3.3 150 ・Ⅱ

1) USGSウェブサイトに基づく。
2) 破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。 破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。 Lay et al.(2012)に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)の方法に基づき判断した。
3) すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量。（内閣府(2012)の超大すべり域の分析に準じて算定。）
4) 備考の番号については、以下のとおり。

種別 内容
Ⅰ-(１)

すべり量とライズタイムの両方を推定するために重要となる
数分程度以下の周期成分を観測可能な津波観測データ
が用いられている。

かつ

ライズタイムを変数としたインバージョンもしくはタイムウィンドウインバージョン等により、すべり量とライズタイムが直接推定されている。

Ⅰ-(２) パラメータスタディにより、適切なライズタイムが検討されている。

Ⅰ-(３)
ライズタイムを0もしくは一定値と仮定して津波インバージョンが実施されている。
（ライズタイムに関する記載がないものは、ライズタイムを0と仮定していると判断した。）

Ⅱ すべり量とライズタイムの両方を推定するために重要となる数分程度以下の周期成分を観測可能な津波観測データが用いられていない。

・各津波インバージョン結果の波源モデルを6-5の後段に示す。
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（初期水位に対するすべり量とライズタイムの関係を踏まえた検討）

■ 収集したMw8~9クラスの地震の津波インバージョン結果の超大すべり域相当の領域におけるすべり量とライズタイムについて、スケーリング則に基づき検討波源モデル
の地震規模(Mw9.1)で基準化した上で、Kajiura(1970)による初期水位に対するすべり量とライズタイムの関係を踏まえて検討した。

ライズタイムT(s) ライズタイムT(s)

(b) 収集した全地震(a)Mw8.8以上の地震

Mw8~9クラスの地震を含む津波インバージョンに基づくライズタイムの検討結果（加藤ほか(2020)に基づき作成）
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：検討波源モデル
：内閣府モデル
：検討波源モデル(τ=150s)

の初期水位等高線
：検討波源モデル(τ=120s)

の初期水位等高線

：1952年カムチャツカ地震(Mw9.0)
：1960年チリ地震(Mw9.5)
：1964年アラスカ地震(Mw9.2)
：2004年スマトラ島沖地震(Mw9.1)
：2010年チリ地震(Mw8.8)
：2011年東北沖地震(Mw9.1)

：その他近年のMw8クラスの地震
：南海トラフの地震

■ ライズタイムが0もしくは小さい波源モデルでは断層すべり量も小さく、ライズタイムが長い波源モデルでは断層すべり量も大きくなっている。
■ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン事例を踏まえても概ね保守的な設定となっているが、検討波源モデルのライズタイムを120sとすること

により、これらの地震の初期水位を上回る設定となることを確認した。

・ 本検討結果に、他プラントの東北沖地震
型の基準断層モデルを図示した結果を
6-5の後段に示す。

Mw8クラスの地震の中には津波地震の領域（Lay et al.(2012)による領域A）を
破壊していない地震も含まれており、震源域が浅いほどライズタイムは長いと考えられるが、
本検討では保守的にこの効果を考慮していない。

2010年チリ地震
Fujii and Satake(2012)

2010年チリ地震
Yue et al.(2014)

2010年チリ地震
Yoshimoto et al.(2016)

検討波源モデル

内閣府モデル

1952年カムチャツカ地震
Johnson and Satake (1999)

1960年チリ地震
Fujii and Satake(2012)1960年チリ地震

Sanchez(2006)

1964年アラスカ地震
Johson and Satake(1996)

1964年アラスカ地震
Ichinose et al.(2007)

2004年スマトラ島沖地震
Hirata et al.(2006)

2004年スマトラ島沖地震
Fujii and Satake (2007)

2011年東北沖地震

内閣府(2012)

2011年東北沖地震

杉野ほか(2013)

2011年東北沖地震

Satake et al. (2013）
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（参考：すべり量、ライズタイムのスケーリング則に基づく基準化（Mw9クラスの地震））

■ Mw9クラスの地震の津波インバージョン結果のすべり量、ライズタイムについて、スケーリング則に基づき検討波源モデルの地震規模(Mw9.1)に基準化した結果は、
以下のとおり。

地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名

津波インバージョン結果
すべり量とライズタイム 検討波源モデル

(Mw9.1)との
モーメント比

すべり量と
ライズタイムの
補正係数a4)

検討波源モデル(Mw9.1)で基準化した
すべり量とライズタイム

備考
すべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

すべり量
aDsa (m)5)

無次元化すべり量
D’sa(m) 6)

ライズタイム
aT (s) 5)

1952年カムチャツカ地震 9.0 ABC
Johnson and Satake 
(1999)

11.4 0 1.4 1.1 12.5 0.34 0 

1960年チリ地震 9.5 ABC
Fujii and Satake (2012) 27.4 60 

0.3 0.6 
16.4 0.45 36 

Sanchez(2006) 26.4 0 15.8 0.43 0 

1964年アラスカ地震 9.2 ABC
Johnson and Satake(1996) 22.1 0 

0.7 0.9 
19.9 0.54 0 

Ichinose et al.(2007) 11.9 24 10.7 0.29 21 

2004年スマトラ島沖地震 9.1 ABC
Hirata et al.(2006) 29.1 150 

1.0 1.0 
29.1 0.79 150 

Fujii and Satake (2007) 24.6 180 24.6 0.67 180 

2011年東北沖地震 9.1 ABC

内閣府(2012b) 33.8 300 

1.0 1.0 

33.8 0.92 300 

杉野ほか(2013) 49.2 300 49.2 1.34 300 

Satake et al. (2013） 31.7 150 31.7 0.86 150 

（参考）検討波源モデル 9.1 ABC － 36.8 150 － － 36.8 1.00 150

（参考）内閣府モデル 9.1 ABC － 36.8 60 － － 36.8 1.00 60

1) USGSウェブサイトに基づく。
2) 破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。 破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。 Lay et al.(2012)に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)の方法に基づき判断した。
3) 超大すべり域相当の領域のすべり量。（すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量。内閣府(2012)の超大すべり域の分析に準じて算定。）
4) スケーリング則D、T∝M0

1/3（Kanamori and Anderson(1975)）に基づき算出。
5) 津波インバージョン結果の数値に補正係数aをかけて算出。
6) 検討波源モデルのすべり量(36.8m)で無次元化。
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（参考：すべり量、ライズタイムのスケーリング則に基づく基準化（近年のMw8クラスの地震））

■ 近年のMw8クラスの地震の津波インバージョン結果のすべり量、ライズタイムについて、スケーリング則に基づき検討波源モデルの地震規模(Mw9.1)に基準化した
結果は、以下のとおり。

地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名

津波インバージョン結果
すべり量とライズタイム 検討波源モデル

(Mw9.1)との
モーメント比

すべり量と
ライズタイムの
補正係数a4)

検討波源モデル(Mw9.1)で基準化した
すべり量とライズタイム

備考
すべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

すべり量
aDsa (m)5)

無次元化すべり量
D’sa(m) 6)

ライズタイム
aT (s) 5)

2001年ペルー地震 8.4 B Adriano et al.(2016) 10.9 0 11.2 2.2 24.1 0.65 0 

2003年十勝沖地震 8.3 B

Tanioka et al.(2004) 4.3 30

22.4 2.8 

12.0 0.33 84 

谷岡ほか（2004） 3.1 0 8.7 0.24 0 

Romano et al.(2010) 5.5 0 15.4 0.42 0 

2005年スマトラ島沖地震 8.6 BC Yatimantoro(2013) 12.4 0 5.6 1.8 22.2 0.60 0 

2006年千島列島沖地震 8.3 (A)B
Fujii and Satake(2008a) 7.4 60

15.8 2.5 
18.5 0.50 150 

Baba et al.(2009) 8.0 30 20.0 0.54 75 

2007年ペルー地震 8.0 BC
Hebert et al.(2009) 5.5 0

22.4 2.8 
15.4 0.42 0 

Jimenez et al.(2014) 7.0 0 19.6 0.53 0 

2007年スマトラ島沖地震 8.4 B(C)

Fujii and Satake(2008b) 9.3 60

11.2 2.2 

20.5 0.56 132 

Lorito et al.(2008) 10.0 0 22.0 0.60 0 

Gusman et al.(2010) 4.4 0 9.7 0.26 0 

2010年チリ地震 8.8 BC

Fujii and Satake(2012) 13.4 30

2.8 1.4 

18.8 0.51 42 

Yue et al.(2014) 12.7 30 17.8 0.48 42 

Yoshimoto et al.(2016) 14.0 0 19.6 0.53 0 

2013年ソロモン諸島沖地震 8.0 (A)B Romano et al.(2015) 7.5 0 44.7 3.5 26.3 0.71 0 

2014年チリ地震 8.2 B Gusman et al.(2015) 6.0 30 22.4 2.8 16.8 0.46 84 

2015年チリ地震 8.3 AB

Melgar et al.(2016) 8.0 20

15.8 2.5 

20.0 0.54 50 

Romano et al.(2016) 7.0 0 17.5 0.48 0 

Fuentes et al.(2016) 5.4 0 13.5 0.37 0 

（参考）検討波源モデル 9.1 ABC － 36.8 150 － － 36.8 1.00 150

（参考）内閣府モデル 9.1 ABC － 36.8 60 － － 36.8 1.00 60

1) ～6)は前頁と同じ。
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6-5 ライズタイムの設定

③Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（参考：すべり量、ライズタイムのスケーリング則に基づく基準化（南海トラフの地震））

■ 南海トラフの地震の津波インバージョン結果のすべり量、ライズタイムについて、スケーリング則に基づき検討波源モデルの地震規模(Mw9.1)に基準化した結果は、
以下のとおり。

地震名 Mw1)

破壊
領域

2)

津波インバージョンの文献名

津波インバージョン結果
すべり量とライズタイム 検討波源モデル

(Mw9.1)との
モーメント比

すべり量と
ライズタイムの
補正係数a4)

検討波源モデル(Mw9.1)で基準化した
すべり量とライズタイム

備考
すべり量

Dsa(m)3)

ライズタイム
T(s)

すべり量
aDsa (m)5)

無次元化すべり量
D’sa(m) 6)

ライズタイム
aT (s) 5)

1944年東南海地震 8.1 (A)B

Tanioka and Satake (2001a) 2.7 0 

31.6 3.2 

8.6 0.23 0 

Baba et al.(2006) 3.2 60 10.2 0.28 192 

Satake (1993) 1.6 0 5.1 0.14 0 

Kato and Ando (1997) 4.5 110 14.4 0.39 352 

1946年南海地震 8.3 (A)B

Tanioka and Satake (2001b) 5.9 180 

15.8 2.5

14.8 0.40 450

Baba et al.(2002) 5.6 60 14.0 0.38 150

Satake (1993) 2.4 0 6.0 0.16 0

Kato and Ando (1997) 3.0 150 7.5 0.20 375

（参考）検討波源モデル 9.1 ABC － 36.8 150 － － 36.8 1.00 150

（参考）内閣府モデル 9.1 ABC － 36.8 60 － － 36.8 1.00 60

1) USGSウェブサイトに基づく。
2) 破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。 破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。 Lay et al.(2012)に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)の方法に基づき判断した。
3) 超大すべり域相当の領域のすべり量。（すべり量の大きい小断層から順に面積を積算したとき断層面積の5%となる小断層のすべり量。内閣府(2012)の超大すべり域の分析に準じて算定。）
4) スケーリング則D、T∝M0

1/3（Kanamori and Anderson(1975)）に基づき算出。
5) 津波インバージョン結果の数値に補正係数aをかけて算出。
6) 検討波源モデルのすべり量(36.8m)で無次元化。
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6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

ライズタイムの設定

①津波評価におけるライズタイムに関する知見
■津波評価におけるライズタイムに関する知見について整理した。

③Mw8~9クラスの地震の津波インバー
ジョンに基づくライズタイムの検討

⇒ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw８~ 
9クラスの地震の津波インバージョン事例を
踏まえても概ね保守的な設定となっている
が、検討波源モデルのライズタイムを120sと
することにより、これらの地震の初期水位を
上回る設定となることを確認した。

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

⇒ 津波評価に影響の大きい初期水位に着目した検
討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のス
ケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量
等のパラメータの保守的な設定を、更に上回る設
定となっていることを確認した。

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの
推定事例
⇒近年のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライ

ズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小
断層のライズタイムは150～300sであることを確認した。

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

⇒ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個
数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結
果、東北沖地震のライズタイムとしては150～200s程度が最も適
切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョン
では津波観測波形を再現できないことを確認した。

⇒ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイ
ムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長
等の物理特性は失われるとともに、東北沖地震の観測記録の津波
高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府の
ライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

まとめ（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
■ 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の推定事例のほか、Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討及び内閣府のパラメータの設定を踏まえて、

ライズタイムを設定した。

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討され
た内閣府の最大クラスモデルは、すべり量とライズタイム
の組合せを非常に大きく設定することにより、その他のパ
ラメータの津波影響を代表していることを確認した。

（補足説明資料5-5,5-6章）

第1020回資料2-2
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■内閣府(2012)は、南海トラフの最大クラスモデルのライズタイムについて、平均的に利用されている値を参考に、東北沖地震の解析結果も踏まえて、60s と設定
している。

■一方で、内閣府(2012b)の東北沖地震の解析結果によると東北沖地震のライズタイムは300sと推定されており、最大クラスモデルのライズタイムを60sとする明確
な根拠は示されていない。

内閣府(2012b)による東北沖地震の解析結果
（津波インバージョン結果）

最終すべり量

各タイムウィンドウのすべり量

Mw9.0

内閣府(2012)による南海トラフの最大クラスモデルのライズタイム

ケース①(Mw9.1)

（内閣府(2012)を基に作成) （内閣府(2012b)を基に作成)

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」のライズタイムに関する記載（再掲））

・各タイムウィンドウの
すべり量の合計が
最終すべり量となる。

・最も大きくすべった
領域のライズタイムは
300s。

第615回資料1-1
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■検討波源モデルは、内閣府(2012) の検討を確認した上で、それ以降の最新の科学的知見を調査し、国内外の巨大地震の発生事例を踏まえて保守的に
パラメータを設定した。

■一方、内閣府の最大クラスモデルは、同様に国内外の巨大地震の事例を踏まえてパラメータが設定されているが、前述のとおりライズタイムについては国内外の巨大
地震の事例の範囲を超えて極端に短く設定されている。

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（内閣府の最大クラスモデルとの比較）

波源モデル

検討波源モデル 内閣府の最大クラスモデル

検討波源モデルA
断層破壊がプレート境界面浅部

に伝播するモデル

検討波源モデルB
断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層に伝播するモデル

ケース①
断層破壊がプレート境界面浅部に

伝播するモデル

ケース⑥
断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層に伝播するモデル

設定方針
内閣府(2012)の検討を確認した上で、それ以降の最新の科学的知見を調査し、
国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえて保守的にパラメータを設定したモデル

－

認識論的
不確実さ

面積 約14万km2 約14万km2 約14万km2 約14万km2

地震規模 Mw9.1 Mw9.1 Mw9.1 Mw9.1

すべり量 約37m 約37m 約37m 約37m

浅部の
破壊形態

断層破壊が
プレート境界面浅部に伝播

断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層に伝播

(御前崎海脚東部の断層帯/東海断層系)

断層破壊が
プレート境界面浅部に伝播

断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層に伝播

(熊野灘の分岐断層)

超大すべり域・
大すべり域の位置

駿河湾～紀伊半島沖 駿河湾～紀伊半島沖 駿河湾～紀伊半島沖 駿河湾～紀伊半島沖

ライズタイム
（すべり速度）

150s
(0.25m/s)

150s
(0.25m/s)

60s
(0.6m/s)

60s
(0.6m/s)

破壊伝播速度 2.0km/s 2.0km/s 2.5km/s 2.5km/s

偶然的
不確実さ

破壊開始点 大すべり域の下端中央 大すべり域の下端中央 大すべり域の下端中央 大すべり域の下端中央

■ ここでは、検討波源モデル（ライズタイム150s：Mw9クラスの巨大地震のライズタイムのうち最も短いライズタイムを適用したモデル）と内閣府の最大クラスモデル
（ライズタイム60s）を比較することにより、ライズタイムを60sと極端に短くした場合の敷地への影響について検討するとともに、Mw9クラスの巨大地震のライズタイム
を60sと設定することの考え方を整理し、検討波源モデルのライズタイムを設定する。

：検討波源モデルにおいて、不確かさとして考慮したパラメータ

：検討波源モデルに対して、概略および詳細パラメータスタディを実施するパラメータ ：国内外の巨大地震の事例の範囲を超えて極端に設定されているパラメータ

：検討波源モデルと同様、不確かさとして考慮されていると考えられるパラメータ

・すべり量 ：超大すべり域のすべり量。超大すべり域が無いモデルについては、大すべり域のすべり量
・すべり速度：(すべり量)／(ライズタイム)

第981回資料1-2
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検討波源モデルA（ライズタイム150s）
（Mw9クラスの巨大地震のライズタイムのうち最も短いライズタイムを適用したモデル）

初
期
水
位
分
布※

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）（ライズタイム60s）

■ライズタイムの設定の影響を確認するため、検討波源モデル（ライズタイム150s）と内閣府の最大クラスモデル（ライズタイム60s）の初期水位について、最もすべり
が大きい領域を含む200km程度の範囲でそれぞれ3断面を設定し、比較を行う。

※朔望平均満潮位(T.P.+0.80m)を考慮

・最も初期水位が大きい時間（180s後）を抽出

断面①

断面②

断面③

浜岡原子力発電所

・最も初期水位が大きい時間（120s後）を抽出

断面①

断面②

断面③

浜岡原子力発電所

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（ライズタイムの違いによる津波の初期水位分布の変化）

断面①
断面②

断面③

検討波源モデルA

第615回資料1-1
p.121再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 517

検討波源モデルA（ライズタイム150s）
（Mw9クラスの巨大地震のライズタイムのうち最も短いライズタイムを適用したモデル）

初
期
水
位
分
布
（
断
面
図
）※

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）（ライズタイム60s）

■内閣府の最大クラスモデル（ライズタイム60s）は、検討波源モデル（ライズタイム150s）と比べて、初期水位が全体的に大きいことが確認できる。

※朔望平均満潮位(T.P.+0.80m)を考慮
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海溝軸
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海岸線

海岸線

・最も初期水位が大きい時間（180s後）を抽出

海岸線

浜岡地点
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・最も初期水位が大きい時間（120s後）を抽出

海溝軸

海溝軸

海溝軸

海岸線

海岸線

海岸線

浜岡地点

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（ライズタイムの違いによる津波の初期水位分布の変化）

ライズタイムの違いによる津波の初期水位分布の変化
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検討波源モデルA（ライズタイム150s）
（Mw9クラスの巨大地震のライズタイムのうち最も短いライズタイムを適用したモデル）

（敷地から沖合10km地点）

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）（ライズタイム60s）
（敷地から沖合10km地点）

沖
合
水
位
の
時
刻
歴
波
形

■ライズタイムを60sとしたケースは、ライズタイムを150sとしたケースと比べて、敷地から沖合10km地点の津波水位は約1.2～1.3倍となり、東北沖での検討と同様、
短周期の波が顕著になることを確認した。

津
波

水
位

(m
)

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（ライズタイムの違いによる沖合津波水位の変化）

津
波

水
位

(m
)

浜岡原子力発電所

敷地から沖合10km地点

位置図（敷地から沖合10km地点）
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ライズタイムの違いによる沖合水位の変化
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基準化したライズタイムT’（=cT/A)

津
波

発
生

効
率

E
/E

0

矩形モデル（断層延長∞）

■Kajiura(1970)では、長波理論に基づき、地殻変動によって海水に伝えられるエネルギー効率とライズタイムとの関係が検討されている。
■Kajiura(1970)に基づくと、海面の初期水位ηは、海底の地殻変動量Dのほか、ライズタイムTとも関係するパラメータであるとされている。

津波発生効率E /E0とライズタイムTの関係（①）

基準化したライズタイムT’（=cT/A)

海
底

地
殻

の
変

動
量

D

初期水位ηと、海底地殻変動D及びライズタイムTの関係（②）
（矩形モデル（断層延長∞） の場合）

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（ライズタイムが津波発生へ与える影響に関する知見（再掲））

(Kajiura(1970)を基に作成)(Kajiura(1970)を基に作成)

𝑊

𝑊0
=
𝐴 + 2𝑐𝑇

𝐴
= 1 + 2𝑇′

断層破壊終了後の津波エネルギーの分布幅をWとすると、
ライズタイム0の場合の分布幅W0との比は、

…(a)

また、津波エネルギーEDと初期水位η、海底地殻変動量Dの関係は、

𝐸 ∝ 𝜂2W, E0 ∝ 𝜂0
2𝑊0(= 𝐷2𝑊0)

①、(a)、(b)より初期水位ηと、海底地殻変動D及びライズタイムT’の関係は、

𝐷

𝜂
=

𝑊/𝑊0

𝐸/𝐸0
=

1 + 2𝑇′

1－ Τ𝑇′ 3
(for 𝑇′ ≤ 1)

𝑇′2 1 + 2𝑇′

𝑇′ − 1/3
(for 𝑇′ > 1)

・・・②

○ 初期水位比η とライズタイムTの関係式（Kajiura(1970)に基づく）

…(b)

ここで、E：津波エネルギー、 E0：瞬時破壊での津波エネルギー
T’：基準化したライズタイム(=cT/A)
c：波速、T：ライズタイム、A：地殻変動幅

𝐸

𝐸0
= 1 − 𝑇′/3 (for 𝑇′ ≤ 1) ・・・①

長波理論に基づくと、矩形モデル（断層延長∞）の場合、
ライズタイムTを考慮した津波エネルギーEと瞬時破壊での津波エネルギーE0の比は、

1

𝑇′2
・ 𝑇′－1/3 (for 𝑇′ > 1)

1 20

1.0D

0.8D

0.6D

1.2D

1.4D
初期水位η
の等高線
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・敷地と南海トラフとの位置関係から、敷地に対する南海トラフの延長（約700km）は無限大とみなせるため、Kajiura(1970)に基づく関係は矩形モデル（断層延長∞）の場合で検討した。
また、Kajiura(1970)に基づく関係については、実験的に検証されているほか、ライズタイムの違いによる敷地の沖合津波水位の変化からもその妥当性を確認している。
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モデル
平均水深
H(m) 1)

波速
c(m/s) 2)

断層幅
A(km) 3)

ライズタイム
T(s)

断層すべり量
(m)

初期水位η
(m)

検討波源モデル
(ライズタイム150s)

2,000 140 50 150 １D 1η

内閣府モデル
(ライズタイム60s)

同上 同上 同上 60 １D 1.23η

内閣府モデルと等価なモデル
(ライズタイム150s)

同上 同上 同上 150 1.23D 1.23η

■前述のKajiura(1970)に基づくと、ライズタイムTと、海底の地殻変動量すなわち断層すべり量Dは、ともに海面の初期水位ηに直接関係するパラメータである。
■検討波源モデルのライズタイムを60sと設定すると、巨大地震・津波で考慮すべき津波の周期・波長等の物理特性は失われると考えられるが、津波評価に影響の

大きい初期水位ηにのみ着目した場合、国内外の巨大地震の事例を踏まえ地震規模等を保守的に設定した検討波源モデルのすべり量を、更に1.2～1.3倍する
ことと等価であると考えられる。

6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（検討波源モデルのライズタイムを60sと設定することの考え方）

𝐷

𝜂
=

1 + 2𝑇′

1－ Τ𝑇′ 3
for 𝑇′ ≤ 1

ここで、η ：初期水位
D ：海底面の地形変動量（∝断層すべり量）
T’ ：基準化したライズタイム(=cT/A)
T ：ライズタイム、 c：波速、 A：地殻変動幅

Kajiura(1970)に基づく初期水位と断層すべり量、ライズタイムの関係

Kajiura(1970)に基づく
初期水位に対して等価となる断層すべり量とライズタイムの関係

国内外の巨大地震の事例を踏まえ
保守的に設定したモデル

国内外の巨大地震の事例を
超えて設定したモデル

内閣府モデル

検討波源モデル断
層

す
べ

り
量

D

（
検

討
波

源
モ

デ
ル

の
す

べ
り
量

を
１

と
し

て
基

準
化

）

ライズタイムT(s)

内閣府モデルと
等価なモデル

1)陸域から南海トラフ域までの平均水深として設定

2)𝑐 = 𝑔H

3) 敷地前面の初期水位分布に基づく隆起域の断層幅

初期水位に関して等価なモデル

Kajiura(1970)に基づく「内閣府モデルと等価なモデル」の断層すべり量

第615回資料1-1
p.125再掲
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6-5 ライズタイムの設定

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討
（検討波源モデルライズタイムを60sと設定することの考え方）

■ Kajiura(1970)に基づき「内閣府モデル」のすべり量を係数倍した「内閣府モデルと等価なモデル」の断層パラメータを示す。
■ Murotani et al.(2013)によると、巨大地震の津波断層モデルを含めたスケーリングに関する検討から、平均応力降下量の平均値は1.57MPaであり、標準偏差

を考慮した値は3.0MPaである。また、巨大地震の津波断層モデルの平均すべり量は最大約10mである。
■ 検討波源モデルは、国内外の巨大地震のスケーリングに基づき、平均応力降下量、平均すべり量等のパラメータを保守的に設定しているが、津波評価に影響の

大きい初期水位ηに着目した検討により、内閣府モデルと等価なモデルの断層パラメータを考えると、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のスケーリングに基づく平均
応力降下量、平均すべり量等の保守的な設定を、更に大きく上回る設定となっている。

（Murotani et al.(2013)を基に作成）

 

3.0MPa

✛ 2011 東北沖

△ 2010 Maule

□ 2004 Sumatra

☆ 1964 Alaska

▽ 1960 Chile

◇ 1957 Aleutian

1952 Kamchatka

○ その他M7～8クラスの地震

Murotani et al.(2013)
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ライズタイムT(s)

内閣府モデルと等価なモデル

モデル
面積

(km2)
M0

(Nm)
Mw Δσ

(MPa)
平均

すべり量(m)
ライズタイム

(s)
検討波源モデル

(ライズタイム150s)
123,700 6.1×1022 9.13 3.4 12.1 150

内閣府モデル
(ライズタイム60s)

123,700 6.1×1022 9.13 3.4 12.1 60

内閣府モデルと等価なモデル
(ライズタイム150s)

123,700 7.5×1022 9.19 4.2 14.9 150

初期水位に関して等価なモデル

Mw9.07、 Δσ:2.8MPa D：9.8m 

Mw9.13、 Δσ:3.4MPa D:12.1m 

Mw9.19、 Δσ:4.2MPa D:14.9m 

■津波評価に影響の大きい初期水位ηに着目した検討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のスケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量等の
パラメータの保守的な設定を、更に上回る設定となっていることを確認した。

断層面積と地震モーメント 平均すべり量と地震モーメント

検討波源モデルのすべり量等のパラメータを1として
基準化した場合の等価なモデルのパラメータのレベル

「内閣府モデルと等価なモデル」の断層パラメータ

Kajiura(1970)に基づく
初期水位に対して等価となる断層すべり量とライズタイムの関係

Murotani et al.(2013)によるスケーリング則

第981回資料1-2
p.509再掲

・ Murotaniet al.(2013)と同じ条件で比較するため、津波断層域のうちすべり量0（ゼロ）の領域を含めない面積に基づき検討した。
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6-5 ライズタイムの設定

まとめ（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
第1020回資料2-2

p.500一部修正

①津波評価におけるライズタイムに関する知見
■津波評価におけるライズタイムに関する知見について整理した。

③Mw8~9クラスの地震の津波インバー
ジョンに基づくライズタイムの検討

⇒ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw８~ 
9クラスの地震の津波インバージョン事例を
踏まえても概ね保守的な設定となっているが
、検討波源モデルのライズタイムを120sとす
ることにより、これらの地震の初期水位を上
回る設定となることを確認した。

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

⇒ 津波評価に影響の大きい初期水位に着目した検
討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のス
ケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量
等のパラメータの保守的な設定を、更に上回る設
定となっていることを確認した。

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの
推定事例
⇒近年のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライ

ズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小
断層のライズタイムは150～300sであることを確認した。

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

⇒ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個
数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結
果、東北沖地震のライズタイムとしては150～200s程度が最も適
切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョン
では津波観測波形を再現できないことを確認した。

⇒ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイ
ムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長
等の物理特性は失われるとともに、東北沖地震の観測記録の津波
高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府の
ライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

Mw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例および東北沖
地震のライズタイムに関する分析から推定されるライズタイムの設定

：150～300s

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン
に基づくライズタイムの保守的な設定

：120s

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討さ
れた内閣府の最大クラスモデルのライズタイムの設定

：60s

（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
■ 検討波源モデルのライズタイムは、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例および東北沖地震のライズタイムに関する分析結果に基づき設定することとし、推

定されたライズタイム150～300sのうち、最も短い150sと設定する。
■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディでは、Mw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例に基づくライズタイム150～300sの他、Mw8~9クラスの地震の津波インバー

ジョンの検討結果に基づき保守的にライズタイム120sを考慮する。
■ 更に、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って、敷地の津波評価に影

響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを検討することとし、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルにおいて他のパラメータの影響を代表
するよう非常に大きく設定されているすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討しているプレート間地震の津波評価の
うち検討波源モデルの詳細パラメータスタディにおいて考慮することとした。

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討され
た内閣府の最大クラスモデルは、すべり量とライズタイム
の組合せを非常に大きく設定することにより、その他のパ
ラメータの津波影響を代表していることを確認した。

（補足説明資料5-5,5-6章）



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 523

1952年カムチャッカ地震の波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1952年カムチャッカ地震の波源モデル）

Johnson and Satake (1999)による波源モデル

第662回資料1-2
p.201再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 524

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1960年チリ地震の波源モデル）

1960年チリ地震の波源モデル

Fujii and Satake (2012)による波源モデルSanchez(2006)による波源モデル

第662回資料1-2
p.202再掲
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1964年アラスカ地震の波源モデル

Ichinose et al.(2007)による波源モデルJohnson and Satake(1996)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1964年アラスカ地震の波源モデル）

第662回資料1-2
p.203再掲
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2001年ペルー地震の波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2001年ペルー地震の波源モデル）

Adriano et al.(2016)による波源モデル

第662回資料1-2
p.204再掲
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2003年十勝沖地震の波源モデル

谷岡ほか(2004)による波源モデル

Tanioka et al.(2004)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2003年十勝沖地震の波源モデル）

Romano et al.(2010)による波源モデル

第662回資料1-2
p.205再掲
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2005年スマトラ島沖地震の波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2005年スマトラ島沖地震の波源モデル）

Yatimantoro(2013)による波源モデル

第662回資料1-2
p.206再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2006年千島列島沖地震の波源モデル）

2006年千島列島沖地震の波源モデル

Baba et al.(2009)による波源モデルFujii and Satake(2008a)による波源モデル

第662回資料1-2
p.207再掲
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2007年ペルー地震の波源モデル

Herbert et al.(2009)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2007年ペルー地震の波源モデル）

Jimenez et al.(2014)による波源モデル

Slip

第662回資料1-2
p.208再掲
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2007年スマトラ島沖地震の波源モデル

Fujii and Satake(2008b)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2007年スマトラ島沖地震の波源モデル）

Gusman et al.(2010)による波源モデルLorito et al.(2008)による波源モデル

Slip(m)

第662回資料1-2
p.209再掲
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2010年チリ地震の波源モデル

Yoshimoto et al.(2016)による波源モデルYue et al.(2014)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2010年チリ地震の波源モデル）

Fujii and Satake(2012)による波源モデル

第662回資料1-2
p.210再掲
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2013年ソロモン諸島沖地震の波源モデル

Romano et al.(2015)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2013年ソロモン諸島沖地震の波源モデル）

第662回資料1-2
p.211再掲
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2014年チリ地震の波源モデル

Gusman et al.(2015)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2014年チリ地震の波源モデル）

第662回資料1-2
p.212再掲
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2015年チリ地震の波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2015年チリ地震の波源モデル）

Melgar et al.(2016)による波源モデル Romano et al.(2016)による波源モデル

(Melgar et al.(2016))

Fuentes et al.(2016)による波源モデル

第662回資料1-2
p.213再掲
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1944年東南海地震の波源モデル

Kato and Ando(1997)による波源モデルSatake(1993)による波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1944年東南海地震の波源モデル）

Tanioka and Satake(2001a)による波源モデル Baba et al.(2006)による波源モデル

a

± b

各小断層のすべり量
各小断層のすべり量

凡例

a：すべり量(m)

b：誤差(m)

a

± b

凡例

a：すべり量(m)

b：誤差(m)

c：ライズタイム(min)c

第662回資料1-2
p.214再掲
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1946年南海地震の波源モデル

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1946年南海地震の波源モデル）

Kato and Ando(1997)による波源モデルSatake(1993)による波源モデル

Tanioka and Satake(2001b)による波源モデル
Baba et al.(2002)による波源モデル

各小断層のすべり量
各小断層のすべり量

a

± b

凡例

a：すべり量(m)

b：誤差(m)

a

± b

凡例

a：すべり量(m)

b：誤差(m)

c：ライズタイム(min)
c

第662回資料1-2
p.215再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1952年カムチャッカ地震の震源付近の水深図）

1952年カムチャッカ地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.303再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1960年チリ地震の震源付近の水深図）

1960年チリ地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.304再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1964年アラスカ地震の震源付近の水深図）

1964年アラスカ地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.305再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2004年スマトラ島沖地震の震源付近の水深図）

2004年スマトラ島沖地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.306再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2011年東北沖地震の震源付近の水深図）

2011年東北沖地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.307再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2001年ペルー地震の震源付近の水深図）

2001年ペルー地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.308再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2003年十勝沖地震の震源付近の水深図）

2003年十勝沖地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.309再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2005年スマトラ島沖地震の震源付近の水深図）

2005年スマトラ島沖地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.310再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2006年千島列島沖地震の震源付近の水深図）

2006年千島列島沖地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.311再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2007年ペルー地震の震源付近の水深図）

2007年ペルー地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.312再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2007年スマトラ島沖地震の震源付近の水深図）

2007年スマトラ島沖地震の震源付近の水深図
海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.313再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 549

6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2010年チリ地震の震源付近の水深図）

2010年チリ地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.314再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2013年ソロモン諸島沖地震の震源付近の水深図）

2013年ソロモン諸島沖地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.315再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2014年チリ地震の震源付近の水深図）

2014年チリ地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.316再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（2015年チリ地震の震源付近の水深図）

2015年チリ地震の震源付近の水深図

海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.317再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1944年東南海地震の震源付近の水深図）

1944年東南海地震の震源付近の水深図
海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.318再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（1946年南海地震の震源付近の水深図）

1946年南海地震の震源付近の水深図
海溝軸

凡 例

震源位置

GEBCO(2010年)を用いて作成

第717回資料1-2
p.319再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（初期水位に対するすべり量とライズタイムの関係を踏まえた検討）

■ Kajiura(1970)による初期水位に対するすべり量とライズタイムの関係について、他プラントの東北沖地震型の基準断層モデルを図示した結果は以下のとおり。

：内閣府の最大クラスモデル
：パラメータスタディモデル
：検討波源モデル

：1952年カムチャツカ地震(Mw9.0)
：1960年チリ地震(Mw9.5)
：1964年アラスカ地震(Mw9.2)
：2004年スマトラ島沖地震(Mw9.1)
：2010年チリ地震(Mw8.8)
：2011年東北沖地震(Mw9.1)

：その他近年のMw8クラスの地震
：南海トラフの地震

Mw8クラスの地震の中には津波地震の領域
（Lay et al.(2012)による領域A）を破壊し
ていない地震も含まれており、震源域が浅いほ
どライズタイムは長いと考えられるが、本検討で
は保守的にこの効果を考慮していない。

海域ごとのライズタイムの基準化パラメータ

項目 算定根拠

波速c

各海域の浅部断層の波速は、海溝軸の
水深の1/2を浅部領域の平均水深hとし、

ghにより算定

海底
隆起幅A

各海域の浅部領域の幅は、地震調査
委員会の長期評価の評価対象領域等
から算定
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60

ライズタイムT’(=cT/A)

内閣府の
最大クラスモデル
(37m、60s）

保守的に国内外の巨大地震・津波
の発生事例を踏まえて設定した
すべり量とライズタイムの組合せ

パラメータスタディモデル
（37m、120s)

検討波源モデル
（37m、150s)

歴史記録および津波堆積物に基づく
遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルの
すべり量とライズタイムの組合せ

（参考）
他プラントの
東北沖地震型の
基準断層モデル

（基準化したライズタイムT'=cT/A)

・津波水位の等高線は、加藤ほか(2020)に基づく

国内外の地震のすべり量とライズタイムの組合せの比較分析結果（加藤ほか(2020)を基に作成）
（ライズタイムを海域ごとの波速と隆起幅により基準化）

第920回資料1-2
p.454再掲
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6-5 ライズタイムの設定

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョンに基づくライズタイムの検討
（初期水位に対するすべり量とライズタイムの関係を踏まえた検討）

■ 他プラントの東北沖地震型の基準断層モデルのすべり量、ライズタイムは以下のとおり。

モデル名
超大すべり域のすべり量

Dsa(m) 1)

基準化すべり量
D’sa

2)

ライズタイム
T (s)

他プラントの
東北沖地震型の
基準断層モデル

モデルa(Mw9.1) 27.4 0.75 60 

モデルb(Mw9.0) 30.7 0.84 60 

モデルc(Mw9.0) 29.4 0.80 60 

モデルd(Mw9.1) 28.9 0.79 30 

（参考）痕跡再現モデル(南海トラフ、Mw8.8)
（遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）
（南海トラフ広域の痕跡再現モデル）

8.7 0.24 60

（参考）検討波源モデル(南海トラフ、Mw9.1) 36.8 1.00 150

（参考）内閣府モデル(南海トラフ、Mw9.1) 36.8 1.00 60

1) 痕跡再現モデルは、大すべり域のすべり量。
2) 検討波源モデルのすべり量(36.8m)で基準化。

第981回資料1-2
p.544再掲
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余 白
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6 検討波源モデルの津波評価の詳細

6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

・第1020回審査会合 No.4コメント回答を一部修正
（「更なる不確かさの考慮」に関する記載を修正）



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 559

6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

海溝軸から陸域までの距離

■日本海溝と南海トラフの海溝軸から陸域までの距離は、おおよそ以下のとおり。
■海溝軸から陸域までの距離は、日本海溝では約200kmであるのに対して、南海トラフでは約170km～50kmとなっており、敷地前面では約50km。

日本海溝と南海トラフの海溝軸から陸域までの距離

(海上保安庁「海洋台帳」を基に作成)

約200km

日本海溝

海溝軸

約170km

約130km

約50km

南海トラフ

トラフ軸
・内閣府(2012)による津波断層面メッシュの陸沖方向の距離を記載。

・内閣府(2012b)による津波断層面メッシュの陸沖方向の距離を記載。

第1020回資料2-1
p.17再掲
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6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

検討概要

○第981回審査会合（2021年6月4日）コメント
■東北沖地震では、海溝軸付近で顕著なすべりの不均質が確認されている。

海溝軸付近のすべりの不均質性の影響は、海溝軸から遠ければ津波伝播の過程で平均化されるが、海溝軸からの距離が近ければ平均化されずに到達するので、小さな
すべりの不均質であっても影響が出やすい。
国内外の巨大地震の津波事例が限られているなか、トラフ軸から近い浜岡においては、敷地の津波評価に影響の大きいすべり量、ライズタイムについて、更なる不確かさを
考慮して裕度を持って設定する必要がある。

・各種パラメータの不確かさに対し、安全側の評価を行うため波源モデル設定の方法は、以下（A）の方法のほか、（B）の方法があると考えられる。
（Ａ）各種パラメータの網羅的検討による方法：各パラメータの不確かさの組合せの科学的知見に基づく網羅的な検討により安全側の評価を行う考え方の方法
（Ｂ）代表パラメータの検討による方法：影響の大きい代表パラメータを非常に大きく設定することにより、その他の現象の津波評価への影響を代表させて安全側の評価を行う考え方の方法

②プレート間地震の津波評価への反映
■海溝軸付近のすべりの不均質性の影響に関する検討の結果、海溝軸から陸域側では、海溝軸から沖合側で見られるような海溝軸からの距離の影響は見られず、海

溝軸から陸域までの距離が近いことによって特別な考慮をする必要はないことを確認した。
また、当社のプレート間地震の津波評価は、不確かさの考慮として、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に基づき「(A)各種パラメータの網羅的検討に
よる方法」による検討を行っており、内閣府(2020)および南海トラフにおける津波堆積物調査の拡充を踏まえると、2020年までに確認されている痕跡高を再現する津
波が最大クラスの津波として想定されるところ、この痕跡高を2~3倍程度上回る保守的なものとなっている。
これらのことから、当社のプレート間地震の津波評価は、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例や津波波源のすべりの不均質性の影響を踏まえても、不
確かさの考慮として十分保守的なものと考えられるが、第981回審査会合におけるコメントおよび国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていること
を踏まえ、敷地の津波評価に影響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って設
定することとした。

■具体的には、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルの津波評価において他のパラメータの影響を代表するよう非常に大きく
設定されているすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討している当社のプレート間地震の津波評
価の中で考慮することとした。

【検討方針】
■ 東北沖地震型の特性化モデルでは、海溝軸付近において大きくすべった領域が、超大すべり域として大きく一様なすべりを持つ領域に特性化されてパラメータスタディが

検討され、観測記録との比較により、その妥当性が確認されている。（土木学会(2016)等）
■ 一方で、海溝軸付近において大きくすべった領域の内部のすべりは実際には不均質であることから、海溝軸付近のすべりの不均質性の影響について、海溝軸からの距

離の観点を含めて検討することとした。

①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
■実際に海溝軸付近のすべりの不均質性が確認された東北沖地震の津波波源モデルを対象として、海溝軸付近において大きくすべった領域のすべりが一様なケースと不

均質なケースとを設定して津波解析を実施し、海溝軸付近の不均質性の影響を、海溝軸からの距離の観点から比較・整理した。
■その結果、海溝軸付近のすべりの不均質性による影響は、水深がほぼ一様な海溝軸から沖合側では、海溝軸から離れるに従い徐々になくなるが、水深が徐々に浅く

なる海溝軸から陸域側では、海底勾配があることによって津波が陸方向に直進する傾向が強く、海溝軸から離れた地点でも影響がなくならないことを確認した。
■このことから、海溝軸付近のすべりの不均質性による影響は、海溝軸から陸域側では、海溝軸から沖合側で見られるような海溝軸からの距離の影響は見られず、海溝

軸から陸域までの距離が近いことによって特別な考慮をする必要はないことを確認した。
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（検討方針）

海溝軸付近の大きくすべった領域の
各小断層のすべり量とライズタイム

(Satake et al.(2013)を基に作成)

海溝軸付近の大きくすべった領域の
各小断層のすべり量とライズタイム

（b)海溝軸付近の大きくすべった領域のすべり分布が不均質なケース
（東北沖地震の津波インバージョンモデル）

小断層 サイズ すべり量
ライズ
タイム

0C

各50km
×25km

(計6千km2,
全断層面積
の約5%)

40m 150s

0D 40m 150s

0E 40m 150s

0F 40m 150s

0G 40m 150s

海溝軸からの距離の観点から解析結果を比較

(a)海溝軸付近の大きくすべった領域のすべり分布が一様なケース

■ 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響について、実際に海溝軸付近のすべりの不均質性が確認された東北沖地震の津波波源モデルを対象として、海溝軸付近
において大きくすべった領域の断層すべりが、(a)一様なケースと(b)不均質なケースとを設定し、両ケースによる津波評価結果の差異について、海溝軸からの距離の
観点から比較した。

■ ここで、(b)不均質なケースは、海溝軸付近において不均質なすべり分布が推定されている東北沖地震の津波インバージョンモデルそのものとした。
(a)一様なケースは、東北沖地震の特性化モデルにおいて、一様な超大すべり域（平均すべり量の４倍のすべり量を設定する領域）が全断層面積の5%の領域
に設定される事例（内閣府(2012)等）を踏まえ、東北沖地震の津波インバージョンモデルに対して、海溝軸付近において大きくすべった全断層面積の約5%の領
域の小断層のすべり量とライズタイムを、一様に40m・150sとした。

・すべり量は、特性化モデルにおける一様な超大すべり域
（平均すべり量の４倍のすべり量を設定する領域）の
設定を踏まえて、Satake et al.(2013)の津波イン
バージョンモデルの平均すべり量10m×4倍を設定。

・ライズタイムはSatake et al.(2013)の津波波源モデ
ルの海溝軸付近の大きくすべった領域のライズタイムを
設定。

・上記5断層以外のすべり分布は、(b)不均質なケースと
同じとした。

小断層 サイズ すべり量
ライズ
タイム

0C

各50km
×25km

(計6千km2,
全断層面積
の約5%)

36m 150s

0D 31m 150s

0E 52m 150s

0F 69m 150s

0G 32m 150s
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（計算条件）

項目 計算条件 （津波の数値シミュレーション）

基礎方程式 ・非線形長波理論（浅水理論）の連続式及び運動方程式

計算領域 ・北海道根室～房総半島の領域

格子分割サイズ ・沖合1,600m→800m→400m→200m→100m→50m

境界条件
沖側 ・吸収境界（Cerjan et al.(1985)）

陸側 ・完全反射

潮位条件 ・T.P.± 0.0m

海底の地盤変動量
(初期水位の算定方法)

・Mansinha and Smylie(1971)の方法（水平変位による鉛直寄与分を考慮）
・海底地盤変動量は、タイムウィンドウごとに推定されたすべり量に基づき、一定の時間間
隔(5s)ごとに徐々に与える。

海底摩擦損失係数 ・マニングの粗度係数0.025m-1/3s

水平渦動粘性係数 ・10m2/s

計算時間間隔 ・0.2s

計算時間 ・1時間

計算領域・格子分割

格子分割サイズ

■ 東北沖地震の津波波源モデルに関する計算条件を示す。
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（最大上昇水位の平面分布）

一様なケースよりも大きいすべりを設定した小断層
一様なケースよりも小さいすべりを設定した小断層

■ 海溝軸付近において大きくすべった領域内部の断層すべりが、(a)一様なケースと (b)不均質なケースの最大上昇水位分布を示す。
■ 両ケースの最大上昇水位分布は、全体としては大きな違いはないが、(b)不均質なケースでは、(a)一様なケースよりも大きなすべり量を設定した小断層の正対した

陸域側および沖合側において、津波水位が大きくなっていることが確認できる。

一様なすべり（40m・150s）を設定した小断層

波源域 波源域

(a)海溝軸付近の大きくすべった領域のすべり分布が
一様なケース

(b)海溝軸付近の大きくすべった領域のすべり分布が
不均質なケース

最大上昇水位分布

波源域

最大上昇水位比（b/a）

沖合側

陸域側
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(a)
一様な
ケース

(b)
不均質
なケース

差分
(b-a)

6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（各時刻の水位の平面分布）

■ 海溝軸付近の大きくすべった領域のすべり分布が、(a)一様なケースと(b)不均質なケースの、各時刻の津波水位の平面分布およびその差分を示す。
■ (a)一様なケースと(b)不均質なケースの水位の平面分布に大きな違いはなく、また、両ケースの水位の差分の平面分布からは、海溝軸付近のすべりの不均質性の

影響 （津波水位の差分）の波面が、平面的に広がりながら伝播していく様子が確認できる。

沖合側

陸域側

沖合側

陸域側

一様なケースよりも大きいすべりを設定した小断層
一様なケースよりも小さいすべりを設定した小断層
着目する小断層の陸沖方向の領域

一様なケースよりも大きいすべりを設定した小断層
に起因する不均質性の影響成分の波面
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（各時刻の水位の平面分布：波向線の検討）

■ 一般的に、沖合で発生する津波は、水深が徐々に浅くなる海溝軸から陸域側では、海底勾配があることによって波向線（津波の進行方向）が陸方向に直進する傾
向が強くなるとされる。（首藤ほか(2007)、石原・本間(1965)、羽鳥(1976)等）

■ すべりの不均質性の影響成分（津波水位の差分）について、各時刻の波面からそれと直交する波向線を検討した結果、着目する小断層起因のすべりの不均質性の
影響は、水深がほぼ一様な海溝軸から沖合側では平面的に広がりながら伝播し、水深が徐々に浅くなる海溝軸から陸域側では、海底勾配があることによって陸方向に
直進していることを確認した。

・各時刻の波面と波向線（波の進行方向）とは直交する。

津波波源からの波向線の検討事例

・波向線と水深には以下の関係がある。

sinθ1/sinθ２= h1/h2

(石原・本間(1965)を基に作成)

(羽鳥(1976))

海溝軸付近の不均質性による影響の広がりと波向線の検討

30min

25

10

5

15

20

着目する小断層（一様なケースよりも大きいすべりを設定した小断層）
不均質性の影響成分の波面（前頁参照）
不均質影響成分の波向線
不均質影響成分の波向線（着目する小断層の陸沖方向）

海底勾配による波向線の屈折

水深h1

（水深：大）

水深h2

（水深：小）

波向線

θ1

波向線θ２

水深が徐々に浅くなる海
溝軸から陸域側では、
海底勾配があることに
よって津波が陸方向に直
進する傾向が強くなる

30min

25

10

5

15

20
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（各時刻の水位の断面分布：海溝軸から沖合側）

■ 一様なケースよりも大きなすべり量を設定した小断層0Fの海溝軸から沖合方向断面について、 (a)一様なケースと (b)不均質なケースの各時刻の水位の断面分布
を示す。

■ 海溝軸付近の津波波源で発生した津波は、海溝軸から沖合側へは波長が長い津波として伝播し、海溝軸から離れるほど、両ケースの水位分布の違いは小さくなって
いる。

地震発生後60s

地震発生後120s

地震発生後180s

地震発生後240s

地震発生後360s

地震発生後420s

地震発生後480s

地震発生後540s

地震発生後300s

地震発生後660s

地震発生後780s

地震発生後900s

地震発生後1,020s

地震発生後600s

津
波

水
位

(m
)

0
6

-2

0
6

-2

海溝軸からの距離(km) (沖合側)(海溝軸)
20080-20 1000 20 40 60 120 160 180140

海溝軸付近の津波波源
で発生した津波

津波の進行方向

津
波

水
位

(m
)

0
6

-2

津
波

水
位

(m
)

0
6

-2

津
波

水
位

(m
)

0
6

-2

0
6

-2
0

6
-2

0
6

-2
0

6
-2

0
6

-2
0

6
-2

0
6

-2
0

6
-2

0
6

-2

海溝軸からの距離(km) (沖合側)(海溝軸)
20080-20 1000 20 40 60 120 160 180140

海溝軸からの距離(km) (沖合側)(海溝軸)
20080-20 1000 20 40 60 120 160 180140

海溝軸付近の津波波源による津波
の各時刻の波峰頂部をつないだもの

海溝軸からの距離(km) (沖合側)(海溝軸)
20080-20 1000 20 40 60 120 160 180140

-8

-4

0

各時刻の水位分布
(a)一様なケース
(b)不均質なケース

小断層0Fの中心
をとおる断面

水
深

(k
m

)
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（各時刻の水位の断面分布：海溝軸から陸域側）

■ 一様なケースよりも大きなすべり量を設定した小断層0Fの海溝軸から陸域方向断面について、 (a)一様なケースと (b)不均質なケースの各時刻の水位の断面分
布を示す。

■ 海溝軸付近の津波波源で発生した津波は、海溝軸から陸域側へは比較的波長の短い津波として伝播し、どの距離においても、両ケースの水位分布には違いが認
められる。

津
波

水
位

(m
)

0
1
0

-6

地震発生後60s

地震発生後120s

地震発生後180s

地震発生後240s

地震発生後360s

地震発生後420s

地震発生後480s

地震発生後540s

地震発生後300s

地震発生後900s

地震発生後1,200s

地震発生後1,500s

地震発生後1,800s

地震発生後600s

津
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)
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0
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0
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0
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0
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0

-6

津波の進行方向

0

海溝軸からの距離(km) (海溝軸)(陸域側)
80180 60160 140 120 100 40 20 0

海溝軸からの距離(km) (海溝軸)(陸域側)
80180 60160 140 120 100 40 20

海溝軸付近の津波波源による津波
の各時刻の波峰頂部をつないだもの

海溝軸付近の津波波源
による津波

・陸域からの反射の影響を取り除いて分析するため、海溝軸から0～180kmの領域（水深0.1km以上の領域）で検討した。

0

海溝軸からの距離(km) (海溝軸)(陸域側)
80180 60160 140 120 100 40 20

-8

-4

0

各時刻の水位分布
(a)一様なケース
(b)不均質なケース

小断層0Fの中心
をとおる断面

水
深

(k
m

)

0

海溝軸からの距離(km) (海溝軸)(陸域側)
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6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（最大上昇水位の断面分布：海溝軸から沖合側）

■ 各小断層の海溝軸から沖合方向断面について、(a)一様なケースと (b)不均質なケースの海溝軸付近の津波波源による津波の最大上昇水位の分布を示す。
■ 水深がほぼ一様な海溝軸から沖合側では、最大上昇水位の違いは、海溝軸付近で相対的に大きく、海溝軸から沖合側に向かうにつれて小さくなり、検討している

小断層のサイズ（50km×25km）よりも離れた約100～200kmの地点ではほぼなくなっていることが確認できる。
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(b)不均質なケース

一様なケースよりも大きいすべりを設定した小断層（50km×25km）
一様なケースよりも小さいすべりを設定した小断層（50km×25km）
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海溝軸付近のすべりの不均質性による影響は、水深がほぼ一様な海溝軸から沖合側では、津波が平面的に広がりながら伝播することに伴う幾何減衰によって、海溝
軸から離れるに従い徐々になくなっていることを確認した。
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6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（最大上昇水位の断面分布：海溝軸から陸域側）

一様なケースよりも大きいすべりを設定した小断層（50km×25km）
一様なケースよりも小さいすべりを設定した小断層（50km×25km）

■ 各小断層の海溝軸から陸側方向断面について 、(a)一様なケースと (b)不均質なケースの海溝軸付近の津波波源による津波の最大上昇水位の分布を示す。
■ 水深が徐々に浅くなる海溝軸から陸域側では、最大上昇水位の差異は、海溝軸から沖合側とは異なり、海溝軸から約100km以上離れた地点でも認められる。
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・陸域からの反射の影響を取り除いて分析するため、海溝軸から0～180kmの領域（水深0.1km以上の領域）で検討した。

海溝軸付近のすべりの不均質性による影響は、水深が徐々に浅くなる海溝軸から陸域側では、海底勾配があることによって津波が陸方向に直進する傾向が強く、海
溝軸から離れた地点でも影響がなくならないことを確認した。
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6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（補足：津波波源モデルの小断層よりも小さいすべりの不均質性の影響）

東北沖地震の津波インバージョンモデルのすべり量のパワースペクトル
およびその近似曲線の検討

津波インバージョンモデルの小断層(50km×25km)よりも小さい不均質は、断層すべりの空間分布においてほとんど存在しないと推定されているとともに、地殻変動量に対す
る水面変動量の応答率も小さく、津波の初期水位にほとんど現れないと考えられる。

すべり量の空間分布

小断層の大きさ
：50km×25km

50km 25km
津波インバージョンモデルの
小断層の大きさ(片波長)：

す
べ

り
量

の
正

規
化

パ
ワ

ー
ス

ペ
ク

ト
ル

波数（×2π）(rad/km）

■ Goda et al.(2014)は、東北沖地震の津波インバージョンモデルから、すべり量のパワースペクトルを算出して近似曲線を検討し、Mw8クラス以下の地震と同様に、すべり量
の高波数領域（波長の短い領域）では急速な減衰傾向があり、波源モデルの小断層よりも波長の短い成分は、断層すべりの空間分布においてほとんど存在しないことが推
定されている。

■ また、Kajiura(1963)は、水深を考慮した場合の地殻変動量に対する水面変動量の応答率を理論的に検討し、波長の短い成分では、応答率が小さくなっていることを示
している。

Mai and Beroza(2002)によると、Mw8クラス以下の既往地震のインバージョンモデルの分析から、断層面
上の波数に対するすべり量のパワースペクトルは、地震規模に依存して求まるコーナー波数よりも高波数領域
において一様に減衰傾向を示し、フォンカルマン型の自己相関モデルにより最もよく近似できるとされている。

original：Satake et al.(2013)の津波断層モデルのすべり量のパワースペクトル
Fittied： 上記スペクトルを、フォンカルマンの自己相関モデルにより近似した曲線

Kajiura(1963)による
水深を考慮した場合の地殻変動量に対する水面変動量の応答率

0.01

0.1

1

0.01 0.1 1

応
答

率
（

水
面

の
変

動
量

／
地

殻
の

変
動

量
）

水深/底面長

25km50km

※海溝軸付近の水深を5kmとして算出

・ 地盤変動は瞬時に起こるものとして、
二次元放物線型の地殻変動を検討

η：水面の変動量
H：地殻の変動量
h：水深
2r’：底面長
r：r’/h

𝜂/𝐻 = 2

𝑛=0

∞

−1 𝑛 2𝑛 + 1 /𝑟 2 1 + 𝑟2/ 2𝑛 + 1 2 1/2 + 1 + 𝑟2/(2𝑛 + 1)2 −1/2 − 2

H

η

2r’

h

海底面

水面

波源モデルの小断層
よりも波長の短い成分
は、断層すべりの空間
分布においてほとんど
存在しないことが推定
されている

波源モデルの小断層
よりも波長の短い成分
では、地殻変動量に
対する水面変動量の
応答率が小さくなって
いる

津波インバージョンモデルの
小断層の大きさ(片波長)※：

(Satake et al.(2013))

(Goda et al.(2014))
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①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
■実際に海溝軸付近のすべりの不均質性が確認された東北沖地震の津波波源モデルを対象として、海溝軸付近において大きくすべった領域のすべりが一様なケースと

不均質なケースとを設定して津波解析を実施し、海溝軸付近の不均質性の影響を、海溝軸からの距離の観点から比較・整理した。
■その結果、海溝軸付近のすべりの不均質性による影響は、水深がほぼ一様な海溝軸から沖合側では、海溝軸から離れるに従い徐々になくなるが、水深が徐々に浅

くなる海溝軸から陸域側では、海底勾配があることによって津波が陸方向に直進する傾向が強く、海溝軸から離れた地点でも影響がなくならないことを確認した。
■このことから、海溝軸付近のすべりの不均質性による影響は、海溝軸から陸域側では、海溝軸から沖合側で見られるような海溝軸からの距離の影響は見られず、海

溝軸から陸域までの距離が近いことによって特別な考慮をする必要はないことを確認した。

6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

①海溝軸付近の不均質性の影響に関する検討
（まとめ）
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6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

②プレート間地震の津波評価への反映
（説明概要）

○第981回審査会合におけるコメントを踏まえた、プレート間地震の津波評価への反映
■ 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響に関する検討の結果、海溝軸から陸域側では、海溝軸から沖合側で見られるような海溝軸からの距離の影響は見られず、海溝軸から陸域ま

での距離が近いことによって特別な考慮をする必要はないことを確認した。
また、当社のプレート間地震の津波評価は、不確かさの考慮として、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に基づき「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」による
検討を行っており、内閣府(2020)および南海トラフにおける津波堆積物調査の拡充を踏まえると、2020年までに確認されている痕跡高を再現する津波が最大クラスの津波として想
定されるところ、この痕跡高を2~3倍程度上回る保守的なものとなっている。
これらのことから、当社のプレート間地震の津波評価は、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例や津波波源のすべりの不均質性の影響を踏まえても、不確かさの考慮とし
て十分保守的なものと考えられるが、第981回審査会合におけるコメントおよび国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、敷地の津波評価に影
響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って設定することとした。

■ 具体的には、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルの津波評価において他のパラメータの影響を代表するよう非常に大きく設定されている
すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討している当社のプレート間地震の津波評価の中で考慮することとした。

・各種パラメータの不確かさに対し、安全側の評価を行うため波源モデル設定の方法は、以下（A）の方法のほか、（B）の方法があると考えられる。
（Ａ）各種パラメータの網羅的検討による方法：各パラメータの不確かさの組合せの科学的知見に基づく網羅的な検討により安全側の評価を行う考え方の方法
（Ｂ）代表パラメータの検討による方法：影響の大きい代表パラメータを非常に大きく設定することにより、その他の現象の津波評価への影響を代表させて安全側の評価を行う考え方の方法

○第981回審査会合におけるコメント
■ 東北沖地震では、海溝軸付近で顕著なすべりの不均質が確認されている。海溝軸付近のすべりの不均質性の影響は、海溝軸から遠ければ津波伝播の過程で平均化されるが、海

溝軸からの距離が近ければ平均化されずに到達するので、小さなすべりの不均質であっても影響が出やすい。
国内外の巨大地震の津波事例が限られているなか、トラフ軸から近い浜岡においては、敷地の津波評価に影響の大きいすべり量、ライズタイムについて、更なる不確かさを考慮して裕
度を持って設定する必要がある。

○第981回審査会合における説明
■「(Ａ)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討を行っている当社のプレート間地震の津波評価では、津波審査ガイドに従い、文献調査及び津波堆積物調査の結果に基づ

き設定した痕跡再現モデルをベースとして、保守的にMw9クラスの東北沖地震型の波源モデルを設定し、国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえてすべり量(37m)とライズタイ
ム(120s)の組合せを含め網羅的なパラメータスタディを実施した。

■「(Ｂ)代表パラメータの検討による方法」で検討された内閣府の最大クラスモデルの津波評価では、非常に大きく設定されたパラメータ（すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合
せ）により、その他のパラメータの不確かさの影響を代表する方法で不確かさが考慮され、少ない検討ケースで南海トラフの全域を網羅する最大クラスの津波として想定された。

■ 上記の両評価は、波源設定の考え方が異なるものの、いずれも、2020年時点までの津波堆積物に関する最新知見を含め、確認されている痕跡高を2～3倍程度上回る想定となっ
ており、内閣府(2020)では2020年時点までに実施された津波堆積物の調査資料から最大クラスの津波を推定できることを示唆するとされていることを踏まえると、いずれも、十分な
不確かさが考慮されていることを確認した。
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6-6 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響

②プレート間地震の津波評価への反映
（反映方針）

○第981回審査会合におけるコメントを踏まえた、プレート間地震の津波評価への反映
■当社のプレート間地震の津波評価は、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例や津波波源のすべりの不均質性の影響を踏まえても、不確かさの考慮と

して十分保守的なものと考えられるが、第981回審査会合におけるコメントおよび国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、敷
地の津波評価に影響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って設定することとした。

■具体的には、 「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルの津波評価において他のパラメータの影響を代表するよう非常に大
きく設定されているすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討を行っているプレート間地震の津波評
価の中で考慮することとした。

○第981回審査会合におけるコメント
■東北沖地震では、海溝軸付近で顕著なすべりの不均質が確認されている。海溝軸付近のすべりの不均質性の影響は、海溝軸から遠ければ津波伝播の過程で平

均化されるが、海溝軸からの距離が近ければ平均化されずに到達するので、小さなすべりの不均質であっても影響が出やすい。
国内外の巨大地震の津波事例が限られているなか、トラフ軸から近い浜岡においては、敷地の津波評価に影響の大きいすべり量、ライズタイムについて、更なる不確
かさを考慮して裕度を持って設定する必要がある。

イベント名 Mw 破壊領域

Mw9クラスの
巨大地震

1952年カムチャツカ地震 9.0 ABC

1960年チリ地震 9.5 ABC
1964年アラスカ地震 9.2 ABC
2004年スマトラ島沖地震 9.1 ABC

2011年東北沖地震 9.1 ABC

近年の
Mw8クラスの
巨大地震

2001年ペルー地震 8.4 B

2003年十勝沖地震 8.3 B
2005年スマトラ島沖地震 8.6 BC

2006年千島列島沖地震 8.3 (A)B
2007年ソロモン諸島沖地震 8.1 (A)B
2007年ペルー地震 8.0 BC

2007年スマトラ島沖地震 8.4 B(C)
2010年チリ地震 8.8 BC

2013年ソロモン諸島沖地震 8.0 (A)B
2014年チリ地震 8.2 B

2015年チリ地震 8.3 AB

南海トラフの
地震

1944年東南海地震 8.1 (A)B
1946年南海地震 8.3 (A)B

領域Ａ
領域Ｂ

領域Ｃ

(Lay et al.(2012)に基づき作成)

プレート間地震の破壊領域の概念図
・Mwは、USGSウェブサイトに基づく。
・破壊領域は、Lay et al.(2012)に基づく。破壊の有無が不明確な場合は()で示されている。Lay et al.(2012)
に記載のない地震については、津波インバージョンモデルからLay et al.(2012)の方法に基づき判断した。

○津波インバージョン事例の収集対象としたプレート間地震
・Mw9クラスの巨大地震
・近年のMw8クラスの巨大地震(1990年以降）
・南海トラフの地震

※国内外の主な科学技術系論文データベース等を対象。
（JDREAM Ⅲ、ScienceDirect、SpringerLink、AGU Publications、BSSA online）

※収集した知見は「すべり量とライズタイムの組合せの比較分析」に用いている。

すべり量とライズタイムの組合せの比較分析(加藤ほか(2020))
において収集・検討したプレート間地震

第1020回資料2-1
p.41一部修正
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②プレート間地震の津波評価への反映
(プレート間地震の津波評価と内閣府の最大クラスモデルの津波評価との比較)

第1020回資料2-1
p.46一部修正

当社による検討 内閣府(2012)による検討

プレート間地震の津波評価 行政機関による津波評価

波源設定の考え方
歴史記録および
津波堆積物を再現

(A)各種パラメータの網羅的検討による方法
(B)代表パラメータの検討

による方法
(B)代表パラメータの検討

による方法

波源モデル

痕跡再現モデル
(2020年時点までの歴史記録
および津波堆積物に基づき、
南海トラフの痕跡高を再現した
モデル)

詳細パラメータスタディモデル
(国内外の発生事例に基づく)
(保守的に国内外の巨大地震・津波の発生
事例を踏まえてパラメータを設定し、国内外の
巨大地震・津波の発生事例に基づき、各パラ
メータの組合せを網羅的に検討したモデル)

詳細パラメータスタディモデル
(より慎重に裕度を持って検討)
(国内外の巨大地震・津波の発生事例に
対してより慎重に裕度を持って、敷地の津
波評価に影響の大きいすべり量とライズタイ
ムの組合せを検討したモデル)

内閣府の最大クラスモデル
(2020年時点までの津波堆積物等の
最新知見を踏まえて検討し、十分に保
守的な評価となっていることを確認した
モデル)

内閣府の最大クラスモデル
(2012年時点の科学的知見に基づ
き、これ以上ない津波として少ない
検討ケースで南海トラフの全域を網
羅するよう設定されたモデル)

パラメータの設定根拠
歴史記録および津波堆積
物調査に基づく痕跡高

国内外の巨大地震・津波の発生事例
国内外の巨大地震・津波の発生事例、

内閣府(2012)
内閣府(2012) ー

認
識
論
的
不
確
実
さ

面積 約8万km2 約14万km2 約14万km2 約14万km2 約14万km2

地震規模 Mw8.8 Mw9.1 Mw9.1 Mw9.1 Mw9.1

すべり量・ライズタイム
(すべり速度)

約9m・60s
(0.15m/s)

約37m・120～約37m・300s
(0.3～0.1m/s)

約37m・60s～約37m・300s
(0.6～0.1m/s)

約37m・60s
(0.6m/s)

約37m・60s
(0.6m/s)

浅部の破壊形態 破壊せず 境界面浅部/境界面浅部・分岐断層 境界面浅部/境界面浅部・分岐断層 境界面浅部 境界面浅部

(駿河湾域) (ー) (超大すべり域のすべり量を設定する) (超大すべり域のすべり量を設定する) (超大すべり域のすべり量を設定しない) (超大すべり域のすべり量を設定しない)

東海地域の
超大すべり域・
大すべり域の位置

駿河湾～紀伊半島沖
１箇所

東西約10kmごとに移動
（駿河湾～紀伊半島沖を含む）

１箇所・２箇所

東西約10kmごとに移動
（駿河湾～紀伊半島沖を含む）

１箇所・２箇所

駿河湾～紀伊半島沖
１箇所

駿河湾～紀伊半島沖
１箇所

破壊伝播速度 2.0km/s 0.7～2.5km/s 0.7～2.5km/s 2.5km/s 2.5km/s

偶然的
不確実さ

破壊開始点 大すべり域の下端中央
大すべり域の周囲の6地点

（大すべり域の下端中央を含む）
大すべり域の周囲の6地点

（大すべり域の下端中央を含む）
大すべり域の下端中央 大すべり域の下端中央

0

5
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15

20

渥
美

浜
松

磐
田

浜
岡

御
前
崎

津
波
高
（ｍ
）

明応

慶長

宝永

安政東海

昭和東南海

痕跡再現モデル

東海

東海・東南海

東海・東南海・南海

5地震

宝永

安政

歴史記録に基づく痕跡高

津波堆積物から推定される津波高
（津波堆積物の最大標高+0~2m

の高さを幅で示した）

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルにおいて他のパラメータの影響を
代表するよう非常に大きく設定されているすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを考慮

発生事例に
基づく

不確実さ
を考慮

安全側の評価を
実施するとの観点から、

内閣府の最大クラスモデル
そのものによる評価を考慮

発生事例が
限られている
ことを踏まえ

検討

「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」 による津波評価結果
：国内外の発生事例に基づいた詳細パラメータスタディ
：より慎重に裕度を持って検討した詳細パラメータスタディ

「(B)代表パラメータの検討による方法」 による津波評価結果

：内閣府の最大クラスモデル

：痕跡再現モデル（遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）の津波高

・(A)の方法による津波評価結果は、偶然的不確実さである破壊開始点を変えたケースの包絡値を記載。

渥美 浜松 磐田 浜岡

青字：国内外の発生事例に基づいた詳細パラメータスタディモデルにおいて、
内閣府の最大クラスモデルよりも不確かさの考慮がされているパラメータ

緑字：内閣府の最大クラスモデルにおいて非常に大きく設定されているパラメータ

海
岸

線
の

津
波

高
(m

)

（Ａ）各種パラメータの網羅的検討による方法：各パラメータの不確かさの組合せの科学的知見に基づく網羅的な検討により安全側の評価を行う考え方の方法
（Ｂ）代表パラメータの検討による方法：影響の大きい代表的なパラメータを科学的知見の範囲を超えて非常に大きく設定することにより、その他の現象の津波影響を代表させて安全側の評価を行う考え方の方法

■ 詳細パラメータスタディでは、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って、敷地の津
波評価に影響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを検討することとし、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルにおいて非常に大きく設定されている
パラメータ（すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せ）を、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討しているプレート間地震の津波評価の中で考慮することとした。
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②プレート間地震の津波評価への反映
（すべり量とライズタイムの組合せの分析）

■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディでは、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例(150～300s)の他、国内外のMw8～9クラスの
巨大地震の発生事例の検討結果に基づき、保守的にすべり量(37m)とライズタイム(120s)の組合せを考慮した。

■ 今回これに加えて、更に、国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度をもって、すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを考慮した。

第1020回資料2-1
p.47一部修正
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すべり量とライズタイムの組合せの比較分析結果
（ライズタイムを海域ごとの波速と隆起幅により基準化）
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・津波水位の等高線は、加藤ほか(2020)に基づく 海域ごとのライズタイムの基準化パラメータ

項目 算定根拠

波速c
各海域の浅部断層の波速は、海溝軸の水深の1/2を浅部領域の

平均水深hとし、 ghにより算定

海底
隆起幅A

各海域の浅部領域の幅は、地震調査委員会の長期評価の評価
対象領域等から算定

(0.5) (1.0) (1.5)
0
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(0.5)

(1.0)

(1.5)

60

基準化したライズタイムT’(=cT/A)

(0)

痕跡再現モデル

T：ライズタイム

詳細パラメータ
スタディのモデル
（すべり量37m、
ライズタイム120s）

南海トラフの痕跡再現モデルの
すべり量とライズタイムの組合せ

（参考）
日本海溝の津波評価手法
①～③の検討事例のモデル

国内外の巨大地震・津波の発生事例に基づき
保守的に設定したすべり量とライズタイムの組合せ

東北沖地震のモデル
(日本海溝の痕跡再現モデル)の
すべり量とライズタイムの組合せ

詳細パラメータ
スタディのモデル
（すべり量37m、
ライズタイム60s）

国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に
裕度を持って設定したすべり量とライズタイムの組合せ

：より慎重に裕度を持って検討した詳細パラメータスタディのモデル

（すべり量37m、ライズタイム60sのケース）

：国内外の発生事例に基づいた詳細パラメータスタディのモデル
（すべり量37m、ライズタイム120sのケース）

：痕跡再現モデル

【南海トラフの津波評価のモデル（当社評価）】

（参考）日本海溝の津波評価のモデル

■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディにおいて、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえて考慮することとした内閣府の最
大クラスモデルのすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せは、加藤ほか(2020)に基づく検討により、東北沖地震によるすべり量とライズタイムの組合せ、および、
国内外の巨大地震・津波の発生事例に基づき保守的に設定したすべり量とライズタイムの組合せに対して、より慎重に裕度をもった設定となっていることを確認した。

：日本海溝の津波評価手法①～③の検討事例のモデル

：東北沖地震のモデル（日本海溝の痕跡再現モデル）

「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」 による津波評価結果
：詳細パラメータスタディ
：より慎重に裕度を持って検討した詳細パラメータスタディ
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まとめ

○第981回審査会合におけるコメントを踏まえた、プレート間地震の津波評価への反映
■ 海溝軸付近のすべりの不均質性の影響に関する検討の結果、海溝軸から陸域側では、海溝軸から沖合側で見られるような海溝軸からの距離の影響は見られず、海溝軸から陸

域までの距離が近いことによって特別な考慮をする必要はないことを確認した。
また、当社のプレート間地震の津波評価は、不確かさの考慮として、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に基づき「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」に
よる検討を行っており、内閣府(2020)および南海トラフにおける津波堆積物調査の拡充を踏まえると、2020年までに確認されている痕跡高を再現する津波が最大クラスの津波と
して想定されるところ、この痕跡高を2~3倍程度上回る保守的なものとなっている。
これらのことから、当社のプレート間地震の津波評価は、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例や津波波源のすべりの不均質性の影響を踏まえても、不確かさの考
慮として十分保守的なものと考えられるが、第981回審査会合におけるコメントおよび国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、敷地の津波
評価に影響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って設定することとした。

■ 具体的には、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルの津波評価において他のパラメータの影響を代表するよう非常に大きく設定されて
いるすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討している当社のプレート間地震の津波評価の中で考慮すること
とした。

○第981回審査会合におけるコメント
■ 東北沖地震では、海溝軸付近で顕著なすべりの不均質が確認されている。海溝軸付近のすべりの不均質性の影響は、海溝軸から遠ければ津波伝播の過程で平均化されるが、

海溝軸からの距離が近ければ平均化されずに到達するので、小さなすべりの不均質であっても影響が出やすい。
国内外の巨大地震の津波事例が限られているなか、トラフ軸から近い浜岡においては、敷地の津波評価に影響の大きいすべり量、ライズタイムについて、更なる不確かさを考慮して
裕度を持って設定する必要がある。

○第981回審査会合における説明
■「(Ａ)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討を行っている当社のプレート間地震の津波評価では、津波審査ガイドに従い、文献調査及び津波堆積物調査の結果に

基づき設定した痕跡再現モデルをベースとして、保守的にMw9クラスの東北沖地震型の波源モデルを設定し、国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえてすべり量(37m)と
ライズタイム(120s)の組合せを含め網羅的なパラメータスタディを実施した。

■「(Ｂ)代表パラメータの検討による方法」で検討された内閣府の最大クラスモデルの津波評価では、非常に大きく設定されたパラメータ（すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合
せ）により、その他のパラメータの不確かさの影響を代表する方法で不確かさが考慮され、少ない検討ケースで南海トラフの全域を網羅する最大クラスの津波として想定された。

■ 上記の両評価は、波源設定の考え方が異なるものの、いずれも、2020年時点までの津波堆積物に関する最新知見を含め、確認されている痕跡高を2～3倍程度上回る想定と
なっており、内閣府(2020)では2020年時点までに実施された津波堆積物の調査資料から最大クラスの津波を推定できることを示唆するとされていることを踏まえると、いずれも、
十分な不確かさが考慮されていることを確認した。

・各種パラメータの不確かさに対し、安全側の評価を行うため波源モデル設定の方法は、以下（A）の方法のほか、（B）の方法があると考えられる。
（Ａ）各種パラメータの網羅的検討による方法：各パラメータの不確かさの組合せの科学的知見に基づく網羅的な検討により安全側の評価を行う考え方の方法
（Ｂ）代表パラメータの検討による方法：影響の大きい代表パラメータを非常に大きく設定することにより、その他の現象の津波評価への影響を代表させて安全側の評価を行う考え方の方法

第1020回資料2-1
p.51一部修正
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6 検討波源モデルの津波評価の詳細

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

・No.2コメント回答に伴い、日本海溝の手法を用いたモデルとの比較は、検討波源モデルの設定の段階で条件を揃えて行うこととしたため、
日本海溝の手法を用いたモデルのライズタイムは検討波源モデルと揃えることとし、ライズタイムの設定に関する記載を60sから150sに変更した。
また、日本海溝の津波評価手法モデル②③について、背景領域を設定しないモデルであることを明確にし、
波源モデルの図表もこれに合わせて修正した。

・なお、補足として、日本海溝の津波評価手法モデル①～③について、大すべり域の位置に関するパラメータスタディを実施し、
検討波源モデルによる評価結果と比較することにより、すべり量分布等のモデル設定の違いによる津波評価への影響も確認した。
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日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
（パラメータの設定方法）

第1020回資料2-2
p.625一部修正

■日本海溝の津波評価手法モデル①の設定フローを、以下に示す。
■ 日本海溝の津波評価手法モデル①では、広域の津波に着目した日本海溝の津波評価手法①※を用い、南海トラフおよび国内外の最新の科学的知見について

調査し、保守的に東北沖地震を含む国内外の巨大地震の発生事例を踏まえてパラメータを設定した。なお、検討対象海域が日本海溝ではなく南海トラフとなるこ
とを踏まえ、波源域に関連するパラメータ（断層の形状・面積・剛性率、沈み込むプレート運動）には、南海トラフの知見を反映した。

・ 既往地震に基づく面積（約8万km2) を拡大して南海トラフの波源の広がりを最大限考慮し設
定。

（津波断層域の面積S：約14万km2

そのうち、深さ10km以深の主部断層：約10万km2

深さ10km以浅の浅部断層：約4万km2)

設定方法

(1)津波断層域の設定

設定フロー

・ 平均すべり量：平均すべり量と津波断層域の全面積のスケーリング則に基づき、平均応力降下
量⊿σを3.1MPa、剛性率μを4.1×1010N/m2として設定。

・ 大すべり域(1.4D)：平均すべり量の1.4倍のすべり量を設定。
・ 中間大すべり域：なし。
・ 超大すべり域(3D)：平均すべり量の3倍のすべり量を設定。
・ 南海トラフの調査に基づきフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮し、各小断層のすべり量を

沈み込み速度に比例するよう設定。
・ 浅部断層の背景領域にもすべり量を設定する。

・MwとM0の関係式に基づき算定。

・東海地域の大すべり域の下端中央付近に設定。

(2)-2各領域のすべり量の設定

(4)動的パラメータの設定

(3)モーメントマグニチュードMwの算定

・ 大すべり域(1.4D)：南海トラフの過去地震で大きくすべった領域を踏まえて、浅部断層を含めた
津波断層域の約40%とし、基準位置として東海地域と南海地域の２箇所に設定。

・ 中間大すべり域：なし。
・ 超大すべり域(3D)：浅部断層を含めた津波断層域の約15%とし、大すべり域の中のトラフ沿

いの領域に設定。
（超大すべり域(3D)は深さ15kmまでの領域に設定）
・ 大すべり域と背景領域の境界部等に遷移領域を設定しない。

(2)-1大すべり域等の設定

(4)-1 破壊開始点の設定

(4)-2 破壊伝播速度の設定

(4)-3 ライズタイムの設定

・2.0km/sと設定。

・150sと設定。

(2)特性化したすべり量分布の設定

終了 ・大すべり域の面積には、超大すべり域の面積を含む。

※女川原子力発電所2号炉の津波評価における基準断層モデル①の手法（第778回審査会合 資料1-5-1「女川原子力発電所2号炉津波評価について」参照）

（D：平均すべり量）

津波断層域

超大すべり域(3D)

大すべり域(1.4D)

背景領域(0.33D)

下線部：検討波源モデルAと設定方法が異なる箇所

日本海溝の津波評価手法モデル①

浜岡原子力発電所

：破壊開始点
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
大すべり域の位置

【日本海溝の津波評価手法モデル①の設定】

・大すべり域(1.4D)は、津波断層域の全面積の約40%の面積で、遠州灘沖~紀伊半島沖および室戸
岬沖～日向灘沖の深さ約20kmより浅い側の領域に設定した。（各大すべり域の面積比は１：１）

・超大すべり域(3D)は、津波断層域の全面積の約15%の面積で、大すべり域の中のトラフ軸沿いの領域
に設定した。

■ 日本海溝の津波評価手法モデル①の大すべり域は、南海トラフ広域の痕跡再現モデルに基づき、トラフ軸付近を含めた領域に設定し、これを基準位置とした。

・なお、大すべり域の位置については、別途概略パラメータスタディを実施し、大すべり域の位置を東西に移動させて敷地への影響の大きいケースを検討している。

1) 大すべり域の面積には、超大すべり域の面積を含む。

浜岡原子力発電所

津波断層域

大すべり域(1.4D)

超大すべり域(3D)

➡ 津波断層域の全面積の約40%1)

➡ 144,379km2

➡ 津波断層域の全面積の約15％

・D：平均すべり量

南海トラフ広域の痕跡再現モデル

津波断層域 超大すべり域 大すべり域 背景領域

日本海溝の津波評価手法モデル①

第1020回資料2-2
p.626再掲
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
すべり量分布の設定方法

■プレート境界面浅部に破壊が伝播するケースのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定し、
超大すべり域には平均すべり量の3倍、大すべり域には1.4倍のすべり量を設定した。

■プレート境界面浅部に破壊が伝播するケースのすべり量分布の設定方法は以下のとおり。

日本海溝の津波評価手法モデル①
によるすべり量分布概念図

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約40%

【すべり量の設定】
平均応力降下量を3.1MPa、剛性率を4.1×1010N/m2として、各小断層の地震モーメントM0i の総和が津波断層域の全面積のス
ケーリング則から求められる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量はプレートの沈み込み速度に比例するように設定。※

Di：各小断層の平均すべり量 Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される主部断層の地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント

※ 内閣府(2012)と同様、上記のすべり量設定を行うにあたり、フィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮した痕跡再現モデルに
より歴史記録及び津波堆積物調査等による津波痕跡高の再現性を確認。

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：1.4Di

② 背景領域 ：0.33Di

③ 超大すべり域 ：3Di

各小断層の沈み込み速度分布

（Loveless and Meade(2010)を基に作成）

ト
ラ

フ
軸

深
さ

2
5
k
m

②背景領域

①大すべり域

③超大すべり域

第1020回資料2-2
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
すべり量分布の設定方法

１．巨視的波源特性の設定

各パラメータ一覧

２．微視的波源特性の設定

津波断層域の設定

プレート境界面形状の設定

スケーリング則の対象とする
津波断層域の面積Sの設定

スケーリング則の対象とする
平均応力降下量⊿σ、剛性率μの設定

・津波断層域全体の平均すべり量Dの算定

・津波断層域全体の地震モーメントM0の算定

 スケーリング則の適用
（円形破壊面を仮定した関係式）

プレート境界面
（すべり量分布のブロック割図）

項目 設定方法 設定値

スケーリング則の対象とする
津波断層域の面積S

駿河湾～日向灘沖の深さ0km
～40kmの領域

144,379(km2)

スケーリング則の対象とする
平均応力降下量⊿σ

杉野ほか(2013) 3.1(MPa)

スケーリング則の対象とする
剛性率μ

内閣府(2012)、
土木学会(2016)等

4.1×1010(N/m2)

津波断層域全体の
平均すべり量D

16/(7π3/2) ・Δσ・S1/2/μ 11.8(m)

津波断層域全体の
地震モーメント M0

μDS 7.0×1022(Nm)

項目 設定方法 設定値

超
大
す
べ
り
域

断層面積S3 津波断層域の面積 Sの15% 21,657(km2)

平均すべり量D3

津波断層域の平均すべり量D
の3倍

35.4(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo3 μD3S3 3.1×1022(Nm)

大
す
べ
り
域

断層面積S1.4 津波断層域の面積 Sの25% 36,095(km2)

平均すべり量D1.4

津波断層域の平均すべり量D
の1.4倍

16.5(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo1.4 μD1.4S1.4 2.4×1022(Nm)

背
景
領
域

断層面積S0.33 津波断層域の面積 Sの60% 86,628(km2)

平均すべり量D0.33

津波断層域の平均すべり量D
の0.33倍

3.9(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo0.33 μD0.33S0.33 1.4×1022(Nm)

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Mo’) Mo3+Mo1.4+Mo0.33 7.0×1022(Nm)

 断層面積S3,S1.4,S0.33の算定

 すべり量D3,D1.4,D0.33の算定

 地震モーメントMo3, Mo1.4, Mo0.33の算定

断層モデルへの微視的波源特性の反映（次頁参照）

３．日本海溝の津波評価手法モデルの設定

モーメントマグニチュードMwの算定

 設定したプレート境界面（すべり量分布のブロック割図）に微視的波源
特性を反映

 各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう
設定

 上記設定により、地震モーメントが大きくなるが、保守的な評価となるため、
地震モーメントの調整（背景領域のすべり量の調整）は行わない

項目 設定値

津
波
断
層
域
全
体

津波断層域の面積S 144,379(km2)

地震モーメントM0 8.4×1022(Nm)

Mw 9.2

平均応力降下量⊿σ ※1 3.1(MPa)

平均すべり量D 14.2(m)

最大すべり量Dmax※2 36.7(m)

剛性率 μ 4.1×1010(N/m2)

破壊伝播速度vr 2.0(km/s)

すべり角λ
フィリピン海プレートの運
動方向に基づいて設定

ライズタイムτ 150(s)

各領域のすべり量の設定、地震ﾓｰﾒﾝﾄの合計値Mo’の算定

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 東海地域の最大すべり量を記載

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

背景領域

津波断層域

第1020回資料2-2
p.628一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
すべり量分布の設定方法

設定したプレート境界面（すべり量分布のブロック割図）に微視的波源特性を反映し、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定。

背景領域 ：0.33Di

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 

20km↓

2 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 

3 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 3.89 3.89 

10km↓

4 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 16.51 3.89 3.89 

5 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 

6 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 

0km↓

7 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 

8 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 16.51 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 35.38 16.51 3.89 3.89 

各小断層のすべり量Di(m）・・・①

大すべり域 ：1.4Di 超大すべり域 ：3Di

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 28.4 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 18.4 

20km↓

2 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 

3 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 56.2 56.2 55.0 53.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 44.9 44.9 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 

10km↓

4 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 54.1 48.0 48.0 42.3 35.9 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 18.4 

5 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 56.2 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 46.5 46.5 44.9 44.9 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 25.4 

6 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 25.4 25.4 

0km↓

7 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 53.0 53.0 51.7 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 44.9 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 28.4 25.4 25.4 

8 69.8 69.8 67.5 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 53.0 53.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 44.9 44.9 54.1 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 35.9 28.4 25.4 25.4 

各小断層の沈み込み速度Vi（mm/year）・・・②

(Loveless and Meade(2010)を基に作成)

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 370 632 656 800 776 1120 1019 1113 682 707 707 683 608 584 407 535 536 434 770 620 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 530 503 471 547 590 661 759 833 656 656 606 607 608 534 357 461 489 438 620 386 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 617 539 562 637 710 808 831 882 655 655 681 606 608 609 458 510 510 542 542 387 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 484 482 481 455 555 631 605 731 655 604 630 681 580 505 328 404 430 513 541 516 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 406 480 504 454 579 655 780 730 604 704 629 578 554 529 403 404 510 565 514 465 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116

6 253 303 302 327 453 453 503 604 704 654 678 678 678 553 529 506 432 560 486 462 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87

0km↓

7 604 578 602 477 528 453 328 378 403 453 503 503 578 703 778 602 353 429 455 429 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 351 526 502 351 251 251 377 302 402 402 427 577 677 726 676 752 578 402 502 502 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

各小断層の面積Si（km2）・・・③

（内閣府(2012)）

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 5.21 5.21 5.04 5.04 4.91 4.91 4.45 4.31 4.20 4.11 4.11 3.96 3.86 3.86 3.76 3.76 3.76 3.64 3.64 3.64 3.52 3.52 3.47 3.47 3.35 3.58 3.16 3.16 2.68 2.68 2.12 2.12 2.12 2.12 1.90 1.90 1.37 1.37 

20km↓

2 5.21 5.21 5.04 5.04 4.91 4.91 4.45 4.31 4.31 4.20 4.11 4.11 3.96 3.86 3.76 3.76 3.76 3.64 3.64 3.64 3.52 3.52 3.47 3.47 3.35 3.58 3.58 3.16 3.16 2.68 2.68 2.68 2.12 2.12 2.12 1.90 1.90 1.37 

3 5.21 5.21 5.04 5.04 20.82 20.82 18.88 18.88 18.28 17.81 17.81 17.43 16.79 3.96 3.86 3.86 3.76 3.76 3.64 3.64 3.64 3.52 14.92 14.73 14.23 14.23 15.21 15.21 13.40 13.40 11.37 11.37 11.37 9.00 9.00 8.05 1.90 1.37 

10km↓

4 5.21 5.21 5.04 5.04 20.82 20.82 18.88 18.88 18.28 18.28 17.81 17.43 17.43 3.96 3.86 3.86 3.76 3.76 3.76 3.64 3.64 3.52 14.92 14.73 14.73 14.23 17.14 15.21 15.21 13.40 11.37 11.37 11.37 11.37 9.00 9.00 1.90 1.37 

5 5.21 5.21 5.04 5.04 20.82 44.60 44.60 40.46 40.46 39.17 38.15 38.15 17.43 4.11 3.96 3.86 3.86 3.76 3.76 3.76 3.64 3.64 14.92 31.57 31.57 30.48 30.48 36.73 32.59 32.59 28.72 28.72 24.37 24.37 19.28 9.00 1.90 1.90 

6 5.21 5.21 5.04 5.04 20.82 44.60 44.60 40.46 40.46 39.17 39.17 38.15 17.43 4.11 3.96 3.86 3.86 3.86 3.76 3.76 3.64 3.64 14.92 31.98 31.57 31.57 30.48 36.73 36.73 32.59 32.59 28.72 28.72 24.37 24.37 9.00 1.90 1.90 

0km↓

7 5.21 5.21 5.04 5.04 20.82 44.60 44.60 40.46 40.46 40.46 39.17 39.17 17.81 4.11 3.96 3.96 3.86 3.86 3.86 3.76 3.76 3.64 14.92 31.98 31.57 31.57 30.48 30.48 36.73 36.73 32.59 32.59 28.72 28.72 24.37 9.00 1.90 1.90 

8 5.21 5.21 5.04 5.04 21.39 44.60 44.60 44.60 40.46 40.46 39.17 39.17 17.81 4.11 3.96 3.96 3.96 3.86 3.86 3.76 3.76 3.64 15.43 31.98 31.98 31.57 30.48 30.48 36.73 36.73 36.73 32.59 32.59 28.72 24.37 9.00 1.90 1.90 

各小断層のすべり量Di
’ (m）・・・④

微視的波源特性の設定で算出した、超大すべ
り域、大すべり域、背景領域のすべり量を各ブ
ロックに設定する。

各小断層の沈み込み速度Vi(②）×各小断層
の面積Si(③)の総和を、面積Si(③)の合計で
除して、平均沈み込み速度Vを算出する。

V＝ (Σ Vi・Si)÷ΣSi

＝52.1(mm/year）

各小断層のすべり量Di (①)に、各小断層の沈
み込み速度Vi(②)と平均沈み込み速度Vの比
を乗じて、沈み込み速度分布を考慮したすべり
量Di‘ (④)を算出する。

Di‘＝Di×(Vi÷V)

②③から平均沈み込み速度V=52.1(mm/year）を算出

第1020回資料2-2
p.629一部修正
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微視的波源特性の設定から算出したM0 (＝
6.97×1022(Nm))に対し、各小断層の地震
モーメントM0i’ の総和は以下のとおり。

M0‘＝Σ M0i’＝Σ μDi‘Si

＝8.39×1022(Nm)

〇 M0’ はM0 より大きくなるが、保守的な評価と
なるため、地震モーメントの調整（背景領域の
すべり量の調整）は行わない。
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
すべり量分布の設定方法

■日本海溝の津波評価手法モデル①の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

日本海溝の津波評価手法モデル①の小断層のすべり量分布（m）

日本海溝の津波評価手法モデル①

浜岡原子力発電所

・ 駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

日本海溝の津波評価手法モデル①のすべり量

最大すべり量 (m)※ 平均すべり量 (m)

36.7 14.2

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.5 4.3 4.2 4.1 4.1 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.6 3.2 3.2 2.7 2.7 2.1 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.4 1.4

20km↓

2 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.5 4.3 4.3 4.2 4.1 4.1 4.0 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.6 3.6 3.2 3.2 2.7 2.7 2.7 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.4

3 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 20.8 18.9 18.9 18.3 17.8 17.8 17.4 16.8 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 3.6 3.6 3.5 14.9 14.7 14.2 14.2 15.2 15.2 13.4 13.4 11.4 11.4 11.4 9.0 9.0 8.0 1.9 1.4

10km↓

4 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 20.8 18.9 18.9 18.3 18.3 17.8 17.4 17.4 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 14.9 14.7 14.7 14.2 17.1 15.2 15.2 13.4 11.4 11.4 11.4 11.4 9.0 9.0 1.9 1.4

5 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 44.6 44.6 40.5 40.5 39.2 38.2 38.2 17.4 4.1 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 14.9 31.6 31.6 30.5 30.5 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 24.4 19.3 9.0 1.9 1.9

6 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 44.6 44.6 40.5 40.5 39.2 39.2 38.2 17.4 4.1 4.0 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 3.6 14.9 32.0 31.6 31.6 30.5 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 24.4 9.0 1.9 1.9

0km↓

7 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 44.6 44.6 40.5 40.5 40.5 39.2 39.2 17.8 4.1 4.0 4.0 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 14.9 32.0 31.6 31.6 30.5 30.5 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 9.0 1.9 1.9

8 5.2 5.2 5.0 5.0 21.4 44.6 44.6 44.6 40.5 40.5 39.2 39.2 17.8 4.1 4.0 4.0 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 15.4 32.0 32.0 31.6 30.5 30.5 36.7 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 24.4 9.0 1.9 1.9

津波断層域

超大すべり域（3D）

大すべり域（1.4D）

背景領域

津波断層域の
全面積の約40%

・D：平均すべり量

※東海地域の最大すべり量を記載

南海地域 東海地域

第1020回資料2-2
p.630再掲
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 8.4×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 (MPa)※1 3.1

平均すべり量 (m) 14.2

最大すべり量 (m)※2 36.7

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 5.5×1022

平均すべり量 (m) 12.2

最大すべり量 (m) ※2 36.7

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 2.9×1022

平均すべり量 (m) 20.3

最大すべり量 (m) ※2 36.7

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

日本海溝の津波評価手法モデル①

日本海溝の津波評価手法モデル①の断層パラメータ

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 東海地域の最大すべり量を記載

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

背景領域

第1020回資料2-2
p.631一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①の設定
（超大すべり域・大すべり域のすべり量）

■日本海溝の津波評価手法モデル①は、南海トラフにおけるフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮して設定しており、すべり量の設定は小断層ごとに異なっている。
■津波評価に影響の大きい日本海溝の津波評価手法モデル①の超大すべり域、大すべり域のすべり量について、平均値および最大値を算出した結果は以下のとおり。

超大すべり域の平均すべり量は、約31.5mとなっている。

項目 算定値

超大すべり域
平均 31.5m

最大 36.7m

大すべり域
平均 14.3m

最大 17.1m

平均すべり量 14.2m

日本海溝の津波評価手法モデル①のすべり量

日本海溝の津波評価手法モデル①の大すべり域周辺のすべり量(m)

遠州灘 駿河湾

深度40km↓ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116 

6 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87 

0km↓

7 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

日本海溝の津波評価手法モデル①の大すべり域周辺の小断層の面積(km2)

○超大すべり域、大すべり域の平均すべり量の算定方法
遠州灘沖の各小断層のすべり量と面積から重みを考慮して算出。

なお、津波励起に寄与しない陸域の小断層のすべり量は含めない。
Dave=Σ(Di・Si)÷ΣSi

Di:各小断層のすべり量、Si:各小断層の面積
○陸域の小断層については、灰色の文字で記載。

❶
❷

❹
❸

❺

❻
❼

❽

浜岡原子力発電所

超大すべり域の範囲

大すべり域の範囲

日本海溝の津波評価手法モデル①

遠州灘 駿河湾

深度40km↓ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.6 3.2 3.2 2.7 2.7 2.1 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.4 1.4

20km↓

2 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.6 3.6 3.2 3.2 2.7 2.7 2.7 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.4

3 3.6 3.5 14.9 14.7 14.2 14.2 15.2 15.2 13.4 13.4 11.4 11.4 11.4 9.0 9.0 8.0 1.9 1.4

10km↓

4 3.6 3.5 14.9 14.7 14.7 14.2 17.1 15.2 15.2 13.4 11.4 11.4 11.4 11.4 9.0 9.0 1.9 1.4

5 3.6 3.6 14.9 31.6 31.6 30.5 30.5 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 24.4 19.3 9.0 1.9 1.9

6 3.6 3.6 14.9 32.0 31.6 31.6 30.5 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 24.4 9.0 1.9 1.9

0km↓

7 3.8 3.6 14.9 32.0 31.6 31.6 30.5 30.5 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 9.0 1.9 1.9

8 3.8 3.6 15.4 32.0 32.0 31.6 30.5 30.5 36.7 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 24.4 9.0 1.9 1.9

大すべり域

超大すべり域

C2
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日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
パラメータの設定方法

■ 日本海溝の津波評価手法モデル②の設定フローを、以下に示す。
■ 日本海溝の津波評価手法モデル②では、敷地周辺の津波に着目した日本海溝の津波評価手法②※を用い、南海トラフおよび国内外の最新の科学的知見につ

いて調査し、保守的に東北沖地震を含む国内外の巨大地震の発生事例を踏まえてパラメータを設定した。なお、検討対象海域が日本海溝ではなく南海トラフとな
ることを踏まえ、波源域に関連するパラメータ（断層の形状・面積・剛性率、沈み込むプレート運動）には、南海トラフの知見を反映した

第1020回資料2-2
p.634一部修正

下線部：検討波源モデルAと設定方法が異なる箇所

・ 既往地震に基づく面積（約8万km2) を拡大して南海トラフの波源の広がりを最大限考慮し設
定。

（津波断層域の面積S：約14万km2

そのうち、深さ10km以深の主部断層：約10万km2

深さ10km以浅の浅部断層：約4万km2)

設定方法

(1)津波断層域の設定

設定フロー

・ 平均すべり量：平均すべり量と津波断層域の全面積のスケーリング則に基づき、平均応力降
下量⊿σを3MPa、剛性率μを4.1×1010N/m2として設定。

・ 大すべり域(2D)：平均すべり量の2×0.77倍(=1.54倍)のすべり量を設定。
・ 中間大すべり域：なし。
・ 超大すべり域(4D)：平均すべり量の4×0.77倍(=3.08倍)のすべり量を設定。
・ 南海トラフの調査に基づきフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮し、各小断層のすべり量を

沈み込み速度に比例するよう設定。
・ 浅部断層の基本すべり域にもすべり量を設定する。

・MwとM0の関係式に基づき算定。

・東海地域の大すべり域の中央下端付近に設定。

(2)-2各領域のすべり量の設定

(4)動的パラメータの設定

(3)モーメントマグニチュードMwの算定

・ 大すべり域(2D)：東海地域の過去地震で大きくすべった領域を踏まえて、津波断層域全体の
約20%とし、基準位置として東海地域に1箇所設定。

・ 中間大すべり域：なし。
・ 超大すべり域(4D)：津波断層域全体の約5%とし、大すべり域の中のトラフ沿いの領域に設

定。
(超大すべり域(4D)は深さ10km以浅の浅部断層に設定)
・ 大すべり域と背景領域の境界部等に遷移領域を設定しない。

(2)-1大すべり域等の設定

(4)-1 破壊開始点の設定

(4)-2 破壊伝播速度の設定

(4)-3 ライズタイムの設定

・2.0km/sと設定。

・150sと設定。

(2)特性化したすべり量分布の設定

終了

日本海溝の津波評価手法モデル②

・大すべり域の面積には、超大すべり域の面積を含む。

※ 女川原子力発電所2号炉の津波評価における基準断層モデル②の手法（第778回審査会合 資料1-5-1「女川原子力発電所2号炉津波評価について」参照）

津波断層域

超大すべり域(4D)

大すべり域(2D)

基本すべり域(D)

（D：基本すべり量）

浜岡原子力発電所

：破壊開始点
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
大すべり域の位置

【日本海溝の津波評価手法モデル②の設定】

・大すべり域(2D)は、遠州灘沖~紀伊半島沖の深さ約20kmより浅い側の領域に、津波断層域
の全面積の約20%の面積で設定した。

・超大すべり域(4D)は、津波断層域の全面積の約５％の面積で、大すべり域の中のトラフ軸沿い
の領域に設定した。

■ 日本海溝の津波評価手法モデル②の大すべり域は、遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルに基づき、トラフ軸付近を含めた領域に設定し、これを基準位置とした。

・なお、大すべり域の位置については、別途概略パラメータスタディを実施し、大すべり域の位置を東西に移動させて敷地への影響の大きいケースを検討している。

1) 大すべり域の面積には、超大すべり域の面積を含む。

津波断層域

大すべり域(2D)

超大すべり域(4D)

➡ 144,379km2

➡ 津波断層域の全面積の約20%1)

➡ 大すべり域の中のトラフ軸沿いの領域
（津波断層域の全面積の約５％）

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル

・D：基本すべり量

津波断層域 超大すべり域 大すべり域 遷移領域 背景領域もしくは基本すべり域 深い背景領域

日本海溝の津波評価手法モデル②

第1020回資料2-2
p.635一部修正
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■プレート境界面浅部に破壊が伝播するケースのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定し、
超大すべり域には平均すべり量の4倍、大すべり域には2倍のすべり量を設定した。

■プレート境界面浅部に破壊が伝播するケースのすべり量分布の設定方法は以下のとおり。

日本海溝の津波評価手法モデル②による
すべり量分布概念図

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

【すべり量の設定】
平均応力降下量を3MPa、剛性率を4.1×1010N/m2として、各小断層の地震モーメントM0i の総和が津波断層域の全面積のスケー
リング則から求められる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量はプレートの沈み込み速度に比例するように設定。※1

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：2Di
※2

② 超大すべり域 ：4Di
※2

③ 基本すべり域 ：領域①～③の小断層の地震モーメントM0iの総和が、M0となるすべり量Dbを設定

Di：各小断層の平均すべり量 Db：基本すべり域のすべり量(=aDi、aは定数) Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント

※1 内閣府(2012)と同様、上記のすべり量設定を行うにあたり、フィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮した痕跡再現モデル に
より歴史記録及び津波堆積物調査等による津波痕跡高の再現性を確認。

※2 各小断層の地震モーメントの総和がスケーリング則から算定される地震モーメントと整合するよう、 ①大すべり域、②超大すべり
域のすべり量に係数0.77を乗じた。

各小断層の沈み込み速度分布
（Loveless and Meade(2010)を基に作成）

ト
ラ

フ
軸

①大すべり域

②超大すべり域

③基本すべり域

深
さ

2
0
k
m

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
すべり量分布の設定方法

第1020回資料2-2
p.636一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
すべり量分布の設定方法

第1020回資料2-2
p.637一部修正

１．巨視的波源特性の設定 ２．微視的波源特性の設定

各パラメータ一覧

各領域のすべり量の設定、地震ﾓｰﾒﾝﾄの合計値Mo’の算定津波断層域の設定

プレート境界面形状の設定

スケーリング則の対象とする
津波断層域の面積Sの設定

スケーリング則の対象とする
平均応力降下量⊿σ、剛性率μの設定

・津波断層域全体の平均すべり量Dの算定

・津波断層域全体の地震モーメントM0の算定

 スケーリング則の適用
（円形破壊面を仮定した関係式）

プレート境界面
（すべり量分布のブロック割図）

項目 設定方法 設定値

津波断層域の面積S
駿河湾～日向灘沖の深さ0km
～40kmの領域

144,379(km2)

スケーリング則の対象とする
平均応力降下量⊿σ

内閣府(2012)、
Murotani et al.(2013)

3.0(MPa)

スケーリング則の対象とする
剛性率μ

内閣府(2012)、
土木学会(2016)等

4.1×1010(N/m2)

津波断層域全体の
平均すべり量D

16/(7π3/2) ・Δσ・S1/2/μ 11.4(m)

津波断層域全体の
地震モーメント M0

μDS 6.8×1022(Nm)

断層モデルへの微視的波源特性の反映（次頁以降参照）

モーメントマグニチュードMwの算定

項目 設定値

津
波
断
層
域
全
体

津波断層域の面積S 144,379(km2)

地震モーメントM0 6.8×1022(Nm)

Mw 9.2

平均応力降下量⊿σ※ 3.0(MPa)

平均すべり量D 11.4(m)

最大すべり量Dmax 36.5(m)

剛性率 μ 4.1×1010(N/m2)

破壊伝播速度vr 2.0(km/s)

すべり角λ
フィリピン海プレートの運動

方向に基づいて設定

ライズタイムτ 150(s)

 断層面積S4,S2,S1の算定

 すべり量D4,D2,D1の算定

 地震モーメントMo4, Mo2, Mo1の算定

項目 設定方法 設定値

超
大
す
べ
り
域

断層面積(S4) 津波断層域の断層面積Sの5% 7,219(km2)

平均すべり量(D4) 津波断層域の平均すべり量Dの4倍 45.7(m)

剛性率(μ) 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Mo4) μD4S4 1.4×1022(Nm)

大
す
べ
り
域

断層面積(S2) 津波断層域の断層面積Sの15% 21,657(km2)

平均すべり量(D2) 津波断層域の平均すべり量Dの2倍 22.8(m)

剛性率(μ) 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Mo2) μD2S2 2.0×1022(Nm)

基
本
す
べ
り
域

断層面積(S1) 津波断層域の断層面積Sの80% 115,504(km2)

平均すべり量(D1) 津波断層域の平均すべり量Dの1倍 11.4(m)

剛性率(μ) 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Mo1) μD1S1 5.4×1022(Nm)

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Mo’) Mo4+Mo2+Mo1 8.8×1022(Nm)

 設定したプレート境界面（すべり量分布のブロック割図）に微視的波源
特性を反映

 各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう
設定

 上記設定による地震モーメントの変化分を、背景領域のすべり量で調整

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

基本すべり域

地震モーメントの調整（すべり量の調整）

 Mo／Mo’＝6.8×1022(Nm)÷8.8×1022(Nm)＝0.77

 上記係数を用いて、各領域のすべり量を一律に調整する。

調整前 調整後

超大すべり域 45.7(m) 35.1(m)

大すべり域 22.8(m) 17.6(m)

基本すべり域 11.4(m) 8.8(m)

・基本すべり域の平均すべり量を、基本すべり量とする。

津波断層域

※スケーリング則の対象とした平均応力降下量

３．日本海溝の津波評価手法モデルの設定

・ 「日本海溝の津波評価手法②③の検証事例のモデル」は、「日本海溝の津波評価手法①の検証事例のモデル」との断層面積比率を考慮して、大すべり域・超大すべり域のすべり量の割増しと、それに応じて基本すべり域のすべり量を割引いた背景領域を設定する考え方の手法となっている。
（第778回審査会合 資料1-5-1「女川原子力発電所2号炉津波評価について」 p.54参照）
当社の「日本海溝の津波評価手法モデル②③」は、「日本海溝の津波評価手法モデル①」との断層面積比率が１であることから、大すべり域・超大すべり域のすべり量を割増しせず、それに応じて背景領域を設定せずにモデル設定を行った。
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日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
すべり量分布の設定方法

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 

20km↓

2 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 

3 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 

10km↓

4 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 8.78 8.78 

5 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 8.78 8.78 

6 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 8.78 8.78 

0km↓

7 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 17.56 8.78 8.78 

8 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 35.12 8.78 8.78 

各小断層のすべり量Di(m）・・・①

大すべり域 ：2Di基本すべり域 ：1Di 超大すべり域 ：4Di

設定したプレート境界面（すべり量分布のブロック割図）に微視的波源特性を反映し、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定。

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 28.4 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 18.4 

20km↓

2 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 

3 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 56.2 56.2 55.0 53.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 44.9 44.9 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 

10km↓

4 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 54.1 48.0 48.0 42.3 35.9 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 18.4 

5 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 56.2 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 46.5 46.5 44.9 44.9 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 25.4 

6 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 25.4 25.4 

0km↓

7 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 53.0 53.0 51.7 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 44.9 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 28.4 25.4 25.4 

8 69.8 69.8 67.5 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 53.0 53.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 44.9 44.9 54.1 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 35.9 28.4 25.4 25.4 

各小断層の沈み込み速度Vi（mm/year）・・・②

(Loveless and Meade(2010)を基に作成)

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 370 632 656 800 776 1120 1019 1113 682 707 707 683 608 584 407 535 536 434 770 620 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 530 503 471 547 590 661 759 833 656 656 606 607 608 534 357 461 489 438 620 386 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 617 539 562 637 710 808 831 882 655 655 681 606 608 609 458 510 510 542 542 387 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 484 482 481 455 555 631 605 731 655 604 630 681 580 505 328 404 430 513 541 516 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 406 480 504 454 579 655 780 730 604 704 629 578 554 529 403 404 510 565 514 465 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116

6 253 303 302 327 453 453 503 604 704 654 678 678 678 553 529 506 432 560 486 462 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87

0km↓

7 604 578 602 477 528 453 328 378 403 453 503 503 578 703 778 602 353 429 455 429 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 351 526 502 351 251 251 377 302 402 402 427 577 677 726 676 752 578 402 502 502 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

各小断層の面積Si（km2）・・・③

（内閣府(2012)）

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 8.20 7.93 7.93 7.83 7.83 7.56 8.09 7.13 7.13 6.05 6.05 4.78 4.78 4.78 4.78 4.28 4.28 3.10 3.10 

20km↓

2 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 8.20 7.93 7.93 7.83 7.83 7.56 8.09 8.09 7.13 7.13 6.05 6.05 6.05 4.78 4.78 4.78 4.28 4.28 3.10 

3 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.47 9.47 9.27 8.93 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 8.20 8.20 7.93 7.93 7.83 7.56 7.56 8.09 8.09 7.13 7.13 6.05 6.05 6.05 4.78 4.78 4.28 4.28 3.10 

10km↓

4 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 7.93 15.87 15.67 15.67 15.13 18.23 16.17 16.17 14.25 12.10 12.10 12.10 12.10 9.57 9.57 4.28 3.10 

5 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.47 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 15.87 15.67 15.67 15.13 15.13 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 12.10 9.57 9.57 4.28 4.28 

6 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 8.20 15.87 15.87 15.67 15.67 15.13 18.23 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 12.10 9.57 4.28 4.28 

0km↓

7 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 8.93 8.93 8.71 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 15.87 15.87 15.67 15.67 15.13 15.13 18.23 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 9.57 4.28 4.28 

8 11.76 11.76 11.37 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 8.93 8.93 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 32.82 31.74 31.74 31.33 30.26 30.26 36.46 36.46 36.46 32.34 32.34 28.50 24.19 19.14 4.28 4.28 

各小断層のすべり量Di
’ (m）・・・④

微視的波源特性の設定で算出した、超大すべ
り域、大すべり域、基本すべり域のすべり量を各
ブロックに設定する。

各小断層の沈み込み速度Vi(②）×各小断層
の面積Si(③)の総和を、面積Si(③)の合計で
除して、平均沈み込み速度Vを算出する。

V＝ (Σ Vi・Si)÷ΣSi

＝52.1(mm/year）

各小断層のすべり量Di (①)に、各小断層の沈
み込み速度Vi(②)と平均沈み込み速度Vの比
を乗じて、沈み込み速度分布を考慮したすべり
量Di‘ (④)を算出する。

Di‘＝Di×(Vi÷V)

②③から平均沈み込み速度V=52.1(mm/year）を算出
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
すべり量分布の設定方法

各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定したことによる地震モーメントの増分を、基本すべり域のすべり量で調整。

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 8.20 7.93 7.93 7.83 7.83 7.56 8.09 7.13 7.13 6.05 6.05 4.78 4.78 4.78 4.78 4.28 4.28 3.10 3.10 

20km↓

2 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 8.20 7.93 7.93 7.83 7.83 7.56 8.09 8.09 7.13 7.13 6.05 6.05 6.05 4.78 4.78 4.78 4.28 4.28 3.10 

3 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.47 9.47 9.27 8.93 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 8.20 8.20 7.93 7.93 7.83 7.56 7.56 8.09 8.09 7.13 7.13 6.05 6.05 6.05 4.78 4.78 4.28 4.28 3.10 

10km↓

4 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 7.93 15.87 15.67 15.67 15.13 18.23 16.17 16.17 14.25 12.10 12.10 12.10 12.10 9.57 9.57 4.28 3.10 

5 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.47 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.47 8.20 8.20 15.87 15.67 15.67 15.13 15.13 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 12.10 9.57 9.57 4.28 4.28 

6 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 9.27 8.93 8.71 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 8.20 15.87 15.87 15.67 15.67 15.13 18.23 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 12.10 9.57 4.28 4.28 

0km↓

7 11.76 11.76 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 8.93 8.93 8.71 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 15.87 15.87 15.67 15.67 15.13 15.13 18.23 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 9.57 4.28 4.28 

8 11.76 11.76 11.37 11.37 11.37 11.07 11.07 11.07 10.04 10.04 9.72 9.72 9.47 9.27 8.93 8.93 8.93 8.71 8.71 8.47 8.47 8.20 32.82 31.74 31.74 31.33 30.26 30.26 36.46 36.46 36.46 32.34 32.34 28.50 24.19 19.14 4.28 4.28 

各小断層のすべり量Di
’ (m）・・・④

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 370 632 656 800 776 1120 1019 1113 682 707 707 683 608 584 407 535 536 434 770 620 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 530 503 471 547 590 661 759 833 656 656 606 607 608 534 357 461 489 438 620 386 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 617 539 562 637 710 808 831 882 655 655 681 606 608 609 458 510 510 542 542 387 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 484 482 481 455 555 631 605 731 655 604 630 681 580 505 328 404 430 513 541 516 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 406 480 504 454 579 655 780 730 604 704 629 578 554 529 403 404 510 565 514 465 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116

6 253 303 302 327 453 453 503 604 704 654 678 678 678 553 529 506 432 560 486 462 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87

0km↓

7 604 578 602 477 528 453 328 378 403 453 503 503 578 703 778 602 353 429 455 429 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 351 526 502 351 251 251 377 302 402 402 427 577 677 726 676 752 578 402 502 502 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

各小断層の面積Si（km2）・・・③

（内閣府(2012)）

各小断層の地震モーメントM0i’ の総和が微視的
波源特性の設定から算出したM0 (＝
6.76×1022(Nm))と一致するように係数αを算
出する。

M0‘＝Σ M0i’＝Σ μDi‘Si

➡ ⑤＝μ×④×③を算出

M0’＝6.49×1022(Nm)

○ M0 とM0’ が一致するように係数aを算出。

係数aを基本すべり域のすべり量設定に代入し、
各小断層のすべり量を設定。

係数a＝1.06

基本すべり域の

すべり量D1i ’’(⑥)＝a・D1i’(④)

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 1.79 3.05 3.06 3.73 3.52 5.08 4.20 4.44 2.65 2.69 2.69 2.50 2.17 2.08 1.41 1.86 1.86 1.46 2.59 2.09 1.17 0.84 1.00 1.08 0.88 1.19 1.27 1.12 1.14 1.13 1.14 0.85 0.80 0.60 0.63 0.50 0.41 0.14 

20km↓

2 2.56 2.43 2.20 2.55 2.68 3.00 3.12 3.32 2.61 2.55 2.30 2.30 2.23 1.91 1.24 1.60 1.70 1.47 2.09 1.30 1.17 0.84 1.33 1.25 1.29 1.38 1.46 1.35 1.19 0.82 1.07 1.07 0.80 0.71 0.66 0.50 0.60 0.30 

3 2.98 2.60 2.62 2.97 3.22 3.67 3.42 3.63 2.61 2.54 2.64 2.30 2.22 2.23 1.64 1.82 1.77 1.88 1.82 1.30 1.21 0.93 1.02 1.09 1.46 0.89 1.38 1.53 1.34 1.48 1.26 1.07 0.89 0.71 0.56 0.46 0.60 0.30 

10km↓

4 2.34 2.32 2.24 2.12 2.52 2.86 2.49 3.01 2.61 2.41 2.44 2.59 2.20 1.85 1.17 1.44 1.49 1.78 1.88 1.73 1.73 1.60 2.36 2.33 2.31 2.54 3.24 3.21 2.19 2.23 1.76 2.39 2.02 2.40 1.61 1.84 0.75 0.42 

5 1.96 2.31 2.35 2.12 2.63 2.97 3.54 3.00 2.49 2.81 2.44 2.25 2.10 2.01 1.48 1.44 1.82 1.96 1.79 1.62 1.05 1.13 2.34 2.63 2.45 2.67 2.67 3.60 3.20 3.36 3.25 2.36 1.75 1.89 0.91 0.87 0.21 0.18 

6 1.22 1.46 1.41 1.53 2.05 2.05 2.28 2.48 2.90 2.60 2.70 2.63 2.58 2.10 1.94 1.81 1.54 2.00 1.69 1.61 1.56 1.38 2.81 2.64 2.60 2.59 2.97 3.21 3.40 2.51 2.51 2.50 2.36 1.26 1.53 0.87 0.21 0.18 

0km↓

7 2.91 2.79 2.81 2.23 2.40 2.06 1.49 1.56 1.66 1.87 2.01 2.00 2.24 2.67 2.85 2.20 1.26 1.53 1.62 1.49 1.58 1.86 3.77 3.76 4.36 3.72 3.28 4.05 3.76 2.82 2.51 2.35 1.63 1.79 1.41 0.93 0.24 0.15 

8 1.69 2.54 2.34 1.64 1.17 1.14 1.71 1.37 1.66 1.66 1.70 2.30 2.63 2.76 2.48 2.75 2.11 1.43 1.79 1.74 1.92 2.02 7.09 8.16 6.85 8.38 6.84 9.02 7.13 6.77 5.65 3.35 3.70 2.68 2.04 1.63 0.23 0.10 

各小断層の地震モーメントM0’（×1020 Nm）・・・⑤

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 10.65 10.32 10.05 9.83 9.83 9.47 9.24 9.24 8.99 8.99 8.99 8.71 8.71 8.71 8.42 8.42 8.31 8.31 8.03 8.58 7.56 7.56 6.42 6.42 5.08 5.08 5.08 5.08 4.54 4.54 3.29 3.29 

20km↓

2 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 10.65 10.32 10.32 10.05 9.83 9.83 9.47 9.24 8.99 8.99 8.99 8.71 8.71 8.71 8.42 8.42 8.31 8.31 8.03 8.58 8.58 7.56 7.56 6.42 6.42 6.42 5.08 5.08 5.08 4.54 4.54 3.29 

3 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 10.65 10.65 10.32 10.05 10.05 9.83 9.47 9.47 9.24 9.24 8.99 8.99 8.71 8.71 8.71 8.42 8.42 8.31 8.03 8.03 8.58 8.58 7.56 7.56 6.42 6.42 6.42 5.08 5.08 4.54 4.54 3.29 

10km↓

4 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 10.65 10.65 10.32 10.32 10.05 9.83 9.83 9.47 9.24 9.24 8.99 8.99 8.99 8.71 8.71 8.42 15.87 15.67 15.67 15.13 18.23 16.17 16.17 14.25 12.10 12.10 12.10 12.10 9.57 9.57 4.54 3.29 

5 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 11.75 10.65 10.65 10.32 10.05 10.05 9.83 9.83 9.47 9.24 9.24 8.99 8.99 8.99 8.71 8.71 15.87 15.67 15.67 15.13 15.13 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 12.10 9.57 9.57 4.54 4.54 

6 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 11.75 10.65 10.65 10.32 10.32 10.05 9.83 9.83 9.47 9.24 9.24 9.24 8.99 8.99 8.71 8.71 15.87 15.87 15.67 15.67 15.13 18.23 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 12.10 9.57 4.54 4.54 

0km↓

7 12.48 12.48 12.07 12.07 11.75 11.75 11.75 10.65 10.65 10.65 10.32 10.32 10.05 9.83 9.47 9.47 9.24 9.24 9.24 8.99 8.99 8.71 15.87 15.87 15.67 15.67 15.13 15.13 18.23 18.23 16.17 16.17 14.25 14.25 12.10 9.57 4.54 4.54 

8 12.48 12.48 12.07 12.07 12.07 11.75 11.75 11.75 10.65 10.65 10.32 10.32 10.05 9.83 9.47 9.47 9.47 9.24 9.24 8.99 8.99 8.71 32.82 31.74 31.74 31.33 30.26 30.26 36.46 36.46 36.46 32.34 32.34 28.50 24.19 19.14 4.54 4.54 

各小断層のすべり量Di
’’ (m）・・・⑥

微視的波源特性の設定で算出したMoと⑤の総和M0‘から係数a＝1.06を算出
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
すべり量分布の設定方法

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■日本海溝の津波評価手法モデル②の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

日本海溝の津波評価手法モデル② の小断層のすべり量分布（m）

日本海溝の津波評価手法モデル②

・ 駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

日本海溝の津波評価手法モデル② のすべり量

最大すべり量 (m) 平均すべり量 (m)

36.5 11.4

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 10.7 10.3 10.0 9.8 9.8 9.5 9.2 9.2 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.4 8.4 8.3 8.3 8.0 8.6 7.6 7.6 6.4 6.4 5.1 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 3.3 3.3

20km↓

2 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 10.7 10.3 10.3 10.0 9.8 9.8 9.5 9.2 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.4 8.4 8.3 8.3 8.0 8.6 8.6 7.6 7.6 6.4 6.4 6.4 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 3.3

3 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 10.7 10.7 10.3 10.0 10.0 9.8 9.5 9.5 9.2 9.2 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.4 8.4 8.3 8.0 8.0 8.6 8.6 7.6 7.6 6.4 6.4 6.4 5.1 5.1 4.5 4.5 3.3

10km↓

4 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 10.7 10.7 10.3 10.3 10.0 9.8 9.8 9.5 9.2 9.2 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 8.4 15.9 15.7 15.7 15.1 18.2 16.2 16.2 14.3 12.1 12.1 12.1 12.1 9.6 9.6 4.5 3.3

5 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 11.7 10.7 10.7 10.3 10.0 10.0 9.8 9.8 9.5 9.2 9.2 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 15.9 15.7 15.7 15.1 15.1 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 12.1 9.6 9.6 4.5 4.5

6 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 11.7 10.7 10.7 10.3 10.3 10.0 9.8 9.8 9.5 9.2 9.2 9.2 9.0 9.0 8.7 8.7 15.9 15.9 15.7 15.7 15.1 18.2 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 12.1 9.6 4.5 4.5

0km↓

7 12.5 12.5 12.1 12.1 11.7 11.7 11.7 10.7 10.7 10.7 10.3 10.3 10.0 9.8 9.5 9.5 9.2 9.2 9.2 9.0 9.0 8.7 15.9 15.9 15.7 15.7 15.1 15.1 18.2 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 9.6 4.5 4.5

8 12.5 12.5 12.1 12.1 12.1 11.7 11.7 11.7 10.7 10.7 10.3 10.3 10.0 9.8 9.5 9.5 9.5 9.2 9.2 9.0 9.0 8.7 32.8 31.7 31.7 31.3 30.3 30.3 36.5 36.5 36.5 32.3 32.3 28.5 24.2 19.1 4.5 4.5

津波断層域

超大すべり域（4D）

大すべり域（2D）

基本すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

・D：基本すべり量

浜岡原子力発電所
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 6.8×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 (MPa)※ 3.0

平均すべり量 (m) 11.4

最大すべり量 (m) 36.5

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 60

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.6×1022

平均すべり量 (m) 10.3

最大すべり量 (m) 18.2

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 2.1×1022

平均すべり量 (m) 15.0

最大すべり量 (m) 36.5

日本海溝の津波評価手法モデル② の断層パラメータ

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※スケーリング則の対象とした平均応力降下量

日本海溝の津波評価手法モデル②

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

基本すべり域

第1020回資料2-2
p.641一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②の設定
（超大すべり域・大すべり域のすべり量）

■日本海溝の津波評価手法モデル②は、南海トラフにおけるフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮して設定しており、すべり量の設定は小断層ごとに異なっている。
■津波評価に影響の大きい日本海溝の津波評価手法モデル②の超大すべり域、大すべり域のすべり量について、平均値および最大値を算出した結果は以下のとおり。

超大すべり域の平均すべり量は、約32.2mとなっている。

項目 算定値

超大すべり域
平均 32.2m

最大 36.5m

大すべり域
平均 15.4m

最大 18.2m

平均すべり量 11.4m

日本海溝の津波評価手法モデル②のすべり量

日本海溝の津波評価手法モデル②の大すべり域周辺のすべり量(m)

遠州灘 駿河湾

深度40km↓ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116 

6 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87 

0km↓

7 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

日本海溝の津波評価手法モデル②の大すべり域周辺の小断層の面積(km2)

○超大すべり域、大すべり域の平均すべり量の算定方法
遠州灘沖の各小断層のすべり量と面積から重みを考慮して算出。

なお、津波励起に寄与しない陸域の小断層のすべり量は含めない。
Dave=Σ(Di・Si)÷ΣSi

Di:各小断層のすべり量、Si:各小断層の面積
○陸域の小断層については、灰色の文字で記載。

❶
❷

❹
❸

❺

❻
❼

❽

浜岡原子力発電所

超大すべり域の範囲

大すべり域の範囲

日本海溝の津波評価手法モデル②

遠州灘 駿河湾

深度40km↓ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 8.4 8.4 8.3 8.3 8.0 8.6 7.6 7.6 6.4 6.4 5.1 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 3.3 3.3

20km↓

2 8.4 8.4 8.3 8.3 8.0 8.6 8.6 7.6 7.6 6.4 6.4 6.4 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 3.3

3 8.7 8.4 8.4 8.3 8.0 8.0 8.6 8.6 7.6 7.6 6.4 6.4 6.4 5.1 5.1 4.5 4.5 3.3

10km↓

4 8.7 8.4 15.9 15.7 15.7 15.1 18.2 16.2 16.2 14.3 12.1 12.1 12.1 12.1 9.6 9.6 4.5 3.3

5 8.7 8.7 15.9 15.7 15.7 15.1 15.1 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 12.1 9.6 9.6 4.5 4.5

6 8.7 8.7 15.9 15.9 15.7 15.7 15.1 18.2 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 12.1 9.6 4.5 4.5

0km↓

7 9.0 8.7 15.9 15.9 15.7 15.7 15.1 15.1 18.2 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 9.6 4.5 4.5

8 9.0 8.7 32.8 31.7 31.7 31.3 30.3 30.3 36.5 36.5 36.5 32.3 32.3 28.5 24.2 19.1 4.5 4.5

大すべり域

超大すべり域

C2
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
パラメータの設定方法

■ 日本海溝の津波評価手法モデル③の設定フローを、以下に示す。
■ 日本海溝の津波評価手法モデル③では、敷地周辺の津波に着目した日本海溝の津波評価手法③※を用い、南海トラフおよび国内外の最新の科学的知見につ

いて調査し、保守的に東北沖地震を含む国内外の巨大地震の発生事例を踏まえてパラメータを設定した。なお、検討対象海域が日本海溝ではなく南海トラフとな
ることを踏まえ、波源域に関連するパラメータ（断層の形状・面積・剛性率、沈み込むプレート運動）には、南海トラフの知見を反映した。

第1020回資料2-2
p.644一部修正

・既往地震に基づく面積（約8万km2) を拡大して南海トラフの波源の広がりを最大限考慮し設定。
（津波断層域の面積S：約14万km2

そのうち、深さ10km以深の主部断層：約10万km2

深さ10km以浅の浅部断層：約4万km2)

設定方法

(1)津波断層域の設定

設定フロー

・ 平均すべり量：平均すべり量と津波断層域の全面積のスケーリング則に基づき、平均応力降下
量⊿σを3MPa、剛性率μを4.1×1010N/m2として設定。

・ 大すべり域(2D)：平均すべり量の2×0.74倍(=1.48倍)のすべり量を設定。
・ 中間大すべり域(3D)：平均すべり量の3×0.74倍(=2.22倍)のすべり量を設定
・ 超大すべり域(4D)：平均すべり量の4×0.74倍(=2.96倍)のすべり量を設定。
・ 南海トラフの調査に基づきフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮し、各小断層のすべり量を

沈み込み速度に比例するよう設定。
・ 浅部断層の基本すべり領域にもすべり量を設定する。

・MwとM0の関係式に基づき算定。

・東海地域の大すべり域の中央下端付近に設定。

(2)-2各領域のすべり量の設定

(4)動的パラメータの設定

(3)モーメントマグニチュードMwの算定

・ 大すべり域(2D)：東海地域の過去地震で大きくすべった領域を踏まえて、津波断層域全体の
約20%とし、基準位置として東海地域に1箇所設定。

・ 中間大すべり域(3D)：津波断層域全体の約10%とし、超大すべり域と大すべり域の間の領域
に設定。

・超大すべり域(4D)：津波断層域全体の約5%とし、大すべり域の中のトラフ沿いの領域に設定。
（超大すべり域等(3D・4D) は深さ10km以浅の浅部断層に設定）
・ 大すべり域と背景領域の境界部等に遷移領域を設定しない。

(2)-1大すべり域等の設定

(4)-1 破壊開始点の設定

(4)-2 破壊伝播速度の設定

(4)-3 ライズタイムの設定

・2.0km/sと設定。

・150sと設定。

(2)特性化したすべり量分布の設定

終了
下線部：検討波源モデルAと設定方法が異なる箇所

日本海溝の津波評価手法モデル③

・ 大すべり域の面積には、超大すべり域、 中間大すべり域
の面積を含む。

・ 中間大すべり域の面積には、超大すべり域の面積を含む。

※女川原子力発電所2号炉の津波評価における基準断層モデル③の手法（第778回審査会合 資料1-5-1「女川原子力発電所2号炉津波評価について」参照）

津波断層域

超大すべり域(4D)

中間大すべり域(3D)

大すべり域(2D)

基本すべり域(D)

（D：基本すべり量）

浜岡原子力発電所

：破壊開始点

C2
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
大すべり域の位置

【日本海溝の津波評価手法モデル③の設定】

・大すべり域(2D)は、遠州灘沖~紀伊半島沖の深さ約20kmより浅い側の領域に、津波断層域の全面
積の約20%の面積で設定した。

・中間大すべり域(3D)は、津波断層域の全面積の約10%の面積で、超大すべり域と大すべり域の間の
領域に設定した。

・超大すべり域(4D)は、津波断層域の全面積の約５％の面積で、大すべり域の中のトラフ軸沿いの領域
に設定した。

■ 日本海溝の津波評価手法モデル③の大すべり域は、遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルに基づき、トラフ軸付近を含めた領域に設定し、これを基準位置とした。

・なお、大すべり域の位置については、別途概略パラメータスタディを実施し、大すべり域の位置を東西に移動させて敷地への影響の大きいケースを検討している。

1) 大すべり域の面積には、超大すべり域、中間大すべり域の面積を含む。
2) 中間大すべり域の面積には、超大すべり域の面積を含む。

津波断層域

大すべり域(2D)

超大すべり域(4D)

➡ 津波断層域の全面積の約20%1)

➡ 144,379km2

➡ 大すべり域の中のトラフ軸沿いの領域（津波断層域の全面積の約５％）

中間大すべり域(3D) ➡ 超大すべり域と大すべり域の間の領域（津波断層域の全面積の約10%2)）

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル

・D：基本すべり量

津波断層域 超大すべり域 中間大すべり域 大すべり域 遷移領域 背景領域もしくは基本すべり域 深い背景領域

日本海溝の津波評価手法モデル③

第1020回資料2-2
p.645一部修正

C2
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■プレート境界面浅部に破壊が伝播するケースのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定し、
超大すべり域には平均すべり量の4倍、中間大すべり域には3倍、大すべり域には2倍のすべり量を設定した。

■プレート境界面浅部に破壊が伝播するケースのすべり量分布の設定方法は以下のとおり。

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

【すべり量の設定】
平均応力降下量を3MPa、剛性率を4.1×1010N/m2として、各小断層の地震モーメントM0i の総和が津波断層域の全面積のスケー
リング則から求められる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量はプレートの沈み込み速度に比例するように設定。※1

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：2Di
※2

② 超大すべり域 ：4Di
※2

③ 基本すべり域 ：領域①～④の小断層の地震モーメントM0iの総和が、M0となるすべり量Dbを設定

④ 中間大すべり域 ：3Di
※2

Di：各小断層の平均すべり量 Db：基本すべり域のすべり量(=aDi、aは定数) Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント

※1 内閣府(2012)と同様、上記のすべり量設定を行うにあたり、フィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮した痕跡再現モデル に
より歴史記録及び津波堆積物調査等による津波痕跡高の再現性を確認。

※2 各小断層の地震モーメントの総和がスケーリング則から算定される地震モーメントと整合するよう、 ①大すべり域、②超大すべり
域、④中間大すべり域のすべり量に係数0.74を乗じた。

各小断層の沈み込み速度分布

（Loveless and Meade(2010)を基に作成）

日本海溝の津波評価手法モデル③による
すべり量分布概念図

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
すべり量分布の設定方法

第1020回資料2-2
p.646一部修正

ト
ラ

フ
軸

③基本すべり域

①大すべり域

②超大すべり域

④中間大すべり域

深
さ

2
0
k
m
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
すべり量分布の設定方法

第1020回資料2-2
p.647一部修正

１．巨視的波源特性の設定 ２．微視的波源特性の設定

各パラメータ一覧

各領域のすべり量の設定、地震ﾓｰﾒﾝﾄの合計値Mo’の算定津波断層域の設定

プレート境界面形状の設定

スケーリング則の対象とする
津波断層域の面積Sの設定

スケーリング則の対象とする
平均応力降下量⊿σ、剛性率μの設定

・津波断層域全体の平均すべり量Dの算定

・津波断層域全体の地震モーメントM0の算定

 スケーリング則の適用
（円形破壊面を仮定した関係式）

プレート境界面
（すべり量分布のブロック割図）

項目 設定方法 設定値

津波断層域の面積S
駿河湾～日向灘沖の深さ0km
～40kmの領域

144,379(km2)

スケーリング則の対象とする
平均応力降下量⊿σ

内閣府(2012)、
Murotani et al.(2013)

3.0(MPa)

スケーリング則の対象とする
剛性率μ

内閣府(2012)、
土木学会(2016)等

4.1×1010(N/m2)

津波断層域全体の
平均すべり量D

16/(7π3/2) ・Δσ・S1/2/μ 11.4(m)

津波断層域全体の
地震モーメント M0

μDS 6.8×1022(Nm)

断層モデルへの微視的波源特性の反映（次頁以降参照）

モーメントマグニチュードMwの算定

項目 設定値

津
波
断
層
域
全
体

津波断層域の面積S 144,379(km2)

地震モーメントM0 6.8×1022(Nm)

Mw 9.2

平均応力降下量⊿σ※ 3.0(MPa)

平均すべり量D 11.4(m)

最大すべり量Dmax 35.1(m)

剛性率 μ 4.1×1010(N/m2)

破壊伝播速度vr 2.0(km/s)

すべり角λ
フィリピン海プレートの運動

方向に基づいて設定

ライズタイムτ 150(s)

 断層面積S4～S1、すべり量D4～D1、地震ﾓｰﾒﾝﾄMo4 ～ Mo1の算定

項目 設定方法 設定値

超
大
す
べ
り
域

断層面積S4 津波断層域の断層面積Sの5% 7,219(km2)

平均すべり量D4 津波断層域の平均すべり量Dの4倍 45.7(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo4 μD4S4 1.4×1022(Nm)

中
間
大
す
べ
り
域

断層面積S3 津波断層域の断層面積Sの5% 7,219(km2)

平均すべり量D3 津波断層域の平均すべり量Dの3倍 34.2(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo3 μD3S3 1.0×1022(Nm)

大
す
べ
り
域

断層面積S2 津波断層域の断層面積Sの10% 14,438(km2)

平均すべり量D2 津波断層域の平均すべり量Dの2倍 22.8(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo2 μD2S2 1.4×1022(Nm)

基
本
す
べ
り
域

断層面積S1 津波断層域の断層面積Sの80% 115,504(km2)

平均すべり量D1 津波断層域の平均すべり量Dの1倍 11.4(m)

剛性率μ 内閣府(2012)、土木学会(2016)等 4.1×1010(N/m2)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo1 μD1S1 5.4×1022(Nm)

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo’ Mo4+Mo3+Mo2+Mo1 9.1×1022(Nm)

 設定したプレート境界面（すべり量分布のブロック割図）に微視的波源
特性を反映

 各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう
設定

 上記設定による地震モーメントの変化分を、背景領域のすべり量で調整

※ スケーリング則の対象とした平均応力降下量

津波断層域

超大すべり域

中間大すべり域

大すべり域

基本すべり域

地震モーメントの調整（すべり量の調整）

 Mo／Mo’＝6.8×1022(Nm)÷9.1×1022(Nm)＝0.74
 上記係数を用いて、各領域のすべり量を一律に調整する。

調整前 調整後

超大すべり域 45.7(m) 33.8(m)

中間大すべり域 34.2(m) 25.4(m)

大すべり域 22.8(m) 16.9(m)

基本すべり域 11.4(m) 8.5(m)

・基本すべり域の平均すべり量を、基本すべり量とする。

津波断層域

３．日本海溝の津波評価手法モデルの設定

・ 「日本海溝の津波評価手法②③の検証事例のモデル」は、「日本海溝の津波評価手法①の検証事例のモデル」との断層面積比率を考慮して、大すべり域・超大すべり域のすべり量の割増しと、それに応じて基本すべり域のすべり量を割引いた背景領域を設定する考え方の手法となっている。
（第778回審査会合 資料1-5-1「女川原子力発電所2号炉津波評価について」 p.54参照）
当社の「日本海溝の津波評価手法モデル②③」は、「日本海溝の津波評価手法モデル①」との断層面積比率が１であることから、大すべり域・超大すべり域のすべり量を割増しせず、それに応じて背景領域を設定せずにモデル設定を行った。
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
すべり量分布の設定方法

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 

20km↓

2 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 

3 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 

10km↓

4 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 8.45 8.45 

5 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 8.45 8.45 

6 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 16.91 8.45 8.45 

0km↓

7 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 25.36 8.45 8.45 

8 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 8.45 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 33.82 8.45 8.45 

各小断層のすべり量Di(m）・・・①

大すべり域 ：2Di基本すべり域 ：1Di 超大すべり域 ：4Di

設定したプレート境界面（すべり量分布のブロック割図）に微視的波源特性を反映し、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定。

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 28.4 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 18.4 

20km↓

2 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 

3 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 56.2 56.2 55.0 53.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 44.9 44.9 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 25.4 18.4 

10km↓

4 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 54.1 48.0 48.0 42.3 35.9 35.9 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 18.4 

5 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 56.2 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 46.5 46.5 44.9 44.9 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 28.4 25.4 25.4 

6 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 55.0 53.0 51.7 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 35.9 28.4 25.4 25.4 

0km↓

7 69.8 69.8 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 53.0 53.0 51.7 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 47.1 47.1 46.5 46.5 44.9 44.9 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 42.3 35.9 28.4 25.4 25.4 

8 69.8 69.8 67.5 67.5 67.5 65.7 65.7 65.7 59.6 59.6 57.7 57.7 56.2 55.0 53.0 53.0 53.0 51.7 51.7 50.3 50.3 48.7 48.7 47.1 47.1 46.5 44.9 44.9 54.1 54.1 54.1 48.0 48.0 42.3 35.9 28.4 25.4 25.4 

各小断層の沈み込み速度Vi（mm/year）・・・②

(Loveless and Meade(2010)を基に作成)

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 370 632 656 800 776 1120 1019 1113 682 707 707 683 608 584 407 535 536 434 770 620 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 530 503 471 547 590 661 759 833 656 656 606 607 608 534 357 461 489 438 620 386 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 617 539 562 637 710 808 831 882 655 655 681 606 608 609 458 510 510 542 542 387 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 484 482 481 455 555 631 605 731 655 604 630 681 580 505 328 404 430 513 541 516 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 406 480 504 454 579 655 780 730 604 704 629 578 554 529 403 404 510 565 514 465 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116

6 253 303 302 327 453 453 503 604 704 654 678 678 678 553 529 506 432 560 486 462 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87

0km↓

7 604 578 602 477 528 453 328 378 403 453 503 503 578 703 778 602 353 429 455 429 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 351 526 502 351 251 251 377 302 402 402 427 577 677 726 676 752 578 402 502 502 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

各小断層の面積Si（km2）・・・③

（内閣府(2012)）

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 7.90 7.64 7.64 7.54 7.54 7.28 7.79 6.86 6.86 5.82 5.82 4.61 4.61 4.61 4.61 4.12 4.12 2.98 2.98 

20km↓

2 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 7.90 7.64 7.64 7.54 7.54 7.28 7.79 7.79 6.86 6.86 5.82 5.82 5.82 4.61 4.61 4.61 4.12 4.12 2.98 

3 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.12 9.12 8.92 8.60 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 7.90 7.90 7.64 7.64 7.54 7.28 7.28 7.79 7.79 6.86 6.86 5.82 5.82 5.82 4.61 4.61 4.12 4.12 2.98 

10km↓

4 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 7.64 15.28 15.09 15.09 14.57 17.55 15.57 15.57 13.72 11.65 11.65 11.65 11.65 9.21 9.21 4.12 2.98 

5 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.12 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 15.28 15.09 15.09 14.57 14.57 17.55 15.57 15.57 13.72 13.72 11.65 11.65 9.21 9.21 4.12 4.12 

6 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 7.90 15.28 15.28 15.09 15.09 14.57 17.55 17.55 15.57 15.57 13.72 13.72 11.65 11.65 9.21 4.12 4.12 

0km↓

7 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.60 8.60 8.39 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 22.92 22.92 22.63 22.63 21.85 21.85 26.33 26.33 23.36 23.36 20.59 20.59 17.47 13.82 4.12 4.12 

8 11.32 11.32 10.95 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.60 8.60 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 31.60 30.56 30.56 30.17 29.14 29.14 35.11 35.11 35.11 31.15 31.15 27.45 23.30 18.43 4.12 4.12 

各小断層のすべり量Di
’ (m）・・・④

微視的波源特性の設定で算出した、超大すべ
り域、中間大すべり域、大すべり域、基本すべり
域のすべり量を各ブロックに設定する。

各小断層の沈み込み速度Vi(②）×各小断層
の面積Si(③)の総和を、面積Si(③)の合計で
除して、平均沈み込み速度Vを算出する。

V＝ (Σ Vi・Si)÷ΣSi

＝52.1(mm/year）

各小断層のすべり量Di (①)に、各小断層の沈
み込み速度Vi(②)と平均沈み込み速度Vの比
を乗じて、沈み込み速度分布を考慮したすべり
量Di‘ (④)を算出する。

Di‘＝Di×(Vi÷V)

②③から平均沈み込み速度V=52.1(mm/year）を算出

中間大すべり域 ：3Di

第1020回資料2-2
p.648一部修正

C2



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 603

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
すべり量分布の設定方法

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 1.72 2.93 2.95 3.59 3.39 4.89 4.04 4.27 2.55 2.59 2.59 2.41 2.09 2.01 1.36 1.79 1.79 1.41 2.49 2.01 1.13 0.81 0.96 1.04 0.85 1.14 1.22 1.08 1.10 1.09 1.10 0.82 0.77 0.58 0.61 0.48 0.39 0.13 

20km↓

2 2.46 2.34 2.11 2.45 2.58 2.89 3.01 3.20 2.52 2.45 2.22 2.22 2.14 1.84 1.20 1.54 1.64 1.42 2.01 1.25 1.12 0.81 1.28 1.21 1.24 1.33 1.40 1.30 1.15 0.79 1.03 1.03 0.77 0.68 0.64 0.49 0.57 0.29 

3 2.87 2.50 2.52 2.86 3.10 3.53 3.30 3.49 2.51 2.45 2.54 2.22 2.14 2.15 1.58 1.75 1.71 1.81 1.76 1.25 1.17 0.89 0.98 1.05 1.41 0.86 1.33 1.48 1.29 1.43 1.21 1.03 0.86 0.68 0.54 0.44 0.57 0.29 

10km↓

4 2.25 2.24 2.16 2.04 2.43 2.76 2.40 2.90 2.51 2.32 2.35 2.49 2.12 1.78 1.13 1.39 1.44 1.72 1.81 1.67 1.67 1.54 2.27 2.24 2.23 2.44 3.12 3.09 2.11 2.14 1.70 2.30 1.94 2.31 1.55 1.77 0.72 0.41 

5 1.88 2.23 2.26 2.04 2.53 2.86 3.41 2.89 2.39 2.70 2.35 2.16 2.02 1.93 1.42 1.39 1.75 1.89 1.72 1.56 1.01 1.09 2.25 2.53 2.36 2.57 2.57 3.47 3.08 3.24 3.13 2.27 1.69 1.82 0.87 0.84 0.21 0.17 

6 1.17 1.40 1.36 1.47 1.98 1.98 2.20 2.39 2.79 2.51 2.60 2.53 2.48 2.02 1.86 1.74 1.48 1.93 1.62 1.55 1.50 1.33 2.71 2.54 2.50 2.50 2.86 3.09 3.28 2.42 2.41 2.41 2.27 1.21 1.47 0.84 0.21 0.17 

0km↓

7 2.81 2.68 2.70 2.14 2.31 1.98 1.43 1.50 1.60 1.80 1.93 1.93 2.16 2.57 2.74 2.12 1.21 1.48 1.56 1.44 1.52 1.79 5.44 5.44 6.30 5.37 4.73 5.85 5.43 4.08 3.62 3.39 2.36 2.59 2.03 1.34 0.23 0.15 

8 1.63 2.44 2.25 1.58 1.13 1.10 1.65 1.32 1.59 1.59 1.64 2.22 2.53 2.66 2.38 2.65 2.04 1.38 1.73 1.68 1.85 1.95 6.82 7.86 6.60 8.07 6.59 8.69 6.87 6.52 5.44 3.23 3.56 2.58 1.96 1.57 0.23 0.09 

各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定したことによる地震モーメントの増分を、基本すべり域のすべり量で調整。

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 7.90 7.64 7.64 7.54 7.54 7.28 7.79 6.86 6.86 5.82 5.82 4.61 4.61 4.61 4.61 4.12 4.12 2.98 2.98 

20km↓

2 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 7.90 7.64 7.64 7.54 7.54 7.28 7.79 7.79 6.86 6.86 5.82 5.82 5.82 4.61 4.61 4.61 4.12 4.12 2.98 

3 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.12 9.12 8.92 8.60 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 7.90 7.90 7.64 7.64 7.54 7.28 7.28 7.79 7.79 6.86 6.86 5.82 5.82 5.82 4.61 4.61 4.12 4.12 2.98 

10km↓

4 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 7.64 15.28 15.09 15.09 14.57 17.55 15.57 15.57 13.72 11.65 11.65 11.65 11.65 9.21 9.21 4.12 2.98 

5 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.12 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 8.16 7.90 7.90 15.28 15.09 15.09 14.57 14.57 17.55 15.57 15.57 13.72 13.72 11.65 11.65 9.21 9.21 4.12 4.12 

6 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.92 8.60 8.39 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 7.90 15.28 15.28 15.09 15.09 14.57 17.55 17.55 15.57 15.57 13.72 13.72 11.65 11.65 9.21 4.12 4.12 

0km↓

7 11.32 11.32 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.60 8.60 8.39 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 22.92 22.92 22.63 22.63 21.85 21.85 26.33 26.33 23.36 23.36 20.59 20.59 17.47 13.82 4.12 4.12 

8 11.32 11.32 10.95 10.95 10.95 10.66 10.66 10.66 9.67 9.67 9.36 9.36 9.12 8.92 8.60 8.60 8.60 8.39 8.39 8.16 8.16 7.90 31.60 30.56 30.56 30.17 29.14 29.14 35.11 35.11 35.11 31.15 31.15 27.45 23.30 18.43 4.12 4.12 

各小断層のすべり量Di
’ (m）・・・④

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 370 632 656 800 776 1120 1019 1113 682 707 707 683 608 584 407 535 536 434 770 620 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 530 503 471 547 590 661 759 833 656 656 606 607 608 534 357 461 489 438 620 386 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 617 539 562 637 710 808 831 882 655 655 681 606 608 609 458 510 510 542 542 387 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 484 482 481 455 555 631 605 731 655 604 630 681 580 505 328 404 430 513 541 516 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 406 480 504 454 579 655 780 730 604 704 629 578 554 529 403 404 510 565 514 465 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116

6 253 303 302 327 453 453 503 604 704 654 678 678 678 553 529 506 432 560 486 462 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87

0km↓

7 604 578 602 477 528 453 328 378 403 453 503 503 578 703 778 602 353 429 455 429 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 351 526 502 351 251 251 377 302 402 402 427 577 677 726 676 752 578 402 502 502 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

各小断層の面積Si（km2）・・・③

（内閣府(2012)）

各小断層の地震モーメントM0i’ の総和が微視的
波源特性の設定から算出したM0 (＝
6.76×1022(Nm))と一致するように係数αを算
出する。

M0‘＝Σ M0i’＝Σ μDi‘Si

➡ ⑤＝μ×④×③を算出

M0’＝6.45×1022(Nm)

○ M0 とM0’ が一致するように係数aを算出。

係数aを基本すべり域のすべり量設定に代入し、
各小断層のすべり量を設定。

係数a＝1.07

基本すべり域の

すべり量D1i ’’(⑥)＝a・D1i’(④)

各小断層の地震モーメントM0’（×1020 Nm）・・・⑤

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 10.39 10.06 9.80 9.59 9.59 9.24 9.02 9.02 8.77 8.77 8.77 8.49 8.49 8.49 8.21 8.21 8.11 8.11 7.83 8.37 7.38 7.38 6.26 6.26 4.95 4.95 4.95 4.95 4.43 4.43 3.21 3.21 

20km↓

2 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 10.39 10.06 10.06 9.80 9.59 9.59 9.24 9.02 8.77 8.77 8.77 8.49 8.49 8.49 8.21 8.21 8.11 8.11 7.83 8.37 8.37 7.38 7.38 6.26 6.26 6.26 4.95 4.95 4.95 4.43 4.43 3.21 

3 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 10.39 10.39 10.06 9.80 9.80 9.59 9.24 9.24 9.02 9.02 8.77 8.77 8.49 8.49 8.49 8.21 8.21 8.11 7.83 7.83 8.37 8.37 7.38 7.38 6.26 6.26 6.26 4.95 4.95 4.43 4.43 3.21 

10km↓

4 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 10.39 10.39 10.06 10.06 9.80 9.59 9.59 9.24 9.02 9.02 8.77 8.77 8.77 8.49 8.49 8.21 15.28 15.09 15.09 14.57 17.55 15.57 15.57 13.72 11.65 11.65 11.65 11.65 9.21 9.21 4.43 3.21 

5 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 11.46 10.39 10.39 10.06 9.80 9.80 9.59 9.59 9.24 9.02 9.02 8.77 8.77 8.77 8.49 8.49 15.28 15.09 15.09 14.57 14.57 17.55 15.57 15.57 13.72 13.72 11.65 11.65 9.21 9.21 4.43 4.43 

6 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 11.46 10.39 10.39 10.06 10.06 9.80 9.59 9.59 9.24 9.02 9.02 9.02 8.77 8.77 8.49 8.49 15.28 15.28 15.09 15.09 14.57 17.55 17.55 15.57 15.57 13.72 13.72 11.65 11.65 9.21 4.43 4.43 

0km↓

7 12.17 12.17 11.77 11.77 11.46 11.46 11.46 10.39 10.39 10.39 10.06 10.06 9.80 9.59 9.24 9.24 9.02 9.02 9.02 8.77 8.77 8.49 22.92 22.92 22.63 22.63 21.85 21.85 26.33 26.33 23.36 23.36 20.59 20.59 17.47 13.82 4.43 4.43 

8 12.17 12.17 11.77 11.77 11.77 11.46 11.46 11.46 10.39 10.39 10.06 10.06 9.80 9.59 9.24 9.24 9.24 9.02 9.02 8.77 8.77 8.49 31.60 30.56 30.56 30.17 29.14 29.14 35.11 35.11 35.11 31.15 31.15 27.45 23.30 18.43 4.43 4.43 

各小断層のすべり量Di
’’ (m）・・・⑥

微視的波源特性の設定で算出したMoと⑤の総和M0‘から係数a＝1.07を算出

第1020回資料2-2
p.649一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
すべり量分布の設定方法

浜岡原子力発電所

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■日本海溝の津波評価手法モデル③の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

日本海溝の津波評価手法モデル③ のすべり量分布（m）

日本海溝の津波評価手法モデル③

・ 駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

日本海溝の津波評価手法モデル③

最大すべり量 (m) 平均すべり量 (m)

35.1 11.4

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 10.4 10.1 9.8 9.6 9.6 9.2 9.0 9.0 8.8 8.8 8.8 8.5 8.5 8.5 8.2 8.2 8.1 8.1 7.8 8.4 7.4 7.4 6.3 6.3 5.0 5.0 5.0 5.0 4.4 4.4 3.2 3.2

20km↓

2 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 10.4 10.1 10.1 9.8 9.6 9.6 9.2 9.0 8.8 8.8 8.8 8.5 8.5 8.5 8.2 8.2 8.1 8.1 7.8 8.4 8.4 7.4 7.4 6.3 6.3 6.3 5.0 5.0 5.0 4.4 4.4 3.2

3 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 10.4 10.4 10.1 9.8 9.8 9.6 9.2 9.2 9.0 9.0 8.8 8.8 8.5 8.5 8.5 8.2 8.2 8.1 7.8 7.8 8.4 8.4 7.4 7.4 6.3 6.3 6.3 5.0 5.0 4.4 4.4 3.2

10km↓

4 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.6 9.6 9.2 9.0 9.0 8.8 8.8 8.8 8.5 8.5 8.2 15.3 15.1 15.1 14.6 17.6 15.6 15.6 13.7 11.6 11.6 11.6 11.6 9.2 9.2 4.4 3.2

5 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 11.5 10.4 10.4 10.1 9.8 9.8 9.6 9.6 9.2 9.0 9.0 8.8 8.8 8.8 8.5 8.5 15.3 15.1 15.1 14.6 14.6 17.6 15.6 15.6 13.7 13.7 11.6 11.6 9.2 9.2 4.4 4.4

6 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 11.5 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.6 9.6 9.2 9.0 9.0 9.0 8.8 8.8 8.5 8.5 15.3 15.3 15.1 15.1 14.6 17.6 17.6 15.6 15.6 13.7 13.7 11.6 11.6 9.2 4.4 4.4

0km↓

7 12.2 12.2 11.8 11.8 11.5 11.5 11.5 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.6 9.2 9.2 9.0 9.0 9.0 8.8 8.8 8.5 22.9 22.9 22.6 22.6 21.9 21.9 26.3 26.3 23.4 23.4 20.6 20.6 17.5 13.8 4.4 4.4

8 12.2 12.2 11.8 11.8 11.8 11.5 11.5 11.5 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.6 9.2 9.2 9.2 9.0 9.0 8.8 8.8 8.5 31.6 30.6 30.6 30.2 29.1 29.1 35.1 35.1 35.1 31.1 31.1 27.4 23.3 18.4 4.4 4.4

津波断層域

超大すべり域（4D）

中間大すべり域（3D ）

大すべり域（2D ）

基本すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

・D：基本すべり量

第1020回資料2-2
p.650一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 6.8×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 (MPa)※ 3.0

平均すべり量 (m) 11.4

最大すべり量 (m) 35.1

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 10.0

最大すべり量 (m) 17.6

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 2.3×1022

平均すべり量 (m) 15.9

最大すべり量 (m) 35.1

日本海溝の津波評価手法モデル③ の断層パラメータ

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※スケーリング則の対象とした平均応力降下量

日本海溝の津波評価手法モデル③

津波断層域

超大すべり域

中間大すべり域

大すべり域

基本すべり域

第1020回資料2-2
p.651一部修正
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③の設定
（超大すべり域・大すべり域のすべり量）

■日本海溝の津波評価手法モデル③は、南海トラフにおけるフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮して設定しており、すべり量の設定は小断層ごとに異なっている。
■津波評価に影響の大きい日本海溝の津波評価手法モデル③の超大すべり域、大すべり域のすべり量について、平均値および最大値を算出した結果は以下のとおり。

超大すべり域の平均すべり量は、約31.0mとなっている。

項目 算定値

超大すべり域
平均 31.0m

最大 35.1m

大すべり域
平均 17.0m

最大 26.3m

平均すべり量 11.4m

日本海溝の津波評価手法モデル③のすべり量

日本海溝の津波評価手法モデル③の大すべり域周辺のすべり量(m)

遠州灘 駿河湾

深度40km↓ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 360 257 311 337 283 359 434 383 459 457 583 432 408 307 361 287 319 107 

20km↓

2 359 258 415 391 416 416 439 462 407 330 431 432 409 361 337 287 340 237 

3 360 284 313 339 472 288 417 462 458 507 508 433 359 360 285 260 339 236 

10km↓

4 514 492 363 362 360 409 434 484 331 381 355 482 406 485 411 468 429 331 

5 312 336 359 409 382 431 431 482 483 507 556 404 354 381 231 286 134 116 

6 463 409 432 406 405 404 479 430 455 378 378 428 404 254 308 157 108 87 

0km↓

7 454 554 579 578 679 578 528 653 503 378 378 354 280 307 284 236 136 86 

8 552 602 527 627 527 652 552 727 477 453 378 253 279 229 205 208 134 56 

日本海溝の津波評価手法モデル③の大すべり域周辺の小断層の面積(km2)

○超大すべり域、大すべり域の平均すべり量の算定方法
遠州灘沖の各小断層のすべり量と面積から重みを考慮して算出。

なお、津波励起に寄与しない陸域の小断層のすべり量は含めない。
Dave=Σ(Di・Si)÷ΣSi

Di:各小断層のすべり量、Si:各小断層の面積
○陸域の小断層については、灰色の文字で記載。

❶
❷

❹
❸

❺

❻
❼

❽

浜岡原子力発電所

超大すべり域の範囲

大すべり域の範囲

日本海溝の津波評価手法モデル③

遠州灘 駿河湾

深度40km↓ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 8.2 8.2 8.1 8.1 7.8 8.4 7.4 7.4 6.3 6.3 5.0 5.0 5.0 5.0 4.4 4.4 3.2 3.2

20km↓

2 8.2 8.2 8.1 8.1 7.8 8.4 8.4 7.4 7.4 6.3 6.3 6.3 5.0 5.0 5.0 4.4 4.4 3.2

3 8.5 8.2 8.2 8.1 7.8 7.8 8.4 8.4 7.4 7.4 6.3 6.3 6.3 5.0 5.0 4.4 4.4 3.2

10km↓

4 8.5 8.2 15.3 15.1 15.1 14.6 17.6 15.6 15.6 13.7 11.6 11.6 11.6 11.6 9.2 9.2 4.4 3.2

5 8.5 8.5 15.3 15.1 15.1 14.6 14.6 17.6 15.6 15.6 13.7 13.7 11.6 11.6 9.2 9.2 4.4 4.4

6 8.5 8.5 15.3 15.3 15.1 15.1 14.6 17.6 17.6 15.6 15.6 13.7 13.7 11.6 11.6 9.2 4.4 4.4

0km↓

7 8.8 8.5 22.9 22.9 22.6 22.6 21.9 21.9 26.3 26.3 23.4 23.4 20.6 20.6 17.5 13.8 4.4 4.4

8 8.8 8.5 31.6 30.6 30.6 30.2 29.1 29.1 35.1 35.1 35.1 31.1 31.1 27.4 23.3 18.4 4.4 4.4

大すべり域
（中間大すべり域を含む）

超大すべり域
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■日本海溝の津波評価手法モデル①～③および検討波源モデルCの「断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播する場合」と「超大すべり域の深さを
広域モデルと同じとした場合」の検討は、検討波源モデルの津波評価結果等から、他のモデルによる検討で代表できると評価した。

浅部の破壊形態

断層破壊がプレート境界面
浅部に伝播する場合

断層破壊がプレート境界面
浅部・分岐断層に伝播する場合

超大すべり域の深さを
広域モデルと同じとした場合

特性化方法
(特性化した
すべり量と

面積割合の
設定方法)

敷地周辺の
津波に着目したモデル

左記のモデルで代表（※1） 上記のモデルで代表（※2）

左記のモデルで代表（※1） 上記のモデルで代表（※2）

南海トラフ広域の
津波に着目したモデル

左記のモデルで代表（※1）

左記のモデルで代表（※1）

検討波源モデルA

検討波源モデルC

日本海溝の
津波評価手法モデル①

検討波源モデルB 検討波源モデルD

各波源モデルと浅部の破壊形態

※1 「断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播する場合」の検討は、「断層破壊がプレート境界面浅部に伝播する場合」である検討波源モデルAの津波評価結果が「断層破壊がプレー
ト境界面浅部・分岐断層に伝播する場合」である検討波源モデルBの津波評価結果を上回ることから、「断層破壊がプレート境界面浅部に伝播する場合」の検討で代表できると評価した。

※2 「日本海溝の津波評価手法モデル②、③」の検討は、検討波源モデルAの津波評価結果が「日本海溝の津波評価手法モデル②、③」の津波評価結果を上回ることから、超大すべり域の深さ
を広域モデルと同じとした場合の検討は、この検討波源モデルAをもとに超大すべり域の深さを広域モデルと同じとした検討波源モデルDの検討で代表できると評価した。

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデルと浅部の破壊形態
第1020回資料2-2
p.652一部修正

日本海溝の
津波評価手法モデル③

日本海溝の
津波評価手法モデル②
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日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

（補足）日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
（検討方針）

■ ここでは、「日本海溝の津波評価手法モデル①～③」について、大すべり域の位置に関するパラメータスタディを実施し、検討波源モデルによる評価結果と比較するこ
とにより、すべり量分布等のモデル設定の違いによる津波評価への影響を確認した。

■ なお、当該検討では比較のため、日本海溝の津波評価手法モデルの動的パラメータの条件は、検討波源モデルの概略パラメータスタディの条件と同じ、ライズタイム
150s、同時破壊として、検討した。また、参考として、日本海溝モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディの結果、敷地への影響の大きい大すべり域の
位置について、ライズタイム60s・同時破壊とした検討も実施した。

日本海溝において検討された
Mw9クラスの津波評価手法を用いたモデル

日本海溝の津波評価
手法モデル①

日本海溝の津波評価
手法モデル③

日本海溝の津波評価
手法モデル②

・ 日本海溝の津波評価手法に基づき、敷地に近い東海地域の大すべり域の位置を東西へ約10kmずつ移動させた影
響検討を実施。

・ 動的パラメータの条件は、検討波源モデルによる検討の条件と同じ、ライズタイム150s・同時破壊として検討。
（参考として、日本海溝モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディの結果、敷地への影響の大きい大すべり
域の位置について、ライズタイム60s・同時破壊とした検討も実施）

大すべり域の位置に関する
パラメータスタディ

検討波源モデルの概略パラメータスタディ結果と比較
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■大すべり域の位置の影響検討の結果、水位上昇側では大すべり域を東へ60km移動したモデル、水位下降側では大すべり域を東へ60km移動したモデルの影響が
大きい。

水位上昇側 水位下降側

大すべり域の位置

最大上昇水位(T.P. m)

敷地前面
1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E3.0(東へ60km)*
14.2

(14.16)
5.7

(5.70)
8.0

(7.98) 8.3 
10.2

(10.18) 

E2.5(東へ50km)
14.2

(14.15)
5.7

(5.69)
8.0

(7.97) 8.2 
10.2

(10.17)

E2.0(東へ40km)
14.2

(14.14)
5.7

(5.67)
8.0

(7.96) 8.2 
10.2

(10.16)

E1.5(東へ30km)
14.2

(14.12)
5.7

(5.67)
8.0

(7.95) 8.2 
10.2

(10.15)

E1.0(東へ20km) 14.1 
5.7

(5.67)
8.0

(7.95) 8.2 
10.2

(10.14)

E0.5(東へ10km) 14.1 
5.7

(5.66) 
8.0

(7.94) 8.2 
10.2

(10.11)

０ (基準位置) 13.8 
5.7

(5.65) 7.9 8.1 10.1 

W0.5(西へ10km) 13.1 5.6 7.7 7.8 9.6 
W1.0(西へ20km) 12.7 5.1 7.1 7.3 9.1 
W1.5(西へ30km) 11.1 4.4 6.4 6.4 8.2 
W2.0(西へ40km) 10.6 4.1 6.4 6.3 7.5 
W2.5(西へ50km) 10.6 3.9 6.3 6.2 7.8 
W3.0(西へ60km) 9.8 4.1 6.3 6.1 7.8 
W3.5(西へ70km) 11.6 4.5 6.4 6.3 8.2 
W4.0(西へ80km) 13.8 4.7 6.6 6.5 8.2 

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E3.0(東へ60km)* 9.5
(9.47) 

9.6
(9.60) 

E2.5(東へ50km) 9.5 
(9.44)

9.6 
(9.60)

E2.0(東へ40km) 9.1 9.2 
E1.5(東へ30km) 8.1 8.1 
E1.0(東へ20km) 7.1 7.1 
E0.5(東へ10km) 7.1 7.0 

０ (基準位置) 6.9 6.8 
W0.5(西へ10km) 7.0 6.9 

W1.0(西へ20km) 8.9 9.1 
W1.5(西へ30km) 8.3 8.5 
W2.0(西へ40km) 8.2 8.3 
W2.5(西へ50km) 7.7 7.8 
W3.0(西へ60km) 7.6 7.6 
W3.5(西へ70km) 7.6 7.6 
W4.0(西へ80km) 8.0 8.0 

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

：日本海溝の津波評価手法モデル①のうち、
水位低下時間が最も長いケース

：日本海溝の津波評価手法モデル①のうち、
最大上昇水位が最も大きいケース

・小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

（補足）日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
（日本海溝の津波評価手法モデル①：ライズタイム150s・同時破壊の条件）

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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大すべり域の位置

最大上昇水位(T.P. m)

敷地前面
1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0(東へ40km)*
10.1

(10.03)
4.4

(4.37)
6.3

(6.28)
6.2

(6.20) 
8.2

(8.14) 

E1.5(東へ30km)
10.1

(10.02) 
4.4

(4.37)
6.3

(6.27)
6.2

(6.19)
8.2

(8.14)

E1.0(東へ20km)
10.1

(10.01)
4.4

(4.36)
6.3

(6.27)
6.2

(6.19)
8.2

(8.13)

E0.5(東へ10km) 10.0 
4.4

(4.36)
6.3

(6.26)
6.2

(6.19)
8.2

(8.13)

０ (基準位置) 10.0 
4.4

(4.36)
6.3

(6.26)
6.2

(6.19)
8.2

(8.13)

W0.5(西へ10km) 10.0 
4.4

(4.36)
6.3

(6.26)
6.2

(6.18) 
8.2

(8.12)

W1.0(西へ20km) 9.6 
4.4

(4.34)
6.3

(6.22)
6.2

(6.16) 8.1 

W1.5(西へ30km) 9.0 4.3 6.1 6.1 7.5 

W2.0(西へ40km) 8.1 3.8 5.2 5.2 6.4 

W2.5(西へ50km) 7.6 3.6 5.0 4.9 5.5 

W3.0(西へ60km) 6.6 3.5 4.4 4.3 5.0 

W3.5(西へ70km) 6.6 3.7 4.4 4.4 5.2 

W4.0(西へ80km) 6.2 4.0 4.6 4.6 5.0 

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0(東へ40km)* 4.2 4.2
E1.5(東へ30km) 4.2 4.2
E1.0(東へ20km) 4.2 4.2
E0.5(東へ10km) 4.3 4.2

０ (基準位置) 4.3 4.3
W0.5(西へ10km) 4.6 4.6
W1.0(西へ20km) 4.4 4.4
W1.5(西へ30km) 4.2 4.1
W2.0(西へ40km) 4.1 4.0
W2.5(西へ50km) 3.8 3.8
W3.0(西へ60km) 3.7 3.7
W3.5(西へ70km) 3.2 3.1
W4.0(西へ80km) 2.9 2.9

■大すべり域の位置の影響検討の結果、水位上昇側では大すべり域を東へ40km移動したモデル、水位下降側では大すべり域を西へ10km移動したモデルの影響が
大きい。

水位上昇側 水位下降側

：日本海溝の津波評価手法モデル②のうち、
水位低下時間が最も長いケース

：日本海溝の津波評価手法モデル②のうち、
最大上昇水位が最も大きいケース

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

（補足）日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
（日本海溝の津波評価手法モデル②：ライズタイム150s・同時破壊の条件）

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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大すべり域の位置

最大上昇水位(T.P. m)

敷地前面
1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0(東へ40km)*
16.4

(16.40) 
4.4

(4.35) 
6.9

(6.82) 
7.5

(7.45)
9.4

(9.39) 

E1.5(東へ30km)
16.4

(16.39)
4.4

(4.34)
6.9

(6.82)
7.5

(7.44)
9.4

(9.39)

E1.0(東へ20km)
16.4

(16.38)
4.4

(4.34)
6.9

(6.81)
7.5

(7.44)
9.4

(9.38)

E0.5(東へ10km)
16.4

(16.37)
4.4

(4.33)
6.9

(6.81)
7.5

(7.43)
9.4

(9.38)

０ (基準位置)
16.4

(16.36)
4.4

(4.33)
6.9

(6.81)
7.5

(7.43)
9.4

(9.38)

W0.5(西へ10km)
16.4

(16.34)
4.4

(4.33) 6.8
7.5

(7.43) 
9.4

(9.38)

W1.0(西へ20km) 15.9 4.4
(4.31) 6.8 7.4 9.4

(9.33)
W1.5(西へ30km) 14.4 4.3 6.7 7.2 9.2 

W2.0(西へ40km) 12.8 3.9 6.2 6.5 8.5 

W2.5(西へ50km) 10.4 3.6 5.6 5.6 7.0 

W3.0(西へ60km) 7.9 3.6 4.8 4.8 5.9 

W3.5(西へ70km) 7.4 3.7 4.5 4.5 5.7 

W4.0(西へ80km) 6.9 4.0 4.9 4.9 5.5 

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0(東へ40km)* 4.0 4.0
E1.5(東へ30km) 4.0 4.0
E1.0(東へ20km) 4.0 4.0
E0.5(東へ10km) 4.0 4.0

０ (基準位置) 4.1 4.1
W0.5(西へ10km) 4.5 4.5
W1.0(西へ20km) 4.3 4.3
W1.5(西へ30km) 4.0 4.0
W2.0(西へ40km) 4.0 3.9
W2.5(西へ50km) 3.6 3.6
W3.0(西へ60km) 3.5 3.5
W3.5(西へ70km) 3.0 3.1
W4.0(西へ80km) 2.7 2.7

：日本海溝の津波評価手法モデル③のうち、
水位低下時間が最も長いケース

：日本海溝の津波評価手法モデル③のうち、
最大上昇水位が最も大きいケース

■大すべり域の位置の影響検討の結果、水位上昇側では大すべり域を東へ40km移動したモデル、水位下降側では大すべり域を西へ10km移動したモデルの影響が
大きい。

水位上昇側 水位下降側

・小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

（補足）日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
（日本海溝の津波評価手法モデル③：ライズタイム150s・同時破壊の条件）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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■ 日本海溝の津波評価手法を用いたモデルの津波評価結果は、検討波源モデルの概略パラメータスタディの津波評価結果を下回り、検討波源モデルの津波評価結果がより
保守的な津波評価となっていることを確認した。

モデル名
最大上昇水位(T.P. m)

備考
敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

検討波源モデルＡ（基準断層モデル1-1）
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9
東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
ライズタイム150s、同時破壊

検討波源モデルD（基準断層モデル3-2）
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

16.5 6.2 8.7 9.3 11.3
東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
ライズタイム150s、同時破壊

検討波源モデル（ライズタイム150s・同時破壊の条件）

日本海溝の津波評価手法モデル（ライズタイム150s・同時破壊の条件）

モデル名
最大上昇水位(T.P. m)

備考
敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

日本海溝の津波評価手法モデル① 14.2 5.7 8.0 8.3 10.2 
大すべり域：東へ60km
ライズタイム150s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル② 10.1 4.4 6.3 6.2 8.2 
大すべり域：東へ40km
ライズタイム150s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル③ 16.4 4.4 6.9 7.5 9.4 
大すべり域：東へ40km
ライズタイム150s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法を用いたモデルの津波評価結果は、検討波源モデルの概略パラメータスタディの津波
評価結果を下回り、検討波源モデルの津波評価結果は、より保守的な津波評価となっていることを確認。

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

（補足）日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
（津波評価結果の比較（水位上昇側））

（参考）日本海溝の津波評価手法モデル（ライズタイム60s・同時破壊の条件）

モデル名
最大上昇水位(T.P. m)

備考
敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

日本海溝の津波評価手法モデル①（ライズタイム60s） 18.6 5.8 8.2 8.6 10.5 
大すべり域：東へ60km
ライズタイム60s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル②（ライズタイム60s） 14.4 4.5 6.5 6.6 8.2 
大すべり域：東へ40km
ライズタイム60s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル③（ライズタイム60s） 19.4 4.5 7.0 7.7 9.7 
大すべり域：東へ40km
ライズタイム60s、同時破壊
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■ 日本海溝の津波評価手法を用いたモデルの津波評価結果は、検討波源モデルの概略パラメータスタディの津波評価結果を下回り、検討波源モデルの津波評価結果がより
保守的な津波評価となっていることを確認した。

検討波源モデル（ライズタイム150s・同時破壊の条件）

日本海溝の津波評価手法モデル（ライズタイム150s・同時破壊の条件）

日本海溝の津波評価手法を用いたモデルの津波評価結果は、検討波源モデルの概略パラメータスタディの津波
評価結果を下回り、検討波源モデルの津波評価結果は、より保守的な津波評価となっていることを確認。

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

（補足）日本海溝の津波評価手法モデルの大すべり域の位置に関するパラメータスタディ
（津波評価結果の比較（水位下降側） ）

（参考）日本海溝の津波評価手法モデル（ライズタイム60s・同時破壊の条件）

モデル名
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルＡ（基準断層モデル2-1）
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

海底面
(12.6min)

海底面
(12.5min)

東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離130km
ライズタイム150s、同時破壊

モデル名
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

日本海溝の津波評価手法モデル①
海底面

(9.5min)
海底面

(9.6min)
大すべり域：東へ60km
ライズタイム150s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル②
海底面

(4.6min)
海底面

(4.6min)
大すべり域：西へ10km
ライズタイム150s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル③
海底面

(4.5min)
海底面

(4.5min)
大すべり域：西へ10km
ライズタイム150s、同時破壊

モデル名
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

日本海溝の津波評価手法モデル①（ライズタイム60s）
海底面

(11.0min)
海底面

(10.7min)
大すべり域：東へ60km
ライズタイム60s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル②（ライズタイム60s）
海底面

(4.3min)
海底面

(4.3min)
大すべり域：西へ10km
ライズタイム60s、同時破壊

日本海溝の津波評価手法モデル③（ライズタイム60s）
海底面

(4.2min)
海底面

(4.3min)
大すべり域：西へ10km
ライズタイム60s、同時破壊

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。
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余 白
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日本海溝の津波評価手法モデル①～③のパラメータスタディモデル
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置および面積）

■ 日本海溝の津波評価手法に基づき、敷地に近い東海地域の大すべり域の位置を東西へ約10kmずつ移動させた影響検討を実施し、敷地への影響の大きい位置を設定した。
■ 検討した大すべり域の位置および面積は以下のとおり。

なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は主部断層の全面積の厳密に40%とはならず、ケースにより若干異なる。
■影響検討の結果、設定したパラメータスタディモデルを次頁以降に示す。
（なお、影響検討の詳細は、後述の「日本海溝の津波評価手法モデル①～③のための影響検討」を参照）

※面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域の面積の比を示す。

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定

大すべり域
の位置

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照）

面積
(km²)

面積比※

(%)
5 6 … … 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w ewew ewew ewewe w ewew ewewew ewewew e we we w ewew e we wewew ewew ew ewewewe

東へ60km 42,713 38.9

東へ50km 43,483 39.6

東へ40km 44,332 40.4

東へ30km 44,739 40.8

東へ20km 45,078 41.1

東へ10km 45,314 41.3

基準位置 45,533 41.5

西へ10km 45,706 41.7

西へ20km 45,884 41.8

西へ30km 46,115 42.0

西へ40km 46,298 42.2

西へ50km 45,583 41.5

西へ60km 44,818 40.8

西へ70km 44,933 41.0

西へ80km 45,125 41.1

：大すべり域を設定した東海地域の小断層

：大すべり域を設定した南海地域の小断層

❶
❷

❹
❸

❺

❻

❼

❽

浜岡原子力発電所

東海地域の
大すべり域の範囲

南海トラフ
東端

東海地域
西端

各小断層の配列
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースのすべり量分布の設定）

■日本海溝の津波評価手法モデル①の大すべり域位置を東へ60kmとしたケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

小断層のすべり量分布（m）

日本海溝の津波評価手法モデル①の
大すべり域位置を東へ60kmとしたケース

浜岡原子力発電所

・ 駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

すべり量

最大すべり量 (m)※ 平均すべり量 (m)

36.7 13.0

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.5 4.3 4.2 4.1 4.1 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.6 3.2 3.2 2.7 2.7 2.1 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.4 1.4 

20km↓

2 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.5 4.3 4.3 4.2 4.1 4.1 4.0 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.6 3.6 3.2 3.2 2.7 2.7 2.7 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.4 

3 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 20.8 18.9 18.9 18.3 17.8 17.8 17.4 16.8 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.4 14.2 15.2 15.2 13.4 13.4 11.4 11.4 11.4 9.0 9.0 8.0 8.0 5.8 

10km↓

4 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 20.8 18.9 18.9 18.3 18.3 17.8 17.4 17.4 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 14.2 17.1 15.2 15.2 13.4 11.4 11.4 11.4 11.4 9.0 9.0 8.0 5.8 

5 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 44.6 44.6 40.5 40.5 39.2 38.2 38.2 17.4 4.1 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 14.2 30.5 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 24.4 19.3 19.3 17.2 17.2 

6 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 44.6 44.6 40.5 40.5 39.2 39.2 38.2 17.4 4.1 4.0 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 14.7 30.5 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 24.4 19.3 17.2 17.2 

0km↓

7 5.2 5.2 5.0 5.0 20.8 44.6 44.6 40.5 40.5 40.5 39.2 39.2 17.8 4.1 4.0 4.0 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 3.5 3.5 3.5 14.7 30.5 30.5 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 28.7 24.4 19.3 17.2 17.2 

8 5.2 5.2 5.0 5.0 21.4 44.6 44.6 44.6 40.5 40.5 39.2 39.2 17.8 4.1 4.0 4.0 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 14.7 30.5 30.5 36.7 36.7 36.7 32.6 32.6 28.7 24.4 19.3 17.2 17.2 

津波断層域

超大すべり域（3D）

大すべり域（1.4D）

背景領域

津波断層域の
全面積の約40%

・D：平均すべり量

※東海地域の最大すべり量を記載

南海地域 東海地域
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル①のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースのすべり量分布の断層パラメータ）

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 7.7×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 (MPa)※1 3.1

平均すべり量 (m) 13.0

最大すべり量 (m)※2 36.7

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 5.2×1022

平均すべり量 (m) 11.6

最大すべり量 (m) ※2 36.7

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 2.5×1022

平均すべり量 (m) 17.7

最大すべり量 (m) ※2 36.7

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

日本海溝の津波評価手法モデル①の
大すべり域位置を東へ40kmとしたケース

断層パラメータ

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 東海地域の最大すべり量を記載

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

背景領域

C2
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②、③のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置および面積）

■ 日本海溝の津波評価手法に基づき、敷地に近い東海地域の大すべり域の位置を東西へ約10kmずつ移動させた影響検討を実施し、敷地への影響の大きい位置を設定した。
■ 検討した大すべり域の位置および面積は以下のとおり。

なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は厳密に津波断層域の全面積の20%とはならず、ケースにより若干異なる。
■影響検討の結果、設定したパラメータスタディモデルを次頁以降に示す。
（なお、影響検討の詳細は、後述の「日本海溝の津波評価手法モデル①～③のための影響検討」を参照）

※面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域の面積の比を示す。

各小断層の配列

大すべり域の
位置

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲(列は左図参照） 面積 面積比※

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
(km2) (%)

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

東へ40km 26,130 18.1

東へ30km 27,056 18.7

東へ20km 27,836 19.3

東へ10km 28,542 19.8

基準位置 29,154 20.2

西へ10km 29,697 20.6

西へ20km 30,193 20.9

西へ30km 30,696 21.3

西へ40km 31,049 21.5

西へ50km 30,258 21.0

西へ60km 29,393 20.4

西へ70km 29,707 20.6

西へ80km 30,045 20.8

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定

：大すべり域を設定した小断層

❶
❷

❹
❸

❺

❻
❼
❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ東端

東海地域西端
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 11.1 10.7 10.4 10.2 10.2 9.9 9.6 9.6 9.3 9.3 9.3 9.1 9.1 9.1 8.8 8.8 8.6 8.6 8.3 8.9 7.9 7.9 6.7 6.7 5.3 5.3 5.3 5.3 4.7 4.7 3.4 3.4

20km↓

2 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 11.1 10.7 10.7 10.4 10.2 10.2 9.9 9.6 9.3 9.3 9.3 9.1 9.1 9.1 8.8 8.8 8.6 8.6 8.3 8.9 8.9 7.9 7.9 6.7 6.7 6.7 5.3 5.3 5.3 4.7 4.7 3.4

3 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.2 9.9 9.9 9.6 9.6 9.3 9.3 9.1 9.1 9.1 8.8 8.8 8.6 8.3 8.3 8.9 8.9 7.9 7.9 6.7 6.7 6.7 5.3 5.3 4.7 4.7 3.4

10km↓

4 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 11.1 11.1 10.7 10.7 10.4 10.2 10.2 9.9 9.6 9.6 9.3 9.3 9.3 9.1 9.1 8.8 8.8 8.6 15.7 15.1 18.2 16.2 16.2 14.3 12.1 12.1 12.1 12.1 9.6 9.6 8.6 6.2

5 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 12.2 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.2 10.2 9.9 9.6 9.6 9.3 9.3 9.3 9.1 9.1 8.8 8.6 15.7 15.1 15.1 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 12.1 9.6 9.6 8.6 8.6

6 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 12.2 11.1 11.1 10.7 10.7 10.4 10.2 10.2 9.9 9.6 9.6 9.6 9.3 9.3 9.1 9.1 8.8 8.8 15.7 15.7 15.1 18.2 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 12.1 9.6 8.6 8.6

0km↓

7 13.0 13.0 12.5 12.5 12.2 12.2 12.2 11.1 11.1 11.1 10.7 10.7 10.4 10.2 9.9 9.9 9.6 9.6 9.6 9.3 9.3 9.1 8.8 8.8 15.7 15.7 15.1 15.1 18.2 18.2 16.2 16.2 14.3 14.3 12.1 9.6 8.6 8.6

8 13.0 13.0 12.5 12.5 12.5 12.2 12.2 12.2 11.1 11.1 10.7 10.7 10.4 10.2 9.9 9.9 9.9 9.6 9.6 9.3 9.3 9.1 9.1 8.8 31.7 31.3 30.3 30.3 36.5 36.5 36.5 32.3 32.3 28.5 24.2 19.1 17.1 17.1

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置を東へ40kmとしたケースのすべり量分布の設定）

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■日本海溝の津波評価手法モデル②の大すべり域の位置を東へ40kmとしたケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

小断層のすべり量分布（m）

日本海溝の津波評価手法モデル②の
大すべり域の位置を東へ40kmとしたケース

・ 駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

すべり量

最大すべり量 (m) 平均すべり量 (m)

36.5 11.4

津波断層域

超大すべり域（4D）

大すべり域（2D）

基本すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

・D：基本すべり量

浜岡原子力発電所

第1020回机上配布資料
p.204一部修正

C2



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 623

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル②のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置を東へ40kmとしたケースの断層パラメータ）

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 6.8×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 (MPa)※ 3.0

平均すべり量 (m) 11.4

最大すべり量 (m) 36.5

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.6×1022

平均すべり量 (m) 10.3

最大すべり量 (m) 18.2

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 2.1×1022

平均すべり量 (m) 15.0

最大すべり量 (m) 36.5

断層パラメータ

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※スケーリング則の対象とした平均応力降下量

日本海溝の津波評価手法モデル②の
大すべり域の位置を東へ40kmとしたケース

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

基本すべり域

第1020回机上配布資料
p.205一部修正
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 10.9 10.5 10.3 10.0 10.0 9.7 9.4 9.4 9.2 9.2 9.2 8.9 8.9 8.9 8.6 8.6 8.5 8.5 8.2 8.8 7.7 7.7 6.5 6.5 5.2 5.2 5.2 5.2 4.6 4.6 3.4 3.4

20km↓

2 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 10.9 10.5 10.5 10.3 10.0 10.0 9.7 9.4 9.2 9.2 9.2 8.9 8.9 8.9 8.6 8.6 8.5 8.5 8.2 8.8 8.8 7.7 7.7 6.5 6.5 6.5 5.2 5.2 5.2 4.6 4.6 3.4

3 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 10.9 10.9 10.5 10.3 10.3 10.0 9.7 9.7 9.4 9.4 9.2 9.2 8.9 8.9 8.9 8.6 8.6 8.5 8.2 8.2 8.8 8.8 7.7 7.7 6.5 6.5 6.5 5.2 5.2 4.6 4.6 3.4

10km↓

4 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 10.9 10.9 10.5 10.5 10.3 10.0 10.0 9.7 9.4 9.4 9.2 9.2 9.2 8.9 8.9 8.6 8.6 8.5 15.1 14.6 17.6 15.6 15.6 13.7 11.6 11.6 11.6 11.6 9.2 9.2 8.2 6.0

5 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 10.9 10.9 10.5 10.3 10.3 10.0 10.0 9.7 9.4 9.4 9.2 9.2 9.2 8.9 8.9 8.6 8.5 15.1 14.6 14.6 17.6 15.6 15.6 13.7 13.7 11.6 11.6 9.2 9.2 8.2 8.2

6 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 10.9 10.9 10.5 10.5 10.3 10.0 10.0 9.7 9.4 9.4 9.4 9.2 9.2 8.9 8.9 8.6 8.6 15.1 15.1 14.6 17.6 17.6 15.6 15.6 13.7 13.7 11.6 11.6 9.2 8.2 8.2

0km↓

7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 10.9 10.9 10.9 10.5 10.5 10.3 10.0 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.2 9.2 8.9 8.6 8.6 22.6 22.6 21.9 21.9 26.3 26.3 23.4 23.4 20.6 20.6 17.5 13.8 12.4 12.4

8 12.7 12.7 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 10.9 10.9 10.5 10.5 10.3 10.0 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.2 9.2 8.9 8.9 8.6 30.6 30.2 29.1 29.1 35.1 35.1 35.1 31.1 31.1 27.4 23.3 18.4 16.5 16.5

6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置を東へ40kmとしたケースのすべり量分布の設定）

浜岡原子力発電所

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■日本海溝の津波評価手法モデル③の大すべり域の位置を東へ40kmとしたケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

小断層のすべり量分布（m）

日本海溝の津波評価手法モデル③の
大すべり域の位置を東へ40kmとしたケース

・ 駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

すべり量

最大すべり量 (m) 平均すべり量 (m)

35.1 11.4

津波断層域

超大すべり域（4D）

中間大すべり域（3D ）

大すべり域（2D ）

基本すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

・D：基本すべり量

第1020回机上配布資料
p.232一部修正

C2
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6-7 日本海溝の手法による妥当性確認

日本海溝の津波評価手法モデル③のパラメータスタディモデルの設定
（大すべり域の位置を東へ40kmとしたケースの断層パラメータ）

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 6.8×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 (MPa)※ 3.0

平均すべり量 (m) 11.4

最大すべり量 (m) 35.1

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 10.0

最大すべり量 (m) 17.6

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 2.3×1022

平均すべり量 (m) 15.9

最大すべり量 (m) 35.1

断層パラメータ

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※スケーリング則の対象とした平均応力降下量

日本海溝の津波評価手法モデル③の
大すべり域の位置を東へ40kmとしたケース

津波断層域

超大すべり域

中間大すべり域

大すべり域

基本すべり域

第1020回机上配布資料
p.233一部修正

C2
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6 検討波源モデルの津波評価の詳細

6-8 パラメータスタディモデルの設定
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検討波源モデルAおよび検討波源モデルB

・ここでは、大すべり域を東西に約10kmずつ独立に移動させたときに敷地への影響が最も大きいケースについてのみ示す。
・その他のケースについては、第717回机上配布資料に示す。
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■ 検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの大すべり域は、津波断層域の全面積の約20%とし、検討波源モデルA,Bの大すべり域の位置を基準位置として、東西に約
10kmずつ移動させて設定した。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は津波断層域の全面積の厳密に20%とはならず、ケースにより若干異なる。

※面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域の面積の比を示す。

検討波源モデルの各小断層の配列

ケース名 位置

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲(列は左図参照） 面積 面積比※

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
(km2) (%)

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

E2.0 東へ40km 26,130 18.1

E1.5 東へ30km 27,056 18.7

E1.0 東へ20km 27,836 19.3

E0.5 東へ10km 28,542 19.8

０ 基準位置 29,154 20.2

W0.5 西へ10km 29,697 20.6

W1.0 西へ20km 30,193 20.9

W1.5 西へ30km 30,696 21.3

W2.0 西へ40km 31,049 21.5

W2.5 西へ50km 30,258 21.0

W3.0 西へ60km 29,393 20.4

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定

プレート
境界面浅部

❶
❷

❹
❸

❺
❻
❼
❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ東端

東海地域西端

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が１箇所のケース）

：大すべり域を設定した小断層

：遷移領域を設定した小断層

第981回資料1-2
p.547再掲
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルAのすべり量分布の設定（大すべり域が１箇所のケース）

■大すべり域の位置を20kmずつ移動させたケースのすべり量設定方法の基本的な流れは、6-1 検討波源モデルのパラメータ（6）すべり分布の設定（検討波源モ
デルA（プレート境界面浅部））のSTEP1~STEP4と同様に沈み込み速度に基づき各小断層の平均すべり量Diを算出した上で各小断層のすべり量を設定する。
大すべり域、超大すべり域、遷移領域のすべり量設定の詳細は以下のとおり。

E2（東へ40km）ケース

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.7 3.7 3.6 3.6 3.3 3.2 3.1 3.0 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.6 2.3 2.3 2.0 2.0 1.6 1.6 1.6 1.6 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.6 7.6 7.4 7.4 7.2 7.2 6.5 6.3 6.3 6.2 6.0 6.0 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.3 5.3 5.3 5.2 5.2 5.1 5.1 4.9 5.3 5.3 4.6 4.6 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.8 2.8 2.0 

3 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 11.6 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.3 10.3 11.5 11.1 11.1 11.9 11.9 10.5 10.5 8.9 8.9 8.9 7.0 7.0 6.3 6.3 4.6 

10km↓

4 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 10.3 14.1 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 26.9 26.9 25.9 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 21.9 19.6 19.6 

各小断層のすべり量D(m）最も深い背景領域 ：1/4×Db＝0.25a・Di

○各小断層の平均すべり量Diに対し背景領域
のすべり量Db＝a・Diをa=1.14で設定。

深い背景領域 ：1/2×Db＝0.5a・Di

背景領域 ：Db＝a・Di

大すべり域 ：2Di

遷移領域 ：（２Di＋Db）/2

遷移領域の小断層と隣り合う大すべり域の
小断層と背景領域の小断層の平均とする。また、
隣り合う小断層は可能な限り同じ沈み込み
速度の小断層から選定する。

遷移領域のすべり量設定において参照
する小断層の位置関係を示す

大すべり域、超大すべり域、遷移領域のすべり量D(m)の設定方法

超大すべり域と大すべり域の遷移領域 ：3Di

超大すべり域 ：4Di

深度
40km↓

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.2 3.1 3.0 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.6 2.3 2.3 2.0 2.0 1.6 1.6 1.6 1.6 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 6.3 6.3 6.2 6.0 6.0 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.3 5.3 5.3 5.2 5.2 5.1 5.1 4.9 5.3 5.3 4.6 4.6 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.8 2.8 2.0 

3 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 11.6 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.3 10.3 11.5 11.1 11.1 11.9 11.9 10.5 10.5 8.9 8.9 8.9 7.0 7.0 6.3 6.3 4.6 

10km↓

4 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 10.3 14.1 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 26.9 26.9 25.9 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 21.9 19.6 19.6 

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 5.47 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 3.54 

20km↓

2 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 

3 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 10.83 10.83 10.59 10.21 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.65 8.65 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 

10km↓

4 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 10.42 9.25 9.25 8.15 6.92 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 3.54 

5 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 10.83 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 8.96 8.96 8.65 8.65 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 4.89 

6 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 4.89 4.89 

0km↓

7 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.21 10.21 9.96 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 8.65 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 5.47 4.89 4.89 

8 13.45 13.45 13.00 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.21 10.21 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.65 8.65 10.42 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 6.92 5.47 4.89 4.89 

各小断層の平均すべり量Di（m） 主部断層

第717回机上配布資料
p.4一部修正
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルAのすべり量分布の設定（大すべり域が１箇所のケース）

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.7 3.7 3.6 3.6 3.3 3.2 3.1 3.0 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.6 2.3 2.3 2.0 2.0 1.6 1.6 1.6 1.6 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.6 7.6 7.4 7.4 7.2 7.2 6.5 6.3 6.3 6.2 6.0 6.0 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.3 5.3 5.3 5.2 5.2 5.1 5.1 4.9 5.3 5.3 4.6 4.6 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.8 2.8 2.0 

3 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 11.6 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.3 10.3 11.5 11.1 11.1 11.9 11.9 10.5 10.5 8.9 8.9 8.9 7.0 7.0 6.3 6.3 4.6 

10km↓

4 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 10.3 14.1 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 26.9 26.9 25.9 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 21.9 19.6 19.6 

■検討波源モデルA（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）について、大すべり域の位置を20kmずつ移動したケースの各小断層のすべり量分布は以
下のとおり。

小断層のすべり量分布（m）

検討波源モデルA
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

⇨ 東

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

41.7 11.8 

すべり量

⇦西

主部断層 浅部断層

浜岡原子力発電所

E2（東へ40km）ケース

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

第717回机上配布資料
p.5一部修正

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルAの断層パラメータ（大すべり域が１箇所のケース）

第717回机上配布資料
p.31一部修正

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 5.9×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 (MPa) ※1 3.0

平均すべり量 (m) ※2 11.8

最大すべり量 (m) 41.7

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0 

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 10.0

最大すべり量 (m) 20.8

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 1.4×1022

平均すべり量 (m) ※3 28.9

最大すべり量 (m) 41.7

断層パラメータ

検討波源モデルＡ（プレート境界面浅部）
（大すべり域の位置を東へ40kmとしたケース）

Mw9.1

プレート境界面浅部

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0mでない領域の断層面積(121,438km²)に基づき算出
※3 すべり量が0mでない領域の断層面積(11,714km²)に基づき算出

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
大すべり域と背景領域の遷移領域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

浜岡原子力発電所
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルB-1のすべり量分布の設定（大すべり域が１箇所のケース）

■大すべり域の位置を20kmずつ移動させたケースのすべり量設定方法の基本的な流れは、6-1 検討波源モデルのパラメータ（6）すべり分布の設定（検討波源モ
デルA（プレート境界面浅部））のSTEP1~STEP4と同様に沈み込み速度に基づき各小断層の平均すべり量Diを算出した上で各小断層のすべり量を設定する。
大すべり域、超大すべり域、遷移領域のすべり量設定の詳細は以下のとおり。

W1.0（西へ20km）ケース

第717回机上配布資料
p.24一部修正

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.7 3.7 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 2.9 2.9 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.2 2.2 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.4 7.4 7.2 7.2 7.0 7.0 6.3 6.1 6.1 6.0 5.9 5.9 5.6 5.5 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.8 5.1 5.1 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.0 

3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.0 12.0 11.7 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.4 10.4 9.7 11.6 11.6 11.4 11.0 11.0 11.8 11.8 10.4 10.4 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 4.1 5.4 3.9 

10km↓

4 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.4 14.3 18.1 18.1 17.9 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 8.2 5.4 3.9 

5 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 14.7 18.8 18.1 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 8.9 5.4 5.4 

6 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 14.7 18.8 18.1 18.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 8.9 5.4 5.4 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 28.1 27.2 27.2 26.9 17.9 17.3 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 20.7 8.9 0.0 0.0 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 37.5 37.5 36.3 36.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 8.9 0.0 0.0 

各小断層の平均すべり量Di（m）

各小断層のすべり量D(m）

主部断層

最も深い背景領域 ：1/4×Db＝0.25a・Di

○各小断層の平均すべり量Diに対し背景領域
のすべり量Db＝a・Diをa=1.10で設定。

深い背景領域 ：1/2×Db＝0.5a・Di

背景領域 ：Db＝a・Di

遷移領域 ：（２Di＋Db）/2

遷移領域の小断層と隣り合う大すべり域の
小断層と背景領域の小断層の平均とする。また、
隣り合う小断層は可能な限り同じ沈み込み
速度の小断層から選定する。

遷移領域のすべり量設定において参照
する小断層の位置関係を示す

大すべり域、超大すべり域、遷移領域のすべり量D(m)の設定方法
深度

40km↓
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.1 3.0 2.9 2.9 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.2 2.2 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 6.1 6.1 6.0 5.9 5.9 5.6 5.5 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.8 5.1 5.1 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.0 

3 12.7 12.3 12.0 12.0 11.7 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.4 10.4 9.7 11.6 11.6 11.4 11.0 11.0 11.8 11.8 10.4 10.4 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 4.1 5.4 3.9 

10km↓

4 12.7 12.3 12.3 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.4 14.3 18.1 18.1 17.9 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 8.2 5.4 3.9 

5 12.7 12.7 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 14.7 18.8 18.1 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 8.9 5.4 5.4 

6 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 14.7 18.8 18.1 18.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 8.9 5.4 5.4 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 28.1 27.2 27.2 26.9 17.9 17.3 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 20.7 8.9 0.0 0.0 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 37.5 37.5 36.3 36.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 8.9 0.0 0.0 

大すべり域 ：2Di

超大すべり域と大すべり域の遷移領域 ：3Di

超大すべり域 ：4Di

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 5.47 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 3.54 

20km↓

2 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 

3 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 10.83 10.83 10.59 10.21 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.65 8.65 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 

10km↓

4 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 10.42 9.25 9.25 8.15 6.92 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 3.54 

5 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 10.83 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 8.96 8.96 8.65 8.65 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 4.89 

6 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 4.89 4.89 

0km↓

7 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.21 10.21 9.96 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 8.65 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 5.47 4.89 4.89 

8 13.45 13.45 13.00 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.21 10.21 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.65 8.65 10.42 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 6.92 5.47 4.89 4.89 

分岐断層
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルB-1のすべり量分布の設定（大すべり域が１箇所のケース）

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.7 3.7 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 2.9 2.9 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.2 2.2 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.4 7.4 7.2 7.2 7.0 7.0 6.3 6.1 6.1 6.0 5.9 5.9 5.6 5.5 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 4.9 4.9 4.8 5.1 5.1 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.0 

3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.0 12.0 11.7 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.4 10.4 9.7 11.6 11.6 11.4 11.0 11.0 11.8 11.8 10.4 10.4 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 4.1 5.4 3.9 

10km↓

4 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.4 14.3 18.1 18.1 17.9 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 8.2 5.4 3.9 

5 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 14.7 18.8 18.1 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 8.9 5.4 5.4 

6 14.8 14.8 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 11.7 11.7 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 14.7 18.8 18.1 18.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 8.9 5.4 5.4 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 28.1 27.2 27.2 26.9 17.9 17.3 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 20.7 8.9 0.0 0.0 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7 37.5 37.5 36.3 36.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 8.9 0.0 0.0 

■検討波源モデルB-1（プレート境界面浅部・東海断層系）について、大すべり域の位置を10kmずつ移動したケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

⇨ 東

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇦西

主部断層 浅部断層

浜岡原子力発電所

W1.0（西へ20km）ケース

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

37.5 11.1 

すべり量

検討波源モデル B-1
（プレート境界面浅部・東海断層系）

小断層のすべり量分布（m）

分岐断層

津波断層域

分岐断層

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

第717回机上配布資料
p.25一部修正

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルB-1の断層パラメータ（大すべり域が１箇所のケース）

第717回机上配布資料
p.41一部修正

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 5.5×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 (MPa) ※1 3.0

平均すべり量 (m) ※2 11.1

最大すべり量 (m) 37.5

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 10.0

最大すべり量 (m) 20.8

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 9.8×1021

平均すべり量 (m) ※3 24.3

最大すべり量 (m) 37.5

検討波源モデルB-1（プレート境界面浅部・東海断層系）
(大すべり域の位置を西へ20kmとしたケース）

断層パラメータ

Mw9.1

分岐断層
(東海断層系)

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0mでない領域の断層面積(119,584km²)に基づき算出
※3 すべり量が0mでない領域の断層面積(9,856km²)に基づき算出

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
大すべり域と背景領域の遷移領域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

浜岡原子力発電所
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余 白
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※面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域の面積の比を示す。

大すべり域を東西に約20kmずつ独立に移動させた場合の各ケースの大すべり域の設定

検討波源モデルの各小断層の配列

❶
❷

❹

❸

❺

❻

❼

❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ
東端

東海地域
西端

プレート
境界面浅部

：内閣府の最大クラスモデルケース⑧

と同じ大すべり域の位置のケース

：大すべり域を設定した小断層

：遷移領域を設定した小断層

■ 大すべり域が２箇所のケースでは、２箇所の大すべり域を独立に移動させて検討を行う必要がありケース数が多くなることから、まず、２箇所の大すべり域を東西に約20kmずつ独
立に移動させて網羅的に検討して敷地への影響の大きいケースを抽出し、次に、そのケースを中心として2箇所の大すべり域をさらに詳細に東西に約10kmずつ独立に移動させて
検討する手順でパラメータスタディを行った。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は津波断層域の全面積の厳密に20%とはならず、ケースにより若干異なる。

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり
域間の距離

（km）

大すべり域の設定
設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照） 面積 面積比※

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 (km²) %

E2.0

（東へ40km）

20 27,101 18.8 
40 27,148 18.8 
60 26,746 18.5 
80 26,820 18.6 
100 26,815 18.6 
120 26,764 18.5 
140 27,050 18.7 
160 27,504 19.1 

E1.0

（東へ20km）

20 28,394 19.7 
40 27,992 19.4 
60 28,065 19.4 
80 28,060 19.4 
100 28,010 19.4 
120 28,295 19.6 
140 28,750 19.9 
160 29,372 20.3 

0

（基準位置）

20 29,096 20.2 
40 29,170 20.2 
60 29,165 20.2 
80 29,115 20.2 
100 29,400 20.4 
120 29,855 20.7 
140 30,477 21.1 
160 31,248 21.6 

W1.0

（西へ20km）

20 29,912 20.7 
40 29,907 20.7 
60 29,857 20.7 
80 30,142 20.9 
100 30,597 21.2 
120 31,219 21.6 
140 31,990 22.2 
160 32,633 22.6 

W2.0

（西へ40km）

20 30,715 21.3 
40 30,665 21.2 
60 30,951 21.4 
80 31,405 21.8 
100 32,028 22.2 
120 32,799 22.7 
140 33,442 23.2 
160 33,812 23.4 

W3.0

（西へ60km）

20 31,786 22.0 
40 32,072 22.2 
60 32,526 22.5 
80 33,149 23.0 
100 33,920 23.5 
120 34,563 23.9 
140 34,932 24.2 
160 35,281 24.4 

第717回資料1-2
p.328再掲

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が２箇所のケース：大すべり域の位置を東西に約20kmずつ独立に移動）
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大すべり域を東西に約10kmずつ独立に移動させた場合の各ケースの大すべり域の設定
検討波源モデルA（水位下降側）

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

検討波源モデルの各小断層の配列

❶
❷

❹

❸

❺

❻

❼

❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ
東端

東海地域
西端

プレート
境界面浅部

※面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域の面積の比を示す。

：大すべり域の位置を東西に約20kmずつ移動させたときに敷地への影響が最も大きいケース

■ 大すべり域が２箇所のケースでは、２箇所の大すべり域を独立に移動させて検討を行う必要がありケース数が多くなることから、まず、２箇所の大すべり域を東西に約20kmずつ独
立に移動させて網羅的に検討して敷地への影響の大きいケースを抽出し、次に、そのケースを中心として2箇所の大すべり域をさらに詳細に東西に約10kmずつ独立に移動させて
検討する手順でパラメータスタディを行った。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は津波断層域の全面積の厳密に20%とはならず、ケースにより若干異なる。

：大すべり域を設定した小断層

：遷移領域を設定した小断層

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり
域間の距離

（km）

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照） 面積 面積比※

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
(km²) %

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

E2.0
（東へ40km）

130 26,858 18.6

140 27,050 18.7 

150 27,189 18.8

E1.5
（東へ30km）

120 27,529 19.1

130 27,721 19.2

140 27,860 19.3

第1020回資料2-2
p.548一部修正

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が２箇所のケース：大すべり域の位置を東西に約10kmずつ独立に移動）
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深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

30km↓ 1 3.7 3.7 3.7 3.7 3.6 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.2 3.2 3.1 3.1 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.6 2.6 2.3 2.3 2.3 2.3 1.9 1.9 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.0 1.0 1.0 1.0 

20km↓

2 7.4 7.4 7.4 7.4 7.2 7.2 7.2 7.2 7.0 7.0 7.0 7.0 6.4 6.4 6.1 6.1 6.1 6.1 6.0 6.0 5.9 5.9 5.9 5.9 5.6 5.6 5.5 5.5 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8 4.8 5.1 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.7 2.7 2.0 2.0 

3 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 12.0 11.7 11.7 11.3 11.3 11.3 11.3 11.0 12.7 12.4 12.6 12.4 12.4 12.4 12.4 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.6 11.6 11.6 11.6 11.4 9.5 9.3 9.6 9.6 9.6 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 9.0 9.0 7.7 7.7 8.8 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 7.0 7.0 6.2 6.2 6.2 6.2 4.5 4.5 

10km↓

4 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.7 11.7 11.3 11.3 11.0 15.6 15.2 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 18.1 18.1 17.9 14.0 13.7 9.9 9.6 9.6 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 7.7 7.7 10.7 10.7 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 10.9 9.8 9.8 7.1 7.1 

5 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 12.0 11.7 11.7 11.7 11.7 11.3 15.8 15.6 19.9 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 14.0 13.7 9.9 9.6 9.6 9.6 9.6 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 11.4 11.4 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 10.9 9.8 9.8 9.8 9.8 

6 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.7 11.7 11.3 15.8 15.6 19.9 19.9 19.9 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 18.1 14.0 14.0 9.9 9.9 9.9 9.6 9.6 11.5 11.5 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 13.3 13.3 16.3 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.8 15.6 30.6 29.9 29.9 29.9 29.9 29.9 29.9 29.1 29.1 29.1 29.1 28.1 28.1 27.2 27.2 27.2 14.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 13.3 24.4 24.4 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 16.4 14.7 14.7 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.8 15.6 40.8 40.8 40.8 39.8 39.8 39.8 39.8 38.8 38.8 38.8 38.8 37.5 37.5 37.5 37.5 36.3 14.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 13.3 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 27.7 21.9 21.9 19.6 19.6 19.6 19.6 

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

30km↓ 1 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.1 11.1 10.8 10.8 10.6 10.6 10.6 10.6 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 9.3 9.3 8.2 8.2 8.2 8.2 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 3.6 3.6 3.6 3.6 

20km↓

2 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.6 10.6 10.6 10.6 10.2 10.2 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 8.2 8.2 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 3.6 3.6 

3 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.5 11.5 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.6 10.6 10.2 10.2 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.7 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 8.2 8.2 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 3.6 3.6 

10km↓

4 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.5 11.5 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.6 10.6 10.6 10.6 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 10.4 10.4 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 5.5 5.5 4.9 4.9 3.6 3.6 

5 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.5 11.5 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.6 10.6 10.6 10.6 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.7 10.4 10.4 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 8.2 8.2 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 

6 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.5 11.5 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.6 10.6 10.6 10.6 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 10.4 10.4 10.4 10.4 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 8.2 8.2 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 

0km↓

7 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.5 11.5 11.5 11.5 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.6 10.6 10.2 10.2 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.7 10.4 10.4 10.4 10.4 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 8.2 8.2 6.9 6.9 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 

8 13.5 13.5 13.5 13.5 13.0 13.0 13.0 13.0 13.0 13.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 12.7 11.5 11.5 11.5 11.5 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.6 10.6 10.2 10.2 10.2 10.2 10.2 10.2 10.0 10.0 10.0 10.0 9.7 9.7 9.7 9.7 9.4 9.4 9.4 9.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 8.7 8.7 8.7 8.7 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 9.3 9.3 9.3 9.3 8.2 8.2 6.9 6.9 5.5 5.5 4.9 4.9 4.9 4.9 

深度
40km↓

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

30km↓ 1 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.6 2.6 2.3 2.3 2.3 2.3 1.9 1.9 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.0 1.0 1.0 1.0 

20km↓

2 5.5 5.5 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8 4.8 5.1 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.7 2.7 2.0 2.0 

3 11.3 11.3 11.0 12.7 12.4 12.6 12.4 12.4 12.4 12.4 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.6 11.6 11.6 11.6 11.4 9.5 9.3 9.6 9.6 9.6 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 9.0 9.0 7.7 7.7 8.8 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 7.0 7.0 6.2 6.2 6.2 6.2 4.5 4.5 

10km↓

4 11.3 11.3 11.0 15.6 15.2 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 18.1 18.1 17.9 14.0 13.7 9.9 9.6 9.6 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 7.7 7.7 10.7 10.7 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 10.9 9.8 9.8 7.1 7.1 

5 11.7 11.7 11.3 15.8 15.6 19.9 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 14.0 13.7 9.9 9.6 9.6 9.6 9.6 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 11.4 11.4 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 10.9 9.8 9.8 9.8 9.8 

6 11.7 11.7 11.3 15.8 15.6 19.9 19.9 19.9 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 18.1 14.0 14.0 9.9 9.9 9.9 9.6 9.6 11.5 11.5 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 13.3 13.3 16.3 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 15.8 15.6 30.6 29.9 29.9 29.9 29.9 29.9 29.9 29.1 29.1 29.1 29.1 28.1 28.1 27.2 27.2 27.2 14.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 13.3 24.4 24.4 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 16.4 14.7 14.7 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 15.8 15.6 40.8 40.8 40.8 39.8 39.8 39.8 39.8 38.8 38.8 38.8 38.8 37.5 37.5 37.5 37.5 36.3 14.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 13.3 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 27.7 21.9 21.9 19.6 19.6 19.6 19.6 

各小断層の平均すべり量Di（m）

各小断層のすべり量D(m）

主部断層

最も深い背景領域 ：1/4×Db＝0.25a・Di

○各小断層の平均すべり量Diに対し背景領域
のすべり量Db＝a・Diをa=1.11で設定。

深い背景領域 ：1/2×Db＝0.5a・Di

背景領域 ：Db＝a・Di

遷移領域 ：（２Di＋Db）/2

遷移領域の小断層と隣り合う大すべり域の
小断層と背景領域の小断層の平均とする。また、
隣り合う小断層は可能な限り同じ沈み込み
速度の小断層から選定する。

遷移領域のすべり量設定において参照
する小断層の位置関係を示す

大すべり域、超大すべり域、中間大すべり域、遷移領域のすべり量D(m)の設定方法

■大すべり域の位置を20kmずつ移動、大すべり域間の距離を20kmずつ変更したケースのすべり量設定方法の基本的な流れは、6-1 検討波源モデルのパラメータ
検討波源モデルA（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）(2)-2のSTEP1~STEP3と同様に沈み込み速度に基づき各小断層の平均すべり量Diを
算出した上で、各小断層のすべり量を設定する。大すべり域、超大すべり域、中間大すべり域、遷移領域のすべり量設定の詳細は以下のとおり。

E2（東へ40km）-G6.5（大すべり域間130km）ケース

大すべり域 ：2Di

中間大すべり域 ：3Di

超大すべり域 ：4Di

第981回資料1-2
p.556一部修正

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルAのすべり量分布の設定（大すべり域が２箇所のケース）
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルAのすべり量分布の設定（大すべり域が２箇所のケース）

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

W E w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

30km↓ 1 3.7 3.7 3.7 3.7 3.6 3.6 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.2 3.2 3.1 3.1 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.6 2.6 2.3 2.3 2.3 2.3 1.9 1.9 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.0 1.0 1.0 1.0 

20km↓

2 7.4 7.4 7.4 7.4 7.2 7.2 7.2 7.2 7.0 7.0 7.0 7.0 6.4 6.4 6.1 6.1 6.1 6.1 6.0 6.0 5.9 5.9 5.9 5.9 5.6 5.6 5.5 5.5 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8 4.8 5.1 5.1 5.1 5.1 4.5 4.5 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.7 2.7 2.0 2.0 

3 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 12.0 11.7 11.7 11.3 11.3 11.3 11.3 11.0 12.7 12.4 12.6 12.4 12.4 12.4 12.4 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.6 11.6 11.6 11.6 11.4 9.5 9.3 9.6 9.6 9.6 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 9.0 9.0 7.7 7.7 8.8 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 7.0 7.0 6.2 6.2 6.2 6.2 4.5 4.5 

10km↓

4 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.7 11.7 11.3 11.3 11.0 15.6 15.2 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 18.1 18.1 17.9 14.0 13.7 9.9 9.6 9.6 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 7.7 7.7 10.7 10.7 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 10.9 9.8 9.8 7.1 7.1 

5 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 12.0 11.7 11.7 11.7 11.7 11.3 15.8 15.6 19.9 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 14.0 13.7 9.9 9.6 9.6 9.6 9.6 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 9.0 9.0 11.4 11.4 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 10.9 9.8 9.8 9.8 9.8 

6 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.7 12.7 12.7 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.7 11.7 11.7 11.7 11.3 15.8 15.6 19.9 19.9 19.9 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.8 18.8 18.1 18.1 18.1 14.0 14.0 9.9 9.9 9.9 9.6 9.6 11.5 11.5 11.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2 13.3 13.3 16.3 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.8 15.6 30.6 29.9 29.9 29.9 29.9 29.9 29.9 29.1 29.1 29.1 29.1 28.1 28.1 27.2 27.2 27.2 14.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 13.3 24.4 24.4 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 16.4 14.7 14.7 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.8 15.6 40.8 40.8 40.8 39.8 39.8 39.8 39.8 38.8 38.8 38.8 38.8 37.5 37.5 37.5 37.5 36.3 14.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 13.3 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 27.7 21.9 21.9 19.6 19.6 19.6 19.6 

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。（東西方向はさらにwとeの2つに分割）
・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、この領域は分岐断層

的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

■検討波源モデルA（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）について、大すべり域の位置を10kmずつ移動、大すべり域の距離を10kmずつ変更した
ケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

小断層のすべり量分布（m）

検討波源モデルA
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

⇨ 東

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

すべり量

主部断層 浅部断層

浜岡原子力発電所

⇦西

E2（東へ40km）-G6.5（大すべり域間130km）ケース

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

40.8 12.0

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 641

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルAの断層パラメータ（大すべり域が２箇所のケース）

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 6.1×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 (MPa) ※1 3.0

平均すべり量 (m) ※2 12.0

最大すべり量 (m) 40.8

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 9.9

最大すべり量 (m) 19.9

浅部断層

面積 (km2) 34,655 

地震モーメント (Nm) 1.6×1022

平均すべり量 (m) ※3 27.8

最大すべり量 (m) 40.8

検討波源モデルＡ（プレート境界面浅部）
（敷地に近い大すべり域の位置を東へ40km、大すべり域間の距離を130kmとしたケース）

断層パラメータ

Mw9.1

プレート境界面浅部

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0mでない領域の断層面積(123,601km²)に基づき算出
※3 すべり量が0mでない領域の断層面積(13,877km²)に基づき算出

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
大すべり域と背景領域の遷移領域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

浜岡原子力発電所
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余 白
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルB-1のすべり量分布の設定（大すべり域が２箇所のケース）

第717回机上配布資料
p.190一部修正

各小断層の平均すべり量Di（m）

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.7 3.7 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.3 2.3 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.5 7.5 7.2 7.2 7.0 7.0 6.4 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9 5.7 5.5 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8 5.1 5.1 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.0 

3 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.3 11.3 11.1 10.4 12.4 12.4 12.0 12.0 12.0 11.6 11.6 11.4 7.2 9.6 10.3 10.3 9.1 9.1 7.7 8.8 8.8 7.0 7.0 6.3 6.3 4.5 

10km↓

4 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 15.2 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 13.8 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 7.7 10.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.8 11.3 15.6 19.9 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 17.9 13.8 9.6 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 11.4 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 15.6 19.9 19.9 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 14.0 10.0 9.6 11.6 11.6 10.3 10.3 13.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6 29.9 29.9 29.9 29.1 29.1 28.1 27.2 27.2 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 16.3 16.3 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6 40.8 39.8 39.8 38.8 38.8 37.5 37.5 36.3 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 21.9 19.6 19.6 

各小断層のすべり量D(m）

主部断層

最も深い背景領域 ：1/4×Db＝0.25a・Di

○各小断層の平均すべり量Diに対し背景領域
のすべり量Db＝a・Diをa=1.11で設定。

深い背景領域 ：1/2×Db＝0.5a・Di

背景領域 ：Db＝a・Di

大すべり域 ：2Di

遷移領域 ：（２Di＋Db）/2

遷移領域の小断層と隣り合う大すべり域の
小断層と背景領域の小断層の平均とする。また、
隣り合う小断層は可能な限り同じ沈み込み
速度の小断層から選定する。

遷移領域のすべり量設定において参照
する小断層の位置関係を示す

大すべり域、超大すべり域、遷移領域のすべり量D(m)の設定方法

■大すべり域の位置を20kmずつ移動、大すべり域間の距離を20kmずつ変更したケースのすべり量設定方法の基本的な流れは、6-1 検討波源モデルのパラメータ
（6）すべり分布の設定（検討波源モデルA（プレート境界面浅部））のSTEP1~STEP4と同様に沈み込み速度に基づき各小断層の平均すべり量Diを算出し
た上で各小断層のすべり量を設定する。大すべり域、超大すべり域、遷移領域のすべり量設定の詳細は以下のとおり。

超大すべり域と大すべり域の遷移領域 ：3Di

超大すべり域 ：4Di

E2.0（東へ40km）-G6.0（大すべり域間120km）ケース

深度
40km↓

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.1 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.3 2.3 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9 5.7 5.5 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8 5.1 5.1 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.0 

3 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.3 11.3 11.1 10.4 12.4 12.4 12.0 12.0 12.0 11.6 11.6 11.4 7.2 9.6 10.3 10.3 9.1 9.1 7.7 8.8 8.8 7.0 7.0 6.3 6.3 4.5 

10km↓

4 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 15.2 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 13.8 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 7.7 10.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.8 11.3 15.6 19.9 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 17.9 13.8 9.6 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 11.4 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 15.6 19.9 19.9 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 14.0 10.0 9.6 11.6 11.6 10.3 10.3 13.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6 29.9 29.9 29.9 29.1 29.1 28.1 27.2 27.2 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 16.3 16.3 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6 40.8 39.8 39.8 38.8 38.8 37.5 37.5 36.3 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 21.9 19.6 19.6 

分岐断層

分岐断層

深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 5.47 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 3.54 

20km↓

2 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 

3 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 10.83 10.83 10.59 10.21 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.65 8.65 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 4.89 3.54 

10km↓

4 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 10.42 9.25 9.25 8.15 6.92 6.92 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 3.54 

5 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 10.83 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 8.96 8.96 8.65 8.65 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 5.47 4.89 4.89 

6 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.59 10.21 9.96 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 6.92 5.47 4.89 4.89 

0km↓

7 13.45 13.45 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.21 10.21 9.96 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.07 9.07 8.96 8.96 8.65 8.65 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 8.15 6.92 5.47 4.89 4.89 

8 13.45 13.45 13.00 13.00 13.00 12.66 12.66 12.66 11.48 11.48 11.11 11.11 10.83 10.59 10.21 10.21 10.21 9.96 9.96 9.69 9.69 9.38 9.38 9.07 9.07 8.96 8.65 8.65 10.42 10.42 10.42 9.25 9.25 8.15 6.92 5.47 4.89 4.89 
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルB-1のすべり量分布の設定（大すべり域が２箇所のケース）

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.7 3.7 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.3 2.3 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.5 7.5 7.2 7.2 7.0 7.0 6.4 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9 5.7 5.5 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8 5.1 5.1 4.5 4.5 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.0 

3 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.3 11.3 11.1 10.4 12.4 12.4 12.0 12.0 12.0 11.6 11.6 11.4 7.2 9.6 10.3 10.3 9.1 9.1 7.7 8.8 8.8 7.0 7.0 6.3 6.3 4.5 

10km↓

4 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 15.2 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 13.8 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 7.7 10.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.8 11.3 15.6 19.9 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 17.9 13.8 9.6 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 11.4 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 14.9 14.9 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 15.6 19.9 19.9 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 14.0 10.0 9.6 11.6 11.6 10.3 10.3 13.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6 29.9 29.9 29.9 29.1 29.1 28.1 27.2 27.2 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 16.3 16.3 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6 40.8 39.8 39.8 38.8 38.8 37.5 37.5 36.3 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 21.9 19.6 19.6 

⇨ 東

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

主部断層 浅部断層

浜岡原子力発電所

⇦西

すべり量

検討波源モデル B-1
（プレート境界面浅部・東海断層系）

小断層のすべり量分布（m）

分岐断層
・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。（東西方向はさらにwとeの2つに分割）
・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、

この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

40.8 11.8 

津波断層域

分岐断層

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

第717回机上配布資料
p.191一部修正

■断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播するケースのうち、検討波源モデルB（プレート境界面浅部・東海断層系）について、大すべり域の位置を
20kmずつ移動、大すべり域間の距離を20kmずつ変更したケースの各小断層のすべり分布は以下のとおり。

E2.0（東へ40km）-G6.0（大すべり域間120km）ケース
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,Bのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルB-1の断層パラメータ（大すべり域が２箇所のケース）

第717回机上配布資料
p.332一部修正

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379 

地震モーメント (Nm) 5.9×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 (MPa) ※1 3.0

平均すべり量 (m) ※2 11.8

最大すべり量 (m) 40.8

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 10.0

最大すべり量 (m) 19.9

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.4×1022

平均すべり量 (m) ※3 27.5

最大すべり量 (m) 40.8

検討波源モデルモデル B-1（プレート境界面浅部・東海断層系）
（敷地に近い大すべり域の位置を東へ40km、大すべり域間の距離を120kmとしたケース）

断層パラメータ

Mw9.1

プレート境界面浅部

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0mでない領域の断層面積(122,494km²)に基づき算出
※3 すべり量が0mでない領域の断層面積(12,769km²)に基づき算出

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

津波断層域
分岐断層
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
大すべり域と背景領域の遷移領域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

浜岡原子力発電所
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検討波源モデルC

・ここでは、大すべり域を東西に約10kmずつ独立に移動させたときに敷地への影響が最も大きいケース（水位上昇側）についてのみ示し、その他のケースについて
は、データ集および第981回机上配布資料に示す。
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■ 検討波源モデルCのパラメータスタディモデルの大すべり域は、主部断層の全面積の約40%とし、検討波源モデルCの大すべり域の位置を基準位置として、東海地域の大すべり域
を東西に約10kmずつ移動させて設定した。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は主部断層の全面積の厳密に40%とはならず、ケースにより若干異なる。

※面積比は主部断層の津波断層域(109,725km2)に対する各ケースの大すべり域の面積の比を示す。

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定

大すべり域
の位置

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照） 面積 面積比※

5 6 … … 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
(km²) %

w ewew ewew ewewe w ewew ewewew ewewew e we we w ewew e we wewew ewew ew ewewewe

東へ60km 42,713 38.9

東へ50km 43,483 39.6

東へ40km 44,332 40.4

東へ30km 44,739 40.8

東へ20km 45,078 41.1

東へ10km 45,314 41.3

基準位置 45,533 41.5

西へ10km 45,706 41.7

西へ20km 45,884 41.8

西へ30km 46,115 42.0

西へ40km 46,298 42.2

西へ50km 45,583 41.5

西へ60km 44,818 40.8

西へ70km 44,933 41.0

西へ80km 45,125 41.1

：大すべり域を設定した東海地域の小断層

：大すべり域を設定した南海地域の小断層

❶
❷

❹

❸

❺

❻

❼

❽

浜岡原子力発電所

東海地域の
大すべり域の範囲

南海トラフ
東端

東海地域
西端

各小断層の配列

（検討波源モデルC）

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルCのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が２箇所のケース）

第981回資料1-2
p.565再掲
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルCのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルCのすべり量分布の設定（大すべり域が２箇所のケース）

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 4.7 4.7 4.5 4.5 4.4 4.4 4.0 3.9 3.8 3.7 3.7 3.6 3.5 3.5 3.4 3.4 3.4 3.3 3.3 3.3 3.2 3.2 3.1 3.1 3.0 3.2 2.8 2.8 2.4 2.4 1.9 1.9 1.9 1.9 1.7 1.7 1.2 1.2 

20km↓

2 4.7 4.7 4.5 4.5 4.4 4.4 4.0 3.9 3.9 3.8 3.7 3.7 3.6 3.5 3.4 3.4 3.4 3.3 3.3 3.3 3.2 3.2 3.1 3.1 3.0 3.2 3.2 2.8 2.8 2.4 2.4 2.4 1.9 1.9 1.9 1.7 1.7 1.2 

3 4.7 4.7 4.5 4.5 17.7 17.7 16.1 16.1 15.6 15.2 15.2 14.8 14.3 3.6 3.5 3.5 3.4 3.4 3.3 3.3 3.3 3.2 3.2 3.1 3.0 12.1 12.9 12.9 11.4 11.4 9.7 9.7 9.7 7.7 7.7 6.8 6.8 5.0 

10km↓

4 4.7 4.7 4.5 4.5 17.7 17.7 16.1 16.1 15.6 15.6 15.2 14.8 14.8 3.6 3.5 3.5 3.4 3.4 3.4 3.3 3.3 3.2 3.2 3.1 3.1 12.1 14.6 12.9 12.9 11.4 9.7 9.7 9.7 9.7 7.7 7.7 6.8 5.0 

5 4.7 4.7 4.5 4.5 17.7 38.0 38.0 34.4 34.4 33.3 32.5 32.5 14.8 3.7 3.6 3.5 3.5 3.4 3.4 3.4 3.3 3.3 3.2 3.1 3.1 12.1 25.9 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 16.4 14.7 14.7 

6 4.7 4.7 4.5 4.5 17.7 38.0 38.0 34.4 34.4 33.3 33.3 32.5 14.8 3.7 3.6 3.5 3.5 3.5 3.4 3.4 3.3 3.3 3.2 3.2 3.1 12.5 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 14.7 14.7 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 17.7 38.0 38.0 34.4 34.4 34.4 33.3 33.3 15.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 25.9 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2 38.0 38.0 38.0 34.4 34.4 33.3 33.3 15.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 25.9 25.9 31.3 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

■検討波源モデルCの大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

すべり量

小断層のすべり量分布（m）

検討波源モデルC
の大すべり域の位置を東へ60kmとしたケース

浜岡原子力発電所

主部断層 浅部断層

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

津波断層域

超大すべり域（3D）

大すべり域（1.4D）

背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約40%

・D：平均すべり量

最大すべり量 (m)※ 平均すべり量 (m)

31.3 12.2

※東海地域の最大すべり量を記載

南海地域 東海地域

第981回机上配布資料
p.28一部修正
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルCのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルCの断層パラメータ（大すべり域が２箇所のケース）

津波断層域

超大すべり域

大すべり域

背景領域

浅い背景領域
（すべり量が０（ゼロ）の領域）

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

検討波源モデルCの大すべり域の位置を東へ60kmとしたケース

断層パラメータ

浜岡原子力発電所

項 目 設定値

津波断層域全体

面積（km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 6.4×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 (MPa) ※1 3.0

平均すべり量 (m) ※2 12.2

最大すべり量 (m) ※3 31.3

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 9.9

最大すべり量 (m) ※3 31.3

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.9×1022

平均すべり量 (m)※4 27.0

最大すべり量 (m) ※3 31.3

※2 すべり量が0(ゼロ)でない領域の断層面積(126,822km2)に基づき算出
※3 東海地域の最大すべり量を記載
※4 すべり量が0(ゼロ)でない領域の断層面積(17,098km2)に基づき算出

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量

第981回机上配布資料
p.29一部修正
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検討波源モデルD

・ここでは、大すべり域を東西に約10kmずつ独立に移動させたときに敷地への影響が最も大きいケース（基準断層モデル）についてのみ示し、
その他のケースについては、データ集に示す。
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■ 検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの大すべり域は、津波断層域の全面積の約20%とし、検討波源モデルDの大すべり域の位置を基準位置として、東西
に約10kmずつ移動させて設定した。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は津波断層域の全面積の厳密に20%とはならず、ケースにより若干異なる。

※面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域
（中間大すべり域、超大すべり域を含む）の面積の比を示す。

検討波源モデルの各小断層の配列

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定

プレート
境界面浅部

❶
❷

❹
❸

❺
❻
❼
❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ東端

東海地域西端

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が１箇所のケース）

：中間大すべり域を設定した小断層

：遷移領域を設定した小断層

：大すべり域を設定した小断層

：超大すべり域を設定した小断層

大すべり域の位置

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照） 面積 面積比※

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
(km²) %

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

東へ100km 26,130 18.1

東へ90km 26,130 18.1

東へ80km 26,130 18.1

東へ70km 26,130 18.1

東へ60km 26,130 18.1

東へ50km 26,130 18.1

東へ40km 26,130 18.1

東へ30km 27,056 18.7

東へ20km 27,836 19.3

東へ10km 28,542 19.8

基準位置 29,154 20.2

西へ10km 29,697 20.6

西へ20km 30,193 20.9

西へ30km 30,696 21.3

西へ40km 31,049 21.5

西へ50km 30,258 21.0

西へ60km 29,393 20.4

第1020回資料2-2
p.563再掲
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.5 3.5 3.4 3.4 3.3 3.3 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.3 2.3 2.3 2.4 2.1 2.1 1.8 1.8 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 1.3 0.9 0.9

20km↓

2 7.0 7.0 6.8 6.8 6.6 6.6 6.0 5.8 5.8 5.6 5.5 5.5 5.3 5.2 5.1 5.1 5.1 4.9 4.9 4.9 4.7 4.7 4.7 4.7 4.5 4.8 4.8 4.3 4.3 3.6 3.6 3.6 2.9 2.9 2.9 2.6 2.6 1.8

3 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.1 10.7 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.8 9.8 9.5 9.5 11.3 10.9 10.9 11.7 11.7 10.3 10.3 8.7 8.7 8.7 6.9 6.9 6.2 6.2 4.5

10km↓

4 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.6 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 9.8 9.8 9.5 9.5 13.7 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1

5 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 9.8 9.8 9.5 13.7 17.9 17.3 17.3 20.8 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 16.4 9.8 9.8

6 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.6 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.8 9.5 13.7 17.9 17.9 17.3 20.8 31.3 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 27.7 16.4 9.8 9.8

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.7 17.9 17.9 17.3 17.3 31.3 41.7 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 16.4 9.8 9.8

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.7 18.1 17.9 17.3 17.3 31.3 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 16.4 9.8 9.8

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。⇦
海

溝
軸

側
陸

側
⇨

⇨ 東⇦西

■検討波源モデルDの大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

検討波源モデルDの大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースのすべり量

検討波源モデルDの大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースの小断層のすべり量分布（m）

検討波源モデルDの大すべり域の位置を東へ60kmとしたケース

浜岡原子力発電所

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

41.7 11.3 

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルDのすべり量分布の設定（大すべり域が１箇所のケース）

第1020回資料2-2
p.564再掲
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検討波源モデルD
の大すべり域の位置を東へ60kmとしたケース

検討波源モデルD
の大すべり域の位置を東へ60kmとしたケースの断層パラメータ

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
大すべり域と背景領域の遷移領域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルDの断層パラメータ（大すべり域が１箇所のケース）

浜岡原子力発電所

項 目 設定値

津波断層域全体

面積 (km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 5.6×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 ※1(MPa) 3.0

平均すべり量 ※2(m) 11.3

最大すべり量 (m) 41.7

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 9.9

最大すべり量 (m) 37.0

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.2×1022

平均すべり量※3 (m) 24.1

最大すべり量 (m) 41.7

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量(主部断層の面積と地震モーメントより算出)
※2 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(121,438km²)に基づき算出
※3 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(11,714km2)に基づき算出

第1020回資料2-2
p.565再掲
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■ 大すべり域が２箇所のケースでは、２箇所の大すべり域を独立に移動させて検討を行う必要がありケース数が多くなることから、まず、２箇所の大すべり域を東西に
約20kmずつ独立に移動させて網羅的に検討して敷地への影響の大きいケースを抽出し、次に、そのケースを中心として2箇所の大すべり域をさらに詳細に東西に約
10kmずつ独立に移動させて検討する手順でパラメータスタディを行った。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は津波断層域の全面積の厳密に20%とはならず、ケースにより若干異なる。

※2：面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域
（中間大すべり域、超大すべり域を含む）の面積の比を示す。

検討波源モデルの各小断層の配列

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が２箇所のケース：大すべり域の位置を東西に２0kmずつ独立に移動）

：中間大すべり域を設定した小断層

：遷移領域を設定した小断層

：大すべり域を設定した小断層

：超大すべり域を設定した小断層

❶
❷

❹
❸

❺

❻

❼
❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ
東端

東海地域
西端

プレート
境界面浅部

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり
域間の距離（km）

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照） 面積
(km²)

面積比※2

(%)8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

E2.0

（東へ40km）

20 27,101 18.8 
40 27,148 18.8 
60 26,746 18.5 
80 26,820 18.6 

100 26,815 18.6 
120 26,764 18.5 
140 27,050 18.7 
160 27,504 19.1 

E1.0

（東へ20km）

20 28,394 19.7 
40 27,992 19.4 
60 28,065 19.4 
80 28,060 19.4 

100 28,010 19.4 
120 28,295 19.6 
140 28,750 19.9 
160 29,372 20.3 

0

（基準位置）

20 29,096 20.2 
40 29,170 20.2 

60※1 29,165 20.2 
80 29,115 20.2 

100 29,400 20.4 
120 29,855 20.7 
140 30,477 21.1 
160 31,248 21.6 

W1.0

（西へ20km）

20 29,912 20.7 
40 29,907 20.7 
60 29,857 20.7 
80 30,142 20.9 

100 30,597 21.2 
120 31,219 21.6 
140 31,990 22.2 
160 32,633 22.6 

W2.0

（西へ40km）

20 30,715 21.3 
40 30,665 21.2 
60 30,951 21.4 
80 31,405 21.8 

100 32,028 22.2 
120 32,799 22.7 
140 33,442 23.2 
160 33,812 23.4 

W3.0

（西へ60km）

20 31,786 22.0 
40 32,072 22.2 
60 32,526 22.5 
80 33,149 23.0 

100 33,920 23.5 
120 34,563 23.9 
140 34,932 24.2 
160 35,281 24.4 

※1：内閣府の最大クラスモデルケース⑧と同じ大すべり域の位置のケース

第1020回資料2-2
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■ 大すべり域が２箇所のケースでは、２箇所の大すべり域を独立に移動させて検討を行う必要がありケース数が多くなることから、まず、２箇所の大すべり域を東西に
約20kmずつ独立に移動させて網羅的に検討して敷地への影響の大きいケースを抽出し、次に、そのケースを中心として2箇所の大すべり域をさらに詳細に東西に約
10kmずつ独立に移動させて検討する手順でパラメータスタディを行った。

■ 設定したパラメータスタディモデルの大すべり域の位置および面積は以下のとおり。
なお、小断層サイズとの関係により、大すべり域の面積は津波断層域の全面積の厳密に20%とはならず、ケースにより若干異なる。

※2：面積比は津波断層域(144,379km2)に対する各ケースの大すべり域
（中間大すべり域、超大すべり域を含む）の面積の比を示す。

検討波源モデルの各小断層の配列

■各小断層を東西方向に分割し、各小断層
にすべり込み速度、面積を配分する。

長さ 約20km

幅 約20km

小断層

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●km2

小断層 w 小断層 e

幅 約10km 幅 約10km

沈み込み速度：
●●mm/year

面積：●●/2km2

長さ 約20km

各小断層の分割方法

各ケースの大すべり域の設定（水位上昇側）

6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域の位置および面積（大すべり域が２箇所のケース：大すべり域の位置を東西に10kmずつ独立に移動）

：中間大すべり域を設定した小断層

：遷移領域を設定した小断層

：大すべり域を設定した小断層

：超大すべり域を設定した小断層

❶
❷

❹
❸

❺

❻

❼
❽

浜岡原子力発電所

大すべり域の範囲

南海トラフ
東端

東海地域
西端

プレート
境界面浅部

敷地に近い
大すべり域の位

置

東西の大すべり
域間の距離

（km）

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照）
面積
(km²)

面積比※2

(%)
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

W2.5
（西へ50km）

40 31,407 21.8

50 31,598 21.9

60 31,738 22.0

70 32,053 22.2

80 32,364 22.4

W3.0
（西へ60km）

30 31,880 22.1

40 32,072 22.2

50 32,211 22.3

60※1 32,526 22.5

70 32,838 22.7

敷地に近い
大すべり域の位

置

東西の大すべり
域間の距離

（km）

大すべり域の設定

設定した小断層の東西の範囲（列は左図参照）
面積
(km²)

面積比※2

(%)
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w e w e w e w e w e w e w e w e W e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

E0.5
（東へ10km）

120 29,009 20.1

130 29,324 20.3

140 29,636 20.5

基準位置

110 29,540 20.5

120※1 29,855 20.7

130 30,166 20.9

W0.5
（西へ10km）

100 29,871 20.7

110 30,186 20.9

120 30,498 21.1

各ケースの大すべり域の設定（水位下降側）

※1：大すべり域を東西に約20kmずつ移動させたときに敷地への影響が最も大きいケース

第1020回資料2-2
p.567再掲
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルDのすべり量分布の設定（大すべり域が２箇所のケース）

第1020回机上配布資料
p.84再掲

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.0 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 2.6 2.5 2.4 2.4 2.4 2.3 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.1 2.1 2.1 2.0 2.0 2.0 2.0 1.9 2.1 1.8 1.8 1.6 1.6 1.2 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 0.8 0.8

20km↓

2 6.0 6.0 5.8 5.8 5.7 5.7 5.2 5.0 5.0 4.9 4.8 4.8 4.6 4.5 4.4 4.4 4.4 4.2 4.2 4.2 4.1 4.1 4.0 4.0 3.9 4.2 4.2 3.7 3.7 3.1 3.1 3.1 2.5 2.5 2.5 2.2 2.2 1.6

3 12.1 12.1 11.7 11.7 11.4 11.4 10.3 10.3 10.0 9.7 9.7 9.5 12.5 12.5 12.2 12.2 11.9 11.9 11.5 11.5 11.5 8.8 8.2 8.0 7.8 7.8 8.3 8.3 7.3 7.4 8.5 8.5 8.5 6.7 6.7 4.6 4.6 3.2

10km↓

4 12.1 12.1 11.7 11.7 11.4 11.4 10.3 10.3 10.0 10.0 9.7 9.5 15.0 20.4 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 13.5 8.2 8.0 8.0 7.8 9.4 8.3 8.3 11.1 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 7.1 3.2

5 12.1 12.1 11.7 11.7 11.4 11.4 11.4 10.3 10.3 10.0 9.7 9.7 15.5 21.2 30.6 29.9 29.9 29.1 29.1 29.1 18.8 13.5 8.2 8.0 8.0 7.8 7.8 9.4 8.3 12.3 16.3 24.4 20.7 20.7 16.4 10.9 7.7 4.4

6 12.1 12.1 11.7 11.7 11.4 11.4 11.4 10.3 10.3 10.0 10.0 9.7 15.5 21.2 30.6 39.8 39.8 39.8 38.8 29.1 18.8 13.5 8.2 8.2 8.0 8.0 7.8 9.4 9.4 13.9 18.5 24.4 32.6 27.7 20.7 10.9 7.7 4.4

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.5 21.2 30.6 40.8 39.8 39.8 39.8 29.1 19.4 13.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.9 18.5 27.7 32.6 32.6 20.7 10.9 7.7 4.4

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.5 21.2 30.6 40.8 40.8 39.8 39.8 29.1 19.4 13.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.9 20.8 27.7 37.0 32.6 20.7 10.9 7.7 4.4

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。⇦
海

溝
軸

側
陸

側
⇨

⇨ 東⇦西

■「検討波源モデルD」の敷地に近い大すべり域の位置を基準位置、大すべり域間の距離を140kmとしたケースの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

検討波源モデルDの敷地に近い大すべり域の位置を基準位置、
大すべり域間の距離を140kmとしたケース

浜岡原子力発電所

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

40.8 12.0 

すべり量

小断層のすべり量分布（m）

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルDのパラメータスタディモデルの設定
検討波源モデルDの断層パラメータの設定（大すべり域が２箇所のケース）

項 目 設定値

津波断層域全体

面積 (km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 6.2×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 ※1(MPa) 3.0

平均すべり量 ※2(m) 12.0

最大すべり量 (m) 40.8

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 4.5×1022

平均すべり量 (m) 9.9

最大すべり量 (m) 39.8

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.7×1022

平均すべり量※3 (m) 26.3

最大すべり量 (m) 40.8

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量(主部断層の面積と地震モーメントより算出)
※2 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(125,660km²)に基づき算出
※3 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(15,936km2)に基づき算出

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
大すべり機と背景領域の遷移領域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

断層パラメータ

検討波源モデルDの敷地に近い大すべり域の位置を基準位置、
大すべり域間の距離を140kmとしたケース

浜岡原子力発電所

第1020回机上配布資料
p.85再掲
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6-8 パラメータスタディモデルの設定

検討波源モデルA,B,Dのパラメータスタディモデルの設定
大すべり域が2つのケースの水位低下時間と大すべり域の位置の関係

■大すべり域が2つのケースの水位低下時間と大すべり域の位置の関係は以下のとおり。

検討波源モデルA 大すべり域２つのケース 検討波源モデルB 大すべり域２つのケース

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

大すべり域の位置と水位低下時間の関係

東側大すべり域西側大すべり域

東側大すべり域と
西側大すべり域の離隔

東側大すべり域西側大すべり域

東側大すべり域と
西側大すべり域の離隔

第1020回資料2-2
p.556一部修正

検討波源モデルD 大すべり域２つのケース

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

東側大すべり域西側大すべり域

東側大すべり域と
西側大すべり域の離隔

南海トラフ
東端

南海トラフ
東端

南海トラフ
東端

東側大すべり域の位置（基準位置からの距離：km）

東
側

大
す

べ
り
域

と
西

側
大

す
べ

り
域

の
離

隔
（

k
m

） 東側大すべり域の位置（基準位置からの距離：km）

東
側

大
す

べ
り
域

と
西

側
大

す
べ

り
域

の
離

隔
（

k
m

） 東側大すべり域の位置（基準位置からの距離：km）

東
側

大
す

べ
り
域

と
西

側
大

す
べ

り
域

の
離

隔
（

k
m

）
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余 白
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6 検討波源モデルの津波評価の詳細

6-9 敷地に影響の大きいケースの選定基準
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前回（第662回審査会合）の選定基準

■ 敷地に影響の大きいケースの選定基準についてより定量的な選定基準とすることとし、小数点第一位まで同じ津波高のケースが複数ある場合には、さらに小さい
桁数まで比較し選定することとした。

大すべり域の位置
敷地前面最大上昇水位

(T.P. m)

E2.0(東へ40km) 17.6 

E1.5(東へ30km) 17.6 

E1.0(東へ20km) 17.6 
E0.5(東へ10km) 17.6 
0 (基準位置) 17.7
W0.5(西へ10km) 17.7 
W1.0(西へ20km) 17.7 
W1.5(西へ30km) 16.5 
W2.0(西へ40km) 14.8 
W2.5(西へ50km) 11.9 
W3.0(西へ60km) 8.6 

大すべり域の位置
敷地前面最大上昇水位

(T.P. m)

E2.0(東へ40km) 17.6 

E1.5(東へ30km) 17.6 

E1.0(東へ20km) 17.6 
E0.5(東へ10km) 17.6 
0 (基準位置) 17.65 
W0.5(西へ10km) 17.67
W1.0(西へ20km) 17.66
W1.5(西へ30km) 16.5 
W2.0(西へ40km) 14.8 
W2.5(西へ50km) 11.9 
W3.0(西へ60km) 8.6 

⇒選定
(詳細パラメータ
スタディへ)

⇒選定
(詳細パラメータ
スタディへ)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・同じ値がある場合、大すべり域の位置が敷地に近いケースを選定

今回の選定基準

【検討波源モデルAの概略パラメータスタディの結果（第662回審査会合）を例示】

・小数点第一位まで同じ津波高のケースが複数ある場合には、
大すべり域の位置が敷地に近いケースを選定。

・小数点第一位まで同じ津波高のケースが複数ある場合には、
さらに小さい桁数まで比較し選定。

6-9 敷地に影響の大きいケースの選定基準

選定基準の明確化
第717回資料1-1

p.9再掲
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■ 検討波源モデルAの概略パラメータスタディ結果について、小数点第一位まで同じ津波高であった3ケースの津波評価結果について最大上昇水位分布、水位の
時間変化を示す。

■ ３ケースの最大上昇水位分布、水位の時間変化はほぼ同じであり、これらの選定ケースの違いが津波評価結果に与える影響は小さいことを確認した。

大すべり域の位置
敷地前面最大上昇水位

(T.P. m)

E2.0(東へ40km ) 17.6 

E1.5(東へ30km) 17.6 

E1.0(東へ20km) 17.6 

E0.5(東へ10km) 17.6 

0 (基準位置) 17.65 

W0.5(西へ10km) 17.67

W1.0(西へ20km) 17.66

W1.5(西へ30km) 16.5 

W2.0(西へ40km) 14.8 

W2.5(西へ50km) 11.9 

W3.0(西へ60km) 8.6 
・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

・朔望平均満潮位T.P.+0.80mを考慮 ・網掛け部の上端は当該地点の標高

水
位

(T
.P

.m
)

0（基準位置）

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

W0.5（西へ10km）
水位の時刻歴波形

敷地前面水位
T.P.+17.65m

W1.0（西へ20km）

最大上昇水位分布

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

敷地前面水位
T.P.+17.67m

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

敷地前面水位
T.P.+17.66m

【検討波源モデルAの概略パラメータスタディの結果
（第662回審査会合）を例示】

⇒選定

6-9 敷地に影響の大きいケースの選定基準

選定基準の明確化に伴う影響の確認
第717回資料1-1

p.10再掲
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余 白
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6 検討波源モデルの津波評価の詳細

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
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■ 津波波源としての特性を主要なパラメータで表す特性化波源モデルでは、実際には連続的に変化する断層のすべり量分布を、不連続的に変化するすべり量分布に
特性化するのが一般的である。

■ 特性化に伴う平面的なすべり量分布の不連続は、津波の数値シミュレーションの安定性に影響を与える可能性があることから、遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル
および検討波源モデルAでは、遷移領域として、隣り合う領域の境界部に中間的なすべり量を持つ領域を設定し、段階的なすべり量分布となるように配慮した。

■ 遷移領域は、大すべり域と背景領域の境界部（大すべり域と背景領域の遷移領域）、および、背景領域と断層下端との境界部（深い背景領域、最も深い
背景領域）に設定した。

検討波源モデルA遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

大すべり域と背景領域の遷移領域

深い背景領域

大すべり域と背景領域の遷移領域

最も深い背景領域、
深い背景領域

：遷移領域：遷移領域

超大すべり域

中間大すべり域

大すべり域

背景領域

深い背景領域

最も深い背景領域

遷移領域

浅い背景領域
（すべり量が０（ゼロ）の領域）

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
（遷移領域を設定した考え方)

第981回資料1-1
p.96再掲
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領域
すべり量

（平均すべり量
に対する倍率）

累積面積（％）
（津波断層域の全面積
に対する割合）

超大すべり域 4倍 5%

中間大すべり域 3倍 10%

大すべり域 2倍 20%

大すべり域と背景領域の遷移領域 1.5倍 25%

背景領域 1倍 70%

深い背景領域 0.5倍 85%

最も深い背景領域 0.25倍 100%

領域
すべり量

（基本すべり量
に対する倍率）

累積面積（％）
（津波断層域の全面積
に対する割合）

超大すべり域 4倍 5%

中間大すべり域 3倍 10%

大すべり域 2倍 20%

ー ー 20%

基本すべり域 1倍 50%

背景的領域 0.5倍 100%

ー ー 100%

■ 日本海溝の津波評価手法では、遷移領域は設定されていないものの、検討波源モデルAと同様に、段階的なすべり量分布が設定されている。
■ 検討波源モデルAでは、他の特性化波源モデルと比べると、より丁寧に、すべり量分布の不連続が段階的なものとなるよう配慮している。

日本海溝の津波評価手法モデル③のすべり量と面積の関係検討波源モデルAのすべり量と面積の関係

検討波源モデルA

浜岡原子力発電所

超大すべり域
（4倍すべり域）

中間大すべり域
（3倍すべり域）大すべり域

（２倍すべり域）

大すべり域と
背景領域の遷移領域
（1.5倍すべり域）

背景領域
（1倍すべり域）

最も深い背景領域
（0.25倍すべり域）

深い背景領域
（0.5倍すべり域）

■痕跡再現モデルおよび検討波源モデルにおける遷移領域は、特性化に伴うすべり量分布の平面的な不連続を段階的なものとし、津波の数値シミュレーションの
安定性に影響を与えないよう配慮したものであり、日本海溝の津波評価手法でも同様に段階的なすべり量分布が設定されている。これらのことから、遷移領域を設
定して段階的なすべり量分布を設定する考え方は妥当であると評価した。

浜岡原子力発電所

背景的領域
（0.5倍すべり域）

基本すべり域
（1倍すべり域）

超大すべり域
（4倍すべり域）

中間大すべり域
（3倍すべり域）

大すべり域
（2倍すべり域）

日本海溝の津波評価手法モデル③
（日本海溝の津波評価手法③）

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
（検討波源モデルAと日本海溝の津波評価手法によるモデルとの比較)
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■ 遷移領域の有無が津波評価結果に与える影響を確認するため、検討波源モデルの概略パラメータスタディの結果選定した基準断層モデル1～4、および遠州灘沿
岸域の痕跡再現モデルについて、それぞれ遷移領域のない波源モデルを設定して、数値シミュレーションを実施した。

■ 遷移領域なしの波源モデル設定においては、遷移領域としていた小断層には背景領域のすべり量を設定し、その他のすべり量分布は遷移領域ありの波源モデルと
同じとした。

基準断層モデル１
（水位上昇側）

遷

移

領

域

あ

り

遷

移

領

域

な

し

浜岡原子力発電所浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
（数値シミュレーションによる影響確認）

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所

基準断層モデル１
（水位上昇側）

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

基準断層モデル３
（水位上昇側）

基準断層モデル３
（水位上昇側）

基準断層モデル２
（水位下降側）

基準断層モデル２
（水位下降側）

基準断層モデル４
（水位下降側）

基準断層モデル４
（水位下降側）

遠州灘沿岸域の
痕跡再現モデル

（水位上昇側・下降側）

遠州灘沿岸域の
痕跡再現モデル

（水位上昇側・下降側）

・各波源モデルの詳細設定は補足説明資料6-6章参照
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深度
40km↓

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e w e

30km↓ 1 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.3 12.3 12.0 12.0 11.8 11.8 11.8 11.8 11.3 11.3 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 9.9 9.9 9.9 9.9 9.6 9.6 10.3 10.3 9.1 9.1 9.1 9.1 7.7 7.7 7.7 7.7 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 5.4 5.4 5.4 5.4 3.9 3.9 3.9 3.9 

20km↓

2 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.8 11.8 11.8 11.8 11.3 11.3 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 9.9 9.9 9.9 9.9 9.6 9.6 10.3 10.3 10.3 10.3 9.1 9.1 9.1 9.1 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 5.4 5.4 5.4 5.4 3.9 3.9 

3 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.8 12.8 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 12.0 11.8 11.8 11.3 11.3 11.3 11.3 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 9.9 9.9 9.6 9.6 9.6 9.6 10.3 10.3 10.3 10.3 9.1 9.1 9.1 9.1 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 6.1 6.1 6.1 6.1 5.4 5.4 5.4 5.4 3.9 3.9 

10km↓

4 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.8 12.8 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.8 11.8 11.8 11.8 11.3 11.3 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.4 10.1 18.1 18.1 18.1 17.9 17.9 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 6.1 5.4 5.4 3.9 3.9 

5 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.8 12.8 12.3 12.3 12.0 12.0 12.0 12.0 11.8 11.8 11.8 11.8 11.3 11.3 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 18.8 18.1 18.1 17.9 17.9 17.9 17.9 17.3 17.3 17.3 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 18.5 18.5 16.3 16.3 16.3 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 10.9 6.1 5.4 5.4 5.4 5.4 

6 14.9 14.9 14.9 14.9 14.4 14.4 14.4 14.4 14.1 14.1 14.1 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.8 12.8 12.3 12.3 12.3 12.3 12.0 12.0 11.8 11.8 11.8 11.8 11.3 11.3 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 18.8 18.1 18.1 18.1 18.1 17.9 17.9 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 20.8 20.8 20.8 18.5 18.5 18.5 18.5 16.3 16.3 16.3 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 6.1 5.4 5.4 5.4 5.4 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.1 27.2 27.2 27.2 27.2 26.9 26.9 26.9 26.9 25.9 25.9 25.9 25.9 31.3 31.3 31.3 31.3 27.7 27.7 27.7 27.7 24.4 24.4 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 37.5 37.5 36.3 36.3 36.3 36.3 35.8 35.8 34.6 34.6 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 27.7 21.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⇨ 東

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。（東西方向はさらにwとeの2つに分割）

⇦
海

溝
軸

側
陸

側
⇨

⇦西

■「基準断層モデル１（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）（遷移領域なし）」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

基準断層モデル１（遷移領域なし）のすべり量

基準断層モデル１（遷移領域なし）の小断層のすべり量分布（m）

基準断層モデル１（遷移領域なし）

浜岡原子力発電所

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

41.7 14.2 

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル１（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
（すべり量分布の設定）
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基準断層モデル１（遷移領域なし）

断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積 (km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 7.1×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 ※1(MPa) 3.0

平均すべり量 ※2(m) 14.2

最大すべり量 (m) 41.7

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 5.5×1022

平均すべり量 (m) 12.2

最大すべり量 (m) 20.8

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.7×1022

平均すべり量※3 (m) 31.6

最大すべり量 (m) 41.7

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(122,501km²)に基づき算出
※3 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(12,777km2)に基づき算出

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル１（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
（断層パラメータ設定）

浜岡原子力発電所

第1020回資料2-2
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 14.9 14.9 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 10.0 10.0 9.6 10.3 9.1 9.1 7.7 7.7 6.1 6.1 6.1 6.1 5.4 5.4 3.9 3.9 

20km↓

2 14.9 14.9 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 10.8 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 10.0 10.0 9.6 10.3 10.3 9.1 9.1 7.7 7.7 7.7 6.1 6.1 6.1 5.4 5.4 3.9 

3 14.9 14.9 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.3 11.3 11.1 11.1 10.8 10.8 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 10.0 9.6 9.6 10.3 10.3 9.1 9.1 7.7 7.7 7.7 6.1 6.1 5.4 5.4 3.9 

10km↓

4 14.9 14.9 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 11.1 10.8 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 17.9 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 7.7 7.7 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 14.9 14.9 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.0 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 11.1 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 17.9 17.9 9.6 9.6 11.6 10.3 10.3 9.1 9.1 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 14.9 14.9 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.0 11.8 11.8 11.3 11.1 11.1 19.9 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 18.1 17.9 10.0 9.6 11.6 11.6 10.3 10.3 9.1 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 29.9 29.9 29.1 29.1 28.1 27.2 27.2 26.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 39.8 39.8 38.8 38.8 37.5 37.5 36.3 36.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.0 32.6 27.7 21.9 19.6 19.6 

■「基準断層モデル２（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）（遷移領域なし）」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

基準断層モデル２（遷移領域なし）のすべり量

基準断層モデル２（遷移領域なし）の小断層のすべり量分布（m）

基準断層モデル２（遷移領域なし）

浜岡原子力発電所

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

39.8 13.8 

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。⇦
海

溝
軸

側
陸

側
⇨

⇨ 東⇦西

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル２（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
(すべり量分布の設定）
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基準断層モデル２（遷移領域なし）

断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積 (km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 6.8×1022

Mw 9.2

平均応力降下量 ※1(MPa) 3.0

平均すべり量 ※2(m) 13.8

最大すべり量 (m) 39.8

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 5.5×1022

平均すべり量 (m) 12.1

最大すべり量 (m) 19.9

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.4×1022

平均すべり量※3 (m) 31.2

最大すべり量 (m) 39.8

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(120,560km²)に基づき算出
※3 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(10,836km2)に基づき算出

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル２ （Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
(断層パラメータ設定）

浜岡原子力発電所
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 12.0 11.6 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 9.8 9.8 9.8 9.5 9.5 9.3 9.3 9.0 9.6 8.5 8.5 7.2 7.2 5.7 5.7 5.7 5.7 5.1 5.1 3.7 3.7 

20km↓

2 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 12.0 11.6 11.6 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.1 10.1 10.1 9.8 9.8 9.8 9.5 9.5 9.3 9.3 9.0 9.6 9.6 8.5 8.5 7.2 7.2 7.2 5.7 5.7 5.7 5.1 5.1 3.7 

3 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.1 10.7 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.8 9.8 9.5 9.5 9.3 9.0 9.0 9.6 9.6 8.5 8.5 7.2 7.2 7.2 5.7 5.7 5.1 5.1 3.7 

10km↓

4 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.6 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 9.8 9.8 9.5 9.5 9.3 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 9.8 9.8 9.5 9.3 17.9 17.3 17.3 20.8 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 20.7 16.4 16.4 9.8 9.8 

6 14.0 14.0 13.6 13.6 13.2 13.2 13.2 12.0 12.0 11.6 11.6 11.3 11.1 11.1 10.7 10.4 10.4 10.4 10.1 10.1 9.8 9.8 9.5 9.5 17.9 17.9 17.3 20.8 31.3 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 27.7 16.4 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.9 17.9 17.3 17.3 31.3 41.7 37.0 37.0 32.6 32.6 27.7 16.4 9.8 9.8 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.1 17.9 17.3 17.3 31.3 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 16.4 9.8 9.8 

■「基準断層モデル３（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）（遷移領域なし）」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

基準断層モデル３（遷移領域なし）のすべり量

基準断層モデル３（遷移領域なし）の小断層のすべり量分布（m）

基準断層モデル３（遷移領域なし）

浜岡原子力発電所

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

41.7 13.2 

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。⇦
海

溝
軸

側
陸

側
⇨

⇨ 東⇦西

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル３（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
（すべり量分布の設定）
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基準断層モデル３（遷移領域なし）

断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積 (km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 6.5×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 ※1(MPa) 3.0

平均すべり量 ※2(m) 13.2

最大すべり量 (m) 41.7

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 5.4×1022

平均すべり量 (m) 12.1

最大すべり量 (m) 37.0

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.1×1022

平均すべり量※3 (m) 25.3

最大すべり量 (m) 41.7

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(120,233km²)に基づき算出
※3 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(10,508km2)に基づき算出

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル３（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
（断層パラメータ設定）

浜岡原子力発電所
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 12.4 12.4 11.9 11.9 11.6 11.6 10.5 10.2 9.9 9.7 9.7 9.4 9.1 9.1 8.9 8.9 8.9 8.6 8.6 8.6 8.3 8.3 8.2 8.2 7.9 8.5 7.5 7.5 6.4 6.4 5.0 5.0 5.0 5.0 4.5 4.5 3.3 3.3 

20km↓

2 12.4 12.4 11.9 11.9 11.6 11.6 10.5 10.2 10.2 9.9 9.7 9.7 9.4 9.1 8.9 8.9 8.9 8.6 8.6 8.6 8.3 8.3 8.2 8.2 7.9 8.5 8.5 7.5 7.5 6.4 6.4 6.4 5.0 5.0 5.0 4.5 4.5 3.3 

3 12.4 12.4 11.9 11.9 11.6 11.6 10.5 10.5 10.2 9.9 9.9 9.7 9.4 9.4 9.1 9.1 8.9 8.9 8.6 8.6 8.6 8.3 8.3 8.2 7.9 7.9 8.5 8.5 7.5 7.5 6.4 6.4 6.4 5.0 5.0 4.5 4.5 3.3 

10km↓

4 12.4 12.4 11.9 11.9 11.6 11.6 10.5 10.5 10.2 10.2 9.9 9.7 9.7 9.4 19.9 19.9 19.4 19.4 19.4 18.8 18.8 18.1 8.3 8.2 8.2 7.9 9.6 8.5 8.5 7.5 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 4.5 3.3 

5 12.4 12.4 11.9 11.9 11.6 11.6 11.6 10.5 10.5 10.2 9.9 9.9 9.7 9.7 20.4 29.9 29.9 29.1 29.1 29.1 28.1 18.8 8.3 8.2 8.2 7.9 7.9 9.6 8.5 8.5 16.3 24.4 20.7 20.7 16.4 10.9 4.5 4.5 

6 12.4 12.4 11.9 11.9 11.6 11.6 11.6 10.5 10.5 10.2 10.2 9.9 9.7 9.7 20.4 29.9 39.8 39.8 38.8 38.8 28.1 18.8 8.3 8.3 8.2 8.2 7.9 9.6 9.6 8.5 18.5 24.4 32.6 27.7 20.7 10.9 4.5 4.5 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.4 30.6 39.8 39.8 39.8 38.8 29.1 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.5 27.7 32.6 32.6 20.7 10.9 0.0 0.0 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.4 30.6 40.8 39.8 39.8 38.8 29.1 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.8 27.7 37.0 32.6 20.7 10.9 0.0 0.0 

■「基準断層モデル４（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）（遷移領域なし）」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

基準断層モデル４（遷移領域なし）のすべり量

基準断層モデル４（遷移領域なし）の小断層のすべり量分布（m）

基準断層モデル４（遷移領域なし）

浜岡原子力発電所

最大すべり量(m) 平均すべり量(m)

40.8 13.3 

津波断層域

超大すべり域（平均すべり量の４倍）

中間大すべり域（平均すべり量の３倍）

大すべり域（平均すべり量の２倍）

背景領域

浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

津波断層域の
全面積の約20%

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。⇦
海

溝
軸

側
陸

側
⇨

⇨ 東⇦西

・駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす（内閣府(2012)）とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル４（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
(すべり量分布設定）
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基準断層モデル４（遷移領域なし）

断層パラメータ

項 目 設定値

津波断層域全体

面積 (km2) 144,379

地震モーメント (Nm) 6.6×1022

Mw 9.1

平均応力降下量 ※1(MPa) 3.0

平均すべり量 ※2(m) 13.3

最大すべり量 (m) 40.8

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 150

主部断層

面積 (km2) 109,725 

地震モーメント (Nm) 5.2×1022

平均すべり量 (m) 11.6

最大すべり量 (m) 39.8

浅部断層

面積 (km2) 34,655

地震モーメント (Nm) 1.4×1022

平均すべり量※3 (m) 29.2

最大すべり量 (m) 40.8

主部断層：深さ10km以深の断層
浅部断層：深さ10km以浅の断層

※1 スケーリング則の対象とした平均応力降下量
※2 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(121,734km²)に基づき算出
※3 すべり量が0m(ゼロ)でない領域の断層面積(12,009km2)に基づき算出

津波断層域
超大すべり域
中間大すべり域
大すべり域
背景領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
遷移領域の無い波源モデルの設定：基準断層モデル４（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
(断層パラメータ設定）

浜岡原子力発電所
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1

20km↓

2 5.8 5.6 5.6 5.1 4.9 4.9 4.8 4.7 4.7 4.5 4.4 4.3 4.3 4.3 4.2 4.2 4.2 4.0 4.0 4.0 4.0 3.8 4.1 4.1 3.6 3.6 3.1 3.1 3.1 2.4 2.4 2.4 2.2 2.2 1.6 

3 5.8 5.6 5.6 5.1 5.1 4.9 4.8 4.8 4.7 4.5 4.5 4.4 4.4 4.3 4.3 4.2 4.2 4.2 4.0 4.0 4.0 3.8 3.8 4.1 4.1 3.6 3.6 3.1 3.1 3.1 2.4 2.4 2.2 2.2 1.6 

10km↓

4 5.8 5.6 5.6 5.1 5.1 4.9 4.9 4.8 4.7 4.7 4.5 4.4 4.4 4.3 4.3 4.3 4.2 4.2 4.0 9.1 9.0 9.0 8.6 10.4 9.2 9.2 8.1 6.9 6.9 6.9 6.9 5.5 5.5 2.2 1.6 

5 5.8 5.6 5.6 5.6 5.1 5.1 4.9 4.8 4.8 4.7 4.7 4.5 4.4 4.4 4.3 4.3 4.3 4.2 4.2 9.1 9.0 9.0 8.6 8.6 10.4 9.2 9.2 8.1 8.1 6.9 6.9 5.5 5.5 2.2 2.2 

6 5.8 5.6 5.6 5.6 5.1 5.1 4.9 4.9 4.8 4.7 4.7 4.5 4.4 4.4 4.4 4.3 4.3 4.2 4.2 9.1 9.1 9.0 9.0 8.6 10.4 10.4 9.2 9.2 8.1 8.1 6.9 6.9 5.5 2.2 2.2 

0km↓

7

8

断層モデル
面積
(km2)

M0

(Nm)

Mw Δσ

(MPa)

最大
すべり量(m)

平均
すべり量(m)

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル
（遷移領域なし）

82,604 1.8×1022 8.8 1.8 10.4 5.2 

■「遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（遷移領域なし）」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（遷移領域なし）

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（遷移領域なし）のすべり量分布（m） ⇨ 東⇦西

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（遷移領域なし）のすべり量浜岡原子力発電所

津波断層域

大すべり域（平均すべり量の２倍）：津波断層域の全面積の約20%

背景領域

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の無い波源モデルの設定：遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル
（すべり量分布の設定）
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断層パラメータ

項 目 設定値

面積（km2) 82,604

地震モーメント (Nm) 1.8×1022

Mw 8.8

平均応力降下量 (MPa) 1.8 

平均すべり量 (m) 5.2 

最大すべり量 (m) 10.4 

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 60

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（遷移領域なし）

津波断層域

大すべり域

背景領域

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の無い波源モデルの設定：遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル
（断層パラメータ設定）

浜岡原子力発電所
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遷移領域なし遷移領域あり 遷移領域なし遷移領域あり

■ 基準断層モデル1、2（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）について、遷移領域がある波源モデルと遷移領域がない波源モデルの津波評価結果を比較した
結果、遷移領域の有無が津波評価結果に与える影響は小さいことを確認した。

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
(数値シミュレーションによる影響確認結果：基準断層モデル１、２）

基準断層モデル１（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）

敷地前面

参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

17.6 4.5 7.0 7.7 9.7

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

敷地前面

参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

17.6 4.5 7.0 7.7 9.7

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位
T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位分布 最大上昇水位分布

・朔望平均満潮位
T.P.＋0.80mを考慮

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

0 1km0 1km

水位上昇側

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.6min)

海底面
(12.6min)

3号取水塔

4号取水塔

水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

最大水位低下時間：12.6min

最大水位低下時間：12.6min

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

3号取水塔

4号取水塔

水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

最大水位低下時間：12.3min

最大水位低下時間：12.3min

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

最大下降水位分布 最大下降水位分布

・朔望平均干潮位
T.P.－0.93mを考慮

基準断層モデル２（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

0 1km0 1km

・朔望平均干潮位
T.P.－0.93mを考慮

水位下降側

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.3min)

海底面
(12.3min)

第1020回資料2-1
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6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
(数値シミュレーションによる影響確認結果：基準断層モデル３、４）

3号取水塔

4号取水塔

水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

最大水位低下時間：12.5min

最大水位低下時間：12.3min

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

3号取水塔

4号取水塔

水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

最大水位低下時間：12.5min

最大水位低下時間：12.3min

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

最大下降水位分布 最大下降水位分布

・朔望平均干潮位
T.P.－0.93mを考慮

・朔望平均干潮位
T.P.－0.93mを考慮

基準断層モデル４（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）
遷移領域なし遷移領域あり

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

0 1km0 1km

水位上昇側

基準断層モデル３（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）

敷地前面

参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

14.2 5.9 8.4 8.6 10.6

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

敷地前面

参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

14.2 5.9 8.4 8.6 10.5

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位
T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位分布 最大上昇水位分布

・朔望平均満潮位
T.P.＋0.80mを考慮

遷移領域なし遷移領域あり

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

0 1km0 1km

■ 基準断層モデル3、4（Vr=2.0km/s条件で選定したケース）について、遷移領域がある波源モデルと遷移領域がない波源モデルの津波評価結果を比較した
結果、遷移領域の有無が津波評価結果に与える影響は小さいことを確認した。

水位下降側

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.5min)

海底面
(12.3min)

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.5min)

海底面
(12.3min)

第1020回資料2-1
p.189再掲
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■ 遠州灘沿岸の痕跡再現モデルについて、遷移領域がある波源モデルと遷移領域がない波源モデルの津波評価結果を比較した結果、
遷移領域の有無が津波評価結果に与える影響は小さいことを確認した。

6-10 遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認

遷移領域の有無が津波評価に与える影響の確認
(数値シミュレーションによる影響確認結果：遠州灘沿岸の痕跡再現モデル）

水位上昇側

敷地前面

参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.2 3.3 4.3 4.3 4.4

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(3.4min)

海底面
(3.5min)

3号取水塔

4号取水塔

水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

最大水位低下時間：3.4min

最大水位低下時間：3.5min

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

敷地前面

参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.3 3.3 4.3 4.3 4.5

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(3.5min)

海底面
(3.6min)

3号取水塔

4号取水塔

水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

最大水位低下時間：3.5min

最大水位低下時間：3.6min

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

・朔望平均満潮位
T.P.＋0.80mを考慮

・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

最大下降水位分布最大上昇水位分布 最大上昇水位分布 最大下降水位分布

・朔望平均干潮位
T.P.－0.93mを考慮

・朔望平均干潮位
T.P.－0.93mを考慮

・朔望平均満潮位
T.P.＋0.80mを考慮

遷移領域なし遷移領域あり

水位下降側
遷移領域なし遷移領域あり

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

0 1km0 1km0 1km0 1km

第1020回資料2-1
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余 白
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本章では遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルおよび南海トラフ広域の痕跡再現モデルの代表ケースのみ例示し、その他のケースについては第981回審査会合
机上配布資料に示す。

７ 痕跡再現モデルの波源モデルの詳細

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ
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7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮したモデル）の設定
すべり量分布の設定

■プレートの沈み込み速度を考慮したモデルのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定し、
大すべり域には平均すべり量の2倍のすべり量を設定した。

■プレートの沈み込み速度を考慮したモデルのすべり量分布の設定の詳細は以下のとおり。

（ Loveless and Meade(2010)を基に作成 ）

プレートの沈み込み速度を考慮したモデルのすべり量分布概念図

①大すべり域

④深い背景領域

主部断層 浅部断層

②背景領域

③遷移領域

深
さ

2
0
k
m

ト
ラ

フ
軸

深
さ

1
0
k
m

深
さ

2
5
k
m

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

【主部断層のすべり量の設定】
まず、各小断層の平均すべり量Diは、フィリピン海プレートの沈み込み速度に比例し、かつ各小断層の地震モーメントM0i の総和が
主部断層のスケーリング則から求められる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量はプレートの沈み込み速度に比例するように設定。

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：2Di

② 背景領域 ：主部断層（領域①～④）の小断層の地震モーメントM0iの総和が、M0となるすべり量Dbを設定

③ ①と②④の遷移領域 ：②側（２Di＋Db）/2、 ④側（２Di＋1/2×Db）/2

④ 深い背景領域 ：1/2×Db

Di：各小断層の平均すべり量 Db：各背景領域のすべり量(=aDi、aは定数) Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される主部断層の地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント

深
さ

3
0
k
m

・今回実施した5ケース（応力降下量1.5MPa、1.6MPa、1.7MPa、1.8MPa、1.9MPa）とも、同様の考え方で
すべり量設定を行っている。

・詳細な設定方法は、データ集に示す。

各小断層の沈み込速度分布

第920回資料1-2
p.474再掲
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深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1

20km↓

2 2.6 2.5 2.5 2.3 2.2 2.2 2.1 2.1 2.1 2.0 2.0 1.9 1.9 1.9 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.7 1.8 1.8 1.6 1.6 1.4 1.4 1.4 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 0.7 

3 5.1 5.0 5.0 4.5 4.5 4.4 4.3 4.3 4.2 4.0 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.7 3.7 3.7 4.9 4.9 4.9 4.7 4.7 5.0 5.0 4.4 4.4 3.8 3.8 3.8 3.0 3.0 2.9 2.9 1.4 

10km↓

4 5.1 5.0 5.0 4.5 4.5 4.4 4.4 4.3 4.2 4.2 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.7 3.7 5.9 8.1 8.0 8.0 7.7 9.3 8.2 8.2 7.2 6.1 6.1 6.1 6.1 4.9 4.9 3.1 1.4 

5 5.1 5.0 5.0 5.0 4.5 4.5 4.4 4.3 4.3 4.2 4.2 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.8 3.7 5.9 8.1 8.0 8.0 7.7 7.7 9.3 8.2 8.2 7.2 7.2 6.1 6.1 4.9 4.9 3.4 1.9 

6 5.1 5.0 5.0 5.0 4.5 4.5 4.4 4.4 4.3 4.2 4.2 4.0 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 3.7 5.9 8.1 8.1 8.0 8.0 7.7 9.3 9.3 8.2 8.2 7.2 7.2 6.1 6.1 4.9 3.4 1.9 

0km↓

7

8

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■「プレートの沈み込み速度を考慮したモデル」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

プレートの沈み込み速度を考慮したモデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

プレートの沈み込み速度を考慮したモデル（平均応力降下量：1.5MPa）の小断層のすべり量分布（m）

断層モデル
面積
(km2)

M0

(Nm)

Mw Δσ

(MPa)

最大
すべり量(m)

平均
すべり量(m)

プレートの沈み込み速度を考慮したモデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

82,604 1.5×1022 8.7 1.5 9.3 4.4 

浜岡原子力発電所 プレートの沈み込み速度を考慮したモデル（平均応力降下量：1.5MPa）のすべり量

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮したモデル）の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

第920回資料1-2
p.478再掲

津波断層域

大すべり域（平均すべり量の２倍）：津波断層域の全面積の約20%

大すべり域と背景領域の遷移領域 ：両者の中間のすべり量

背景領域

深い背景領域 ：背景領域の1/2のすべり量



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 685

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮したモデル）の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

項 目 設定値

面積（km2) 82,604

地震モーメント (Nm) 1.5×1022

Mw 8.7

平均応力降下量 (MPa) 1.5 

平均すべり量 (m) 4.4

最大すべり量 (m) 9.3 

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 60

断層パラメータ

プレートの沈み込み速度を考慮したモデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

第981回資料1-2
p.581再掲

津波断層域

大すべり域

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域
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■プレートの沈み込み速度を考慮しないモデルのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮せず設定し、
大すべり域には平均すべり量の2倍のすべり量を設定した。

■プレートの沈み込み速度を考慮しないモデルのすべり量分布の設定の詳細は以下のとおり。

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル
のすべり量分布概念図

①大すべり域

④深い背景領域

主部断層 浅部断層

②背景領域

③遷移領域

深
さ

2
0
k
m

ト
ラ

フ
軸

深
さ

1
0
k
m

深
さ

2
5
k
m

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約20%

【主部断層のすべり量の設定】
まず、各小断層の平均すべり量Diを以下の領域ごとに設定し、各小断層の地震モーメントM0i の総和が主部断層のスケーリング則から
求められる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量は以下の領域ごとに設定。

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：2Di

② 背景領域 ：主部断層（領域①～④）の小断層の地震モーメントM0iの総和が、M0となるすべり量Dbを設定

③ ①と②④の遷移領域 ：②側（２Di＋Db）/2、 ④側（２Di＋1/2×Db）/2

④ 深い背景領域 ：1/2×Db

Di：各小断層の平均すべり量 Db：各背景領域のすべり量(=aDi、aは定数) Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される主部断層の地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント

深
さ

3
0
k
m

・今回実施した5ケース（応力降下量1.5MPa、1.6MPa、1.7MPa、1.8MPa、1.9MPa）とも、同様の考え方で
すべり量設定を行っている。

・詳細な設定方法は、データ集に示す。

第920回資料1-2
p.491再掲

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル）の設定
すべり量分布の設定
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断層モデル
面積
(km2)

M0

(Nm)

Mw Δσ

(MPa)

最大
すべり量(m)

平均
すべり量(m)

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

82,604 1.5×1022 8.7 1.5 8.6 4.4 

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1

20km↓

2 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 

3 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 3.6 

10km↓

4 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 6.1 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 6.1 3.6 

5 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 6.1 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 6.1 3.6 

6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 6.1 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 6.1 3.6 

0km↓

7

8

■プレートの沈み込み速度を考慮しないモデルの各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル（平均応力降下量：1.5MPa）の小断層のすべり量分布（m） ⇨ 東⇦西

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル（平均応力降下量：1.5MPa）のすべり量浜岡原子力発電所

第920回資料1-2
p.494再掲

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル）の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

津波断層域

大すべり域（平均すべり量の２倍）：津波断層域の全面積の約20%

大すべり域と背景領域の遷移領域 ：両者の中間のすべり量

背景領域

深い背景領域 ：背景領域の1/2のすべり量
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第981回資料1-2
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7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル）の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

断層パラメータ

項 目 設定値

面積（km2) 82,604

地震モーメント (Nm) 1.5×1022

Mw 8.7

平均応力降下量 (MPa) 1.5 

平均すべり量 (m) 4.4 

最大すべり量 (m) 8.6 

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 60

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

津波断層域

大すべり域

大すべり域と背景領域の遷移領域

背景領域

深い背景領域
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■「プレートの沈み込み速度を考慮したモデル」と「プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル」の解析結果について、遠州灘沿岸域における宝永地震の津波痕跡の
再現性を確認した結果、 「プレートの沈み込み速度を考慮したモデル」の方が再現性が良好であることを確認した。

痕跡再現性指標の分布

解析結果の遠州灘沿岸域の痕跡再現性指標（K、κ）

項目
プレートの沈み込み速度を

考慮したモデル
プレートの沈み込み速度を

考慮しないモデル

すべり量分布 沈み込み速度を考慮して設定 沈み込み速度を考慮せず設定

平均応力

降下量

1.5MPa K=0.97、κ=1.41 K=0.91、κ=1.43

1.6MPa K=0.92、κ=1.41 K=0.87、κ=1.43

1.7MPa
K=0.89、κ=1.41

（遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）
K=0.83、κ=1.43

1.8MPa K=0.85、κ=1.41 K=0.80、κ=1.43

1.9MPa K=0.81、κ=1.41 K=0.77、κ=1.42

平均応力降下量⊿σ（MPa）

幾
何

平
均

K

0.70

0.75

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

平均応力降下量⊿σ（MPa）

幾
何

標
準

偏
差

κ

1.4

1.41

1.42

1.43

1.44

1.45

1.46

1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

・相田の指標Kとκは、痕跡が比較的多い宝永地震の痕跡のみを対象として算定
・土木学会(2016)による再現性の目安： 0.95＜K＜1.05、κ＜1.45

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル

プレートの沈み込み速度を考慮したモデル
（太い丸が遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）

K、κの再現性の目安

プレートの沈み込み速度を
考慮しないモデル

（Δσ＝1.7MPaの例)

Mw8.8
浜岡原子力発電所

Mw8.8
浜岡原子力発電所

プレートの沈み込み速度を
考慮したモデル

（Δσ＝1.7MPaの例)

すべり量(m)

0 - 2
2 - 4
4 - 8
8 - 12
12 - 16
16 - 24
24 - 32
32 - 48

すべり量(m)

0 - 2
2 - 4
4 - 8
8 - 12
12 - 16
16 - 24
24 - 32
32 - 48

第920回資料1-2
p.505再掲

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルの設定
宝永地震を対象としたプレートの沈み込み速度を考慮したモデルと考慮しないモデルとの比較結果
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1.44

1.46

1.48

1.50

1.52

1.4 1.6 1.8 2.0

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.4 1.6 1.8 2.0

■「プレートの沈み込み速度を考慮したモデル」と「プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル」の解析結果について、遠州灘沿岸域における安政東海地震の津波痕
跡の再現性を確認した結果、 「プレートの沈み込み速度を考慮したモデル」の方が再現性が良好であることを確認した。

痕跡再現性指標の分布

プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル

プレートの沈み込み速度を考慮したモデル
（太い丸が遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）

K、κの再現性の目安

解析結果の遠州灘沿岸域の痕跡再現性指標（K、κ）

項目
プレートの沈み込み速度を

考慮したモデル
プレートの沈み込み速度を

考慮しないモデル

すべり量分布 沈み込み速度を考慮して設定 沈み込み速度を考慮せず設定

平均応力

降下量

1.5MPa K=1.01、κ=1.45 K=0.92、κ=1.51

1.6MPa K=0.96、κ=1.45 K=0.88、κ=1.51

1.7MPa
K=0.92、κ=1.45

（遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）
K=0.84、κ=1.51

1.8MPa K=0.88、κ=1.45 K=0.80、κ=1.51

1.9MPa K=0.84、κ=1.46 K=0.77、κ=1.51

・相田の指標Kとκは、痕跡が比較的多い安政東海地震の痕跡のみを対象として算定
・土木学会(2016)による再現性の目安： 0.95＜K＜1.05、κ＜1.45

平均応力降下量⊿σ（MPa）

プレートの沈み込み速度を
考慮しないモデル

（Δσ＝1.7MPaの例)

Mw8.8
浜岡原子力発電所

Mw8.8
浜岡原子力発電所

プレートの沈み込み速度を
考慮したモデル

（Δσ＝1.7MPaの例)

すべり量(m)

0 - 2
2 - 4
4 - 8
8 - 12
12 - 16
16 - 24
24 - 32
32 - 48

すべり量(m)

0 - 2
2 - 4
4 - 8
8 - 12
12 - 16
16 - 24
24 - 32
32 - 48

幾
何

平
均

K

平均応力降下量⊿σ（MPa）

幾
何

標
準

偏
差

κ

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルの設定
安政東海地震を対象としたプレートの沈み込み速度を考慮したモデルと考慮しないモデルとの比較結果

第981回資料1-2
p.586再掲
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■プレートの沈み込み速度を考慮したモデルのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度に比例するよう設定し、
大すべり域には平均すべり量の2倍のすべり量を設定した。

■プレートの沈み込み速度を考慮したモデルのすべり量分布の設定の詳細は以下のとおり。

プレートの沈み込み速度を考慮したモデルの
すべり量分布概念図

主部断層 浅部断層

②背景領域

ト
ラ

フ
軸

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約40%

【主部断層のすべり量の設定】
まず、各小断層の平均すべり量Diを領域ごとに設定し、各小断層の地震モーメントM0i の総和が主部断層のスケーリング則から求めら
れる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量はプレートの沈み込み速度に比例するように設定。

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：2Di

② 背景領域 ：主部断層（領域①～②）の小断層の地震モーメントM0iの総和が、M0となるすべり量Dbを設定

Di：各小断層の平均すべり量 Db：各背景領域のすべり量(=aDi、aは定数) Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される主部断層の地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント深

さ
3
0
k
m

①大すべり域

（ Loveless and Meade(2010)を基に作成 ）

各小断層の沈み込速度分布

深
さ

2
0
k
m

深
さ

1
0
k
m

・今回実施した5ケース（応力降下量1.5MPa、1.6MPa、1.7MPa、1.8MPa、1.9MPa）とも、同様の考え方で
すべり量設定を行っている。

・詳細な設定方法は、データ集に示す。

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮したモデル）の設定
すべり量分布の設定

第981回資料1-2
p.587再掲
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7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮したモデル）の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1

20km↓

2 1.9 1.8 1.8 1.7 1.6 1.6 1.6 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.5 

3 1.9 1.8 1.8 1.7 1.7 1.6 1.6 1.6 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0 0.8 0.8 0.7 0.7 0.5 

10km↓

4 1.9 11.2 11.2 10.2 10.2 9.9 9.9 9.6 9.4 9.4 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 8.1 8.0 8.0 7.7 9.3 8.2 8.2 7.2 6.1 6.1 6.1 6.1 4.9 4.9 0.7 0.5 

5 1.9 11.2 11.2 11.2 10.2 10.2 9.9 9.6 9.6 9.4 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 8.1 8.0 8.0 7.7 7.7 9.3 8.2 8.2 7.2 7.2 6.1 6.1 4.9 4.9 0.7 0.7 

6 1.9 11.2 11.2 11.2 10.2 10.2 9.9 9.9 9.6 9.4 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 8.1 8.1 8.0 8.0 7.7 9.3 9.3 8.2 8.2 7.2 7.2 6.1 6.1 4.9 0.7 0.7 

0km↓

7

8

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■「南海トラフ広域の痕跡再現モデル」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

南海トラフ広域の痕跡再現モデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

南海トラフ広域の痕跡再現モデル（平均応力降下量：1.5MPa）の小断層のすべり量分布（m）

断層モデル
面積
(km2)

M0

(Nm)

Mw Δσ

(MPa)

最大
すべり量(m)

平均
すべり量(m)

南海トラフ広域の痕跡再現モデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

82,604 1.5×1022 8.7 1.5 11.2 4.4

浜岡原子力発電所 南海トラフ広域の痕跡再現モデル（平均応力降下量：1.5MPa）のすべり量

津波断層域

大すべり域（平均すべり量の２倍）：津波断層域の全面積の約40%

背景領域

第981回資料1-2
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7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル（プレートの沈み込み速度を考慮したモデル）の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

項 目 設定値

全体

面積（km2) 82,604

地震モーメント (Nm) 1.5×1022

Mw 8.7

平均応力降下量 (MPa) 1.5 

平均すべり量 (m) 4.4

最大すべり量 (m) 11.2 

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 60

断層パラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

津波断層域

大すべり域

背景領域

第981回資料1-2
p.589再掲
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プレートの沈み込み速度を考慮したモデルの
すべり量分布概念図

主部断層 浅部断層

②背景領域

ト
ラ

フ
軸

：大すべり域

津波断層域の
全面積の約40%

【主部断層のすべり量の設定】
まず、各小断層の平均すべり量Diを領域ごとに設定し、各小断層の地震モーメントM0i の総和が主部断層のスケーリング則から求めら
れる地震モーメントM0 になるように設定。

M0＝Σ M0i＝Σ μDiSi ➡ 小断層毎のすべり量は以下の領域ごとに設定。

次に、各小断層の平均すべり量Diに対して、以下の関係を与えて各小断層のすべり量を設定。

① 大すべり域 ：2Di

② 背景領域 ：主部断層（領域①～②）の小断層の地震モーメントM0iの総和が、M0となるすべり量Dbを設定

Di：各小断層の平均すべり量 Db：各背景領域のすべり量(=aDi、aは定数) Si：各小断層の面積
M0：スケーリング則から算定される主部断層の地震モーメント M0i：各小断層の地震モーメント

深
さ

3
0
k
m

①大すべり域

深
さ

2
0
k
m

深
さ

1
0
k
m

・今回実施した5ケース（応力降下量1.5MPa、1.6MPa、1.7MPa、1.8MPa、1.9MPa）とも、同様の考え方で
すべり量設定を行っている。

・詳細な設定方法は、データ集に示す。

■プレートの沈み込み速度を考慮しないモデルのすべり量分布の設定については、各小断層のすべり量をフィリピン海プレートの沈み込み速度を考慮せず設定し、
大すべり域には平均すべり量の2倍のすべり量を設定した。

■プレートの沈み込み速度を考慮しないモデルのすべり量分布の設定の詳細は以下のとおり。

7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル(プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル)の設定
すべり量分布の設定

第981回資料1-2
p.590再掲
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7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル(プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル)の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1

20km↓

2 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 

3 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 

10km↓

4 1.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 1.5 1.5 

5 1.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 1.5 1.5 

6 1.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 1.5 1.5 

0km↓

7

8

・すべり量分布の番号は南海トラフのプレート境界の全領域を約20km四方に分割して、西側から東側に順に1から38まで、陸側から海溝軸側に1から8までとした。

⇦
海

溝
軸

陸
側

⇨

⇨ 東⇦西

■「南海トラフ広域の痕跡再現モデル」の各小断層のすべり量分布は以下のとおり。

南海トラフ広域の痕跡再現モデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

南海トラフ広域の痕跡再現モデル（平均応力降下量：1.5MPa）の小断層のすべり量分布（m）

断層モデル
面積
(km2)

M0

(Nm)

Mw Δσ

(MPa)

最大
すべり量(m)

平均
すべり量(m)

南海トラフ広域の痕跡再現モデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

82,604 1.5×1022 8.7 1.5 8.6 4.4

浜岡原子力発電所 南海トラフ広域の痕跡再現モデル（平均応力降下量：1.5MPa）のすべり量

津波断層域

大すべり域（平均すべり量の２倍）：津波断層域の全面積の約40%

背景領域

第981回資料1-2
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7-1 痕跡再現モデルのパラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル(プレートの沈み込み速度を考慮しないモデル)の設定
すべり量分布の設定（平均応力降下量：1.5MPa ）

項 目 設定値

全体

面積（km2) 82,604

地震モーメント (Nm) 1.5×1022

Mw 8.7

平均応力降下量 (MPa) 1.5 

平均すべり量 (m) 4.4 

最大すべり量 (m) 8.6

剛性率 (N/m2) 4.1×1010

破壊伝播速度 (km/s) 2.0

ライズタイム (s) 60

断層パラメータ

南海トラフ広域の痕跡再現モデル
（平均応力降下量：1.5MPa）

津波断層域

大すべり域

背景領域

第981回資料1-2
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